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「係長、恐れ入りますがこちらのチェックをお願いいたします」

　そろそろ春の大型連休がやってこようという四月下旬。第一営業部の一角。

　私──瑞みず原はら咲さく良らが頭を下げながらＡ４版の資料の束を差し出すと、デスクに座る小お田だ切ぎり係長が、ノートＰＣから顔を上げてそれを受け取った。資料の表紙には涼し気な薄いブルーと、波をイメージした白い模様が印象的に描かれた缶ビールの画像が載っている。

　スクエア型の眼鏡の奥の瞳を鋭く光らせ、彼がやや険しい表情で中身に目を通していく。けれどそれも十秒あるかないかのわずかな時間で、すぐに私に突き返してきた。

「もう一度作り直して」

　硬質で冷たい声がした。私と彼の間だけではなく、辺り一帯に少し緊張が走る。

　私は息を呑んだ。係長が仕事に妥協を許さない人であることはよく知っているので、ある程度の厳しい指摘は覚悟していたけれど、取り付く島もないほどだとは思っていなかった。

　普段から、その芸能人のようにきれいに整った顔との相乗効果もあり、よく言えばクール、悪く言えば威圧感がある係長。今は輪をかけて厳しい雰囲気をまとっている。

　そんな彼を目の前にすると、恐ろしくて言葉が出てこなくなる──と、部内のみんなが口を揃えて言う。

　確かに、彼の直球でいて感情の乗らない台詞には、必ず従わなければならない感覚に陥ることがしばしばある。端的に言うと、怖い。

　当然、私にも怖いという感情が湧かないわけではないのだけど……例え気難しい上司が相手だとしても、仕事となれば別。内容については自分なりに納得して取り組みたいという気持ちが強い。このときも恐怖よりは、時間をかけて作成した資料を一蹴されたことへの疑問や悔しさが勝ってしまった。

「あの、内容を確認していただけましたでしょうか？」

　念を押すように私が訊ねる。

「だから言ってる」

「でも──」

　食い下がると、係長は私の言葉に被せるように、同じ冷淡なトーンで続けた。

「商品の魅力が伝わらなければ意味がない。もっと業者の興味を引くものでなければ、ＯＫが出せないのは当然だ」

「お言葉ですが、こちらは商品開発部から回ってきた資料を熟読し、試飲もしてからまとめたものです。具体的にどういった点が至らないのかご指摘いただけませんか」

　開発サイドからのバトンを受け、営業部で作成する新商品販促用の営業資料。重要なのは、スーパーなどの販売店に商品のウリを伝えること。係長の言うことはもっともだ。

　同業他社から大手ビール会社である『聖せい嘉かビール』の営業事務に転職して四年。やっと販促資料の作成をひとりで任せてもらえたのだから、気合を入れて臨んだのに。

　理由をしっかり聞くまでは、目の前の資料を受け取るわけにはいかなかった。

「…………」

　私はそこまで言ってから、やけに静かになったと感じる周囲を見回した。

　同僚たちはそれぞれのＰＣに向かうふりをしながら、怯えた様子でこちらを盗み見ている。

　……あ、いけない。またみんなに、要らぬ緊張感を与えてしまっていたか。

　彼らに内心で手を合わせていると、ほんの少しの間のあと、

「瑞原さん」

　と、係長が私の名前を呼んだ。

「業者もできるだけ時間をかけずに商品の情報を得たがっている。例えば、ひとつのスライドにメッセージを詰めすぎないこと、訴求力のあるイメージを多用すること、数字を使って内容に具体性を持たせること──という点は、営業資料の基本中の基本だ」

　まるですらすらと決められた台詞を読み上げるみたいに言ったあと、係長は私に資料を手渡しすることを諦め、デスクのうえに置いた。それから広げていたＰＣをケースにしまい、自身のビジネスバッグのなかに収めたあと、椅子から立ち上がる。

「私は商談に出るから。そこ、必ず明日までに修正して」

　感情の読めない淡々とした口調で述べた彼は、こちらを振り返りもせずに他部署の島を抜け、フロアを出て行ってしまう。

「……しょ、承知しました」

　私は資料を拾い上げたあと、遠ざかる係長の背中につぶやいた。

　……もう聞こえてはいないだろうけれど。

　小さくため息を吐いてから自分のデスクに戻る途中、うしろから肩をぽんと叩かれた。

「咲良～、毎度ながらヒヤヒヤさせてくれるね、あなたは」

　振り返ると、同僚の弥や々やちゃんが小声で言いながら、妙にはしゃいでいる。

「ごめん、そういうつもりはなかったんだけど」

「あの『スーパードＳ』の小田切係長に臆せず言い返せるのはすごいよ。部のなかでも咲良くらいじゃない？　心から尊敬する」

　自身の腕を組んで何度かうなずいて見せる彼女は、私と同い年ではあるものの、この会社に新卒から勤めている先輩。ずっと同じ部署内で働いていることもあり、私にとってはいちばん気を許せる同僚のひとり。茶髪の外ハネボブのイメージそのままの、快活な子だ。

　ここだけの話、部内の女子は陰で小田切係長のことを『スーパードＳ』と揶揄している。『ドＳ』に『スーパー』が付くのだから、弥々ちゃんをはじめ第一営業部の女性社員がいかに彼に対して畏怖の念を抱いているのかがわかるだろう。

「だって、一昨日、昨日と残業したのに」

　私は連日の苦労を思い返してボヤいた。プライベートの時間を削ってせっせと作った資料が、まったく報われなかったのは悲しい。

「確かにさ、あの言い方はダメージ来るよね」

「でしょ。でも係長の言ってることは間違ってないから、納得はしたよ」

　突き返された瞬間はムッとしてしまったけれど、そのあと係長からもらった指摘は的を射ていると思った。思い当たる節があったのだ。

　資料作りのセオリーは十分に理解していて、気を付けているつもりだったけれど、完成したものが商品のプラスイメージを伝えようとするあまり、情報過多であったのは否めない。もっとシンプルに、内容を絞ることによって、短い時間でより魅力が伝えることができたのかもしれない、と。

「──サラッと見ただけでも主旨が伝わりづらかったんだと思うから。これからまとめなおしてみる」

　係長は営業用の資料を数多く目にしてきているだろうから、細かな内容を確認するまでもなかったのだ。私の言葉に、弥々ちゃんが目を丸くした。

「咲良は強いね～。すぐそうやって気持ちを切り替えられるんだから」

「まあ、引きずっても仕方がないしね」

　私は首を横に振って笑う。

　もともとうじうじと悩むのは性に合わず、悩む暇があるのなら解決法を探す時間に充てるべきだと考えている。ゆえに、メンタルは強いほうであるという自負はある。

「しかもさ、相手が係長なのにそう思えるのがなおすごいよ。係長の下に付くって決まってすぐ異動を申し出た社員もいるらしいし。気持ちはわからなくもないけど」

「え、異動？」

　口元に手を当てて驚く。

　……まぁ、フレンドリーという概念とは対極にいる上司だから、合わない人は合わないのだろう。とはいえ。

「──厳しいは厳しいけど、悪い人ではないと思うけどね」

　正直、取っつきにくいし、終始あの感じだから毎回話しかけるのに勇気が要る。

　けれど、理由なく突き放すようなことは言わないし、さっきもそうだったように訊いたことに対する答えはきちんとくれる人だ。

　入社してからずっと彼のそばで働いているけれど、彼がもたらす緊張感のおかげでひとつひとつの仕事に対してより責任を覚えるようになったし、丁寧かつ慎重に取りかかることができると感じる。ということは、係長のおかげで社会人として成長できたと言えるのではないか。

　そういう意味では、感謝こそすれ、異動なんてもったいない……と感じてしまうのは、私が自他ともに認めるメンタル強者だからだろうか。

　私が控えめに反論すると、同じく係長の下で働く弥々ちゃんも同調してうなずいた。

「まあね。仕事できるし、冷たく聞こえるけど正論言ってるなぁとは私も思うよ」

　直後、彼女がとなりの部署を一瞥してから、さらに声を潜めて続けた。

「──それに社内でもずば抜けたイケメンだしね！　仕事で直接絡みのない部署では『小田切係長カッコいい～』って騒いでる子も多いし……確かにさ、客観的に見ていい男なんだよねぇ」

　──客観的に見ていい男。弥々ちゃんの言葉には同意せざるを得ない。

　ついさっき対峙していた係長の顔を、頭のなかに思い浮かべてみる。

　清潔感のある黒々とした短髪に、やや面長のシャープな輪郭。顔のパーツで特徴的なのは、一重の切れ長の目と、日本人離れした高く形のいい鼻。そして、彼の雰囲気にとてもマッチしている、理知的なスクエアフレームの眼鏡。

　背が高く、スリーピースのスーツ姿が様になる。確かめたわけではないけれど、おそらく一八〇センチ近くあるのではないだろうか。ほかの男性社員と並ぶと、スタイルのよさが際立っている。

　そして声。低めの落ち着いたトーンで、彼に電話で報告を入れている最中「いい声！」と密かに思ったことは数知れない。

　こんなこと本人には絶対に言えないけれど──もし『ドＳのイケメン上司』の日本一を決める大会があったとしたら、係長はぶっちぎりで優勝だ。

　私も年ごろの女なので、男性としての彼に魅力を感じていないわけじゃない。

　というか──意識してしまっているのは間違いない。異性である彼を「素敵だな」と思ってしまっている。白状すると、彼と一緒に仕事をするようになってから、ずっと。

「……そ、そういう対象では見てないけど。上司だし」

　私は思考を駆け抜けていった上司の姿にドキドキと胸を高鳴らせつつ、さも興味なさそうに首を横に振って見せた。

　だけど弁えなければ。彼は異性である前に私の上司であって、邪な目で見てはいけない。

「えー、咲良的にはナシなの？　係長のほうは咲良のこと気に入ってそうだけどね」

「まさか。うるさいなぁとは思われてるだろうけど」

　弥々ちゃんが意外そうに首を傾げたので、資料を持つのとは逆の手をひらりと振った。

　気に入るだなんてとんでもない。周りのみんなと違って意見をしてしまう私を、彼は面倒な部下だと敬遠しているに違いないのだから。

「またー、謙遜して。咲良はかわいいから目立つし、『涼すず風かぜエール』の営業資料って大役を任されたわけでしょ。全然あると思うけどなぁ。少なくとも若手のなかではいちばん信頼してそう」

「いやいや、そんなことないよ」

　むきになって褒めてくれる弥々ちゃんに、私も語気を強める。

　『涼風エール』とは、件の新商品の名称だ。わが聖嘉ビール株式会社において──というより業界全体がそうなのだけど、もっともビールが売れる季節である夏の新商品は、販促にもかなり力が入る。

　その勝負の一手の販促資料を、小田切係長直々に任せてくれたのだから、弥々ちゃんの言う通り、悪く思われてはいないのかもしれない。けど、さっきみたいに基本のキもできていないような出来では、逆に落胆させてしまったかも。

　だいたい、係長こそ職場に色恋を持ち込まなさそうなタイプだ。三十一歳にして係長のポジションを得ているし、あの見目麗しいルックスなので絶対にモテるはずなのに、浮いたうわさを一切聞かない。

　おそらく相手はいるんだろうけれど、抜け目のない彼のことだ。社外の人間か、社内だとしても悟られないように上手く愛を育んでいるのだろう。

　──誰だか知らないけど、その人が羨ましい。

　自分にチャンスがないのは承知の上で、そう思ってしまうことくらいは許してほしい。

「──あと、若手って呼べる年齢なのかは疑問だけどね。でも、ありがと。おかげで心折れずに資料作れそう」

　事実はどうであれ、フォローを入れてくれる優しさがありがたい。私は弥々ちゃんにお礼を言い笑ってみせた。

　気が付くともう二十八歳。営業部は比較的入れ替わりが激しく、後輩も続々と入ってくる。いつまでも若手だと思っていてはいけないのだろうけど、そのなかでも私を抜擢してくれたことに関しては感謝しているし、それに報いたいと思う。

　だから頑張らなきゃ。係長をがっかりさせてしまったのなら、そのぶん、作り直した資料で信用を回復させないと。

「よかった。応援してるから頑張って」

「うん！」

　私は明るく返事をすると、さっそく作業に取りかかるべく、自分のデスクに戻ったのだった。





　◆◇◆






　その後、係長から二度ほど修正指示を頂いたものの、どうにか及第点をもらえて、達成感と開放感でいっぱいになった。そんな昼休み。

　ランチタイムは、仕事の立て込んでいない仲良しの同僚とともに、オフィス近くのカフェでとることが多い。

「ねぇ～、聞いて。ゴールデンウィークに彼氏と旅行なのっ」

　それぞれ頼んだランチセットが運ばれてきて、食事を始めた直後。

　経理部の亜あ沙さ実みちゃんが弾むような声で切り出した。丸みを帯びたボブヘアとちょっと甘えたような喋り方は、彼女の小柄でいて華奢な身体つきと違和感なく結びついて、女性の私でも庇護欲をかき立てられる。

「へー、いいじゃん。行き先は？」

　うなずきながら訊ねたのは、亜沙実ちゃんのとなりに座る侑ゆう里りちゃん。肩までの黒髪を飾りゴムでひとつにまとめている彼女は、亜沙実ちゃんと同じ経理部に所属している。ノリがよく、いい意味で飾らない女性だ。

「近くの温泉だけどね、旅行サイトで人気の宿が押さえられたの」

　ラウンド型に整えたピンク色のネイルの指先でスマホを操作した後、亜沙実ちゃんが「ここ」と言いながら表示された画面を私たちに見せた。

「知ってる！　評判いいところだよね」

　真っ先にスマホを受け取って画面を覗き込んだのは、私のとなりに座る弥々ちゃん。

　私を除く三人は新卒からの同期で、部署がわかれてからも度々ランチをともにしているようだ。四年前、私が中途で入って弥々ちゃんと仲良くなってからというもの、こうして仲間に入れてもらうことが多い。

　弥々ちゃんからスマホを受け取り、ディスプレイに映る宿の写真をスワイプする。趣があるのにすごくきれいな客室だ。カップルの旅行には最適だろう。

「うん、素敵なところ」

　私は弥々ちゃんに同調しながら、スマホを侑里ちゃんにパスした。

「亜沙実のとこってまだ付き合ったばっかりだよね。こういう雰囲気いい宿だと、より一層盛り上がりそう」

　写真を眺めつつ呟く侑里ちゃん。するとその直後、亜沙実ちゃんの表情が急に曇った。湯気の立つハヤシライスにスプーンを入れようとしたのを止め、トレーの上に置いてしまう。

「──その彼のことでちょっと悩んでて。私たち、まだ一度もシてないんだよね」

「えっ、マジ？」

「一度部屋にも呼んだんだけど、なんにもなかったから……もしかして私、女性としての魅力がないのかな、って心配になって。今回も同じだったら立ち直れない……」

　驚く侑里ちゃんに答えたあと、亜沙実ちゃんはふうっと深いため息を落とした。

「や、亜沙実はかわいいよ。彼氏、年下で真面目な人だって言ってたよね。タイミング見計らってるだけだって」

　すかさず断言したあと、力強くフォローする弥々ちゃん。私も自身のカレーに手を付けつつ、うなずいて賛同する。

　と、そのとき。となりの弥々ちゃんからの視線に気付き、いやな予感がした。

「──てか、そういうときこそ咲良に訊かないと！」

　勢い込んでそう言う弥々ちゃん。ほかのふたりも私に注目する。

　──やっぱり来た……！

　スプーンを握る手に無意識に力がこもる。私はごくりと喉を鳴らした。

「──ねぇ咲良ちゃんっ。こういうときってどうしたらいいの？　彼がアクション起こすまで待ってたほうがいい？　それとも、私から強めにアピールするべきかなぁ？」

　ピンクブラウンのアイシャドウに彩られた目をぱちぱちと瞬かせる亜沙実ちゃん。教えを乞う声には、私ならば最適解を導き出せるであろうという期待が滲んでいた。

　毎度のパターンとはいえ緊張する。内心の動揺を覆い隠すように、私は微笑んだ。

「うーん、あくまで私の意見だけど」

　控えめに前置きをしてから、亜沙実ちゃんの愛らしい瞳をじっと見つめ返す。

「……あ、あんまり女子の方からガツガツ行くと引いちゃう男の子が多いから、いつもよりスキンシップ多めにしつつ様子見でいいんじゃないかな？」

　亜沙実ちゃんだけではなく、ほかのふたりまでが真剣に聞き入っているのを感じながら、私が続けた。

「慎重な男性って失敗したくないっていうか、求めて拒否されるのがいやなんだと思うんだよね。彼がその気を見せたら即受け入れれば上手くいきそう」

「なるほど、ためになるなぁ。咲良ちゃんに訊いておいてよかった」

「さすが、百戦錬磨のオンナの言うことは違うね～」

　もっともらしく恋愛のセオリーを語る私に、亜沙実ちゃんと、その横で相槌を打っていた侑里ちゃんが感心してくれるけれど、その実、心細さでいっぱいだった。

　──彼女たちは知らない。私がみんなの前で披露する恋愛のアドバイスが、自身の経験に基づいたものではなく、関連本やｗｅｂから抽出した情報をそれっぽく話しているだけであることを。

「いーよね、モテる女は。咲良、彼氏に困ったことないでしょ」

「まさか」

　弥々ちゃんが羨ましそうにため息を吐いたので、私は滅相もないと首を横に振った。

　これは卑下でも謙遜でもなく紛れもない事実だ。付き合った男性は大学二年のときにひとりだけ。その人とも、交際して一年も経たないうちに別れている。以降はお付き合いどころか、恋愛そのものがとんとご無沙汰。最後にキスをしたときのことはおろか、デートすら記憶の彼方だ。

　学生時代の自分に今の状況を伝えたとしても、きっとすんなりとは信じないだろう。あのころの私はいてもいなくても変わらない、印象に残らない女の子だったから。

「私も咲良ちゃんみたいに生まれてきたかったよ。かわいいし、おしゃれだし、仕事もできるしさ。なんでも持ってるっていうか。ひとつくらい苦手なこととかないの？」

「本当、全然そんなことないから」

　亜沙実ちゃんが片手の指を一本ずつ折りながら褒め殺してくるので、さすがに照れくさくなった。

　急に『いい女キャラ』として扱われるようになった理由があるならば──それは、私がいわゆる大学デビューならぬ、社会人デビューをしたことだろう。

　まず眼鏡をコンタクトレンズに変えた。それから、身体のラインの出ないラフな服装を好んで着ていたのを、トレンドに則ったきれいめなファッションに路線変更。ヘアスタイルやメイクも大人っぽい印象で揃えた。働きに出るタイミングで心機一転、身だしなみを整え、外見に気を使うようになったというわけだ。

　すると周囲の反応が変わった。男の子たちからは個別にランチや飲みの誘いを受けるようになり、女の子たちからも「今日の服かわいい」、「そのコスメどこの？」とちやほやされた。生まれて初めての経験に、正直なところただただ戸惑った。

　最初の会社を二年で辞めたのは、当時の直属の上司である男性から頻繁に食事の誘いを受け、その対応に苦慮したのがきっかけだ。人事部に相談するとか、別の上司に相談するとか、辞めずに済む方法はいくらでもあっただろうけれど、自分自身のステップアップのために環境を変えてみてもいいのかも、という思いで転職に踏み切った。

　その結果、聖嘉ビールに就職できたのだからラッキーだった。同業他社のなかでは最大手だ。人間関係のトラブルもなく、とても恵まれていると感じる。

　……ただ、仲のいい女性社員の間で勝手に『いい女キャラ』にされ、恋愛や夜の相談などをされることが増えたのだけは誤算だった。

　私も私で、わからないなら素直にそう言えばいいものを、「せっかく頼りにしてくれてるんだから、力にならなきゃ！」と燃えてしまい、恋愛の指南書を買って読んでみたり、ｗｅｂに転がっている関連情報を片っ端から調べてみたりした。

　その結果が今のこの形だ。悪気はなかったとはいえ、みんなにうそをついてるわけだから、後ろめたい気持ちは常にあるし、いつメッキが剥がれるかとビクビクもしている。

　それでも『いい女キャラ』を演じ続けてしまうのは、みんなの期待を裏切りたくないという妙な正義感と、私自身が女性として評価されることによろこびを覚えているからなのだろう。

　学生時代、「かわいい」とか「モテる」なんて言葉は自分とは無縁だと思っていた。だから、そう言われると「私ってかわいいんだ」、「モテると思われてるんだ」とうれしくなってしまって。

「第一営業部は目の保養だよ。たまに小田切係長と咲良ちゃんが話してるのを見かけることがあるんだけど、美男美女だからつい見入っちゃう」

「わかる。お似合いだなーって思ってた」

　亜沙実ちゃんが思い出したように言うと、手にしていたサンドイッチを頬張ろうとしていた侑里ちゃんが、その手を止めて楽しそうに相槌を打った。

　密かに素敵だと思っている係長の名前が出て、心臓がどきんと跳ねる。

「残念ながら、咲良的には小田切係長はナシだって」

　すると弥々ちゃんが茶化すように言った。……そういえば、今日彼女とそんな会話を交わしたかもしれない。私は慌てて口を開く。

「だ、だって上司だから。そういう目で見れないよ」

「意外とカタいよね、咲良ちゃん。仕事は仕事、プライベートはプライベートでしょ。公私混同しなければいい話なのに」

　本当にそういうポリシーを掲げているのか、ただ単に面白がっているのかわからないような言い方の侑里ちゃんに「でも」と被せたのは同じ部署の弥々ちゃんだ。

「──私も小田切係長ってカッコいいとは思うけど、怖いから躊躇するかな～」

「えーそうなんだ。私はむしろそれ込みでいいな～って思うけど」

「私も！　弥々ちゃんの言う『スーパードＳ』なイケメンって、彼氏になったときどうなるんだろって考えちゃう。いきなり優しくなったりするのかな、とか、デレたりするのかな、とか」

　仕事でかかわっている私たちとは違い、ほかのふたりの目に映る係長は、その威圧感さえもがプラスのイメージとして捉えられているらしい。キャッキャッと楽しそうに声を弾ませている。

「それこそ、夜とか……そういう雰囲気になったときを考えると、めちゃくちゃドキドキするよね！」

　亜沙実ちゃんの言葉に、侑里ちゃんが首を大きく振って何度もうなずく。

「わかる～！　絶対テクあると思うんだよね。キスとかすっごい巧そうじゃない？」

「大人だし、モテそうだし、経験人数も半端なさそう。ベッドまでの持っていき方がスマートな男っていいよね～誘われたい！」

　飛び交うふたりの声に呼応するかのように、頭のなかに小田切係長の姿が煙のようにもくもくと浮かび上がる。

　──確かに。キスは上手なのかも……。

『咲良』

　薄暗い室内にふたりきり。いつもよりも胸に響く低い声で私の名前を呼ぶ係長（もちろんイメージ）。彼の指先が、壊れものに触れるかのように私の頬に伸びてくる。その手の熱さに、ぴくん、と身を震わせた。

『かわいい。緊張してるんだ。……心配しないで、私が全部教えるから』

　そのまま、係長の端整な顔が近づいてきて、唇が重なって──

　……って、いやいや。私ってば、なに想像してんの！

「こーら、彼氏持ちがなに言ってんの」

　自分自身を叱咤したのとほぼ同じタイミングで、弥々ちゃんがほかのふたりに突っ込みを入れた。ふたりは「だって～」とおかしそうに笑う。

　亜沙実ちゃんはもちろん、侑里ちゃんにもお付き合いをしている彼氏がいるのは知っている。だとしても、魅力的な男性には興味津々なのだろう。

「──てか、やっぱ他部署だと係長って人気あるんだねー」

「そ、そうだね」

　ただの妄想なのに頬が熱い。こちらを向いて感心する弥々ちゃんに、私は少し赤らんでいるかもしれない顔を片手で軽く覆いながら返事をした。

　……勝手に思い浮かべて、勝手にドキドキしてしまったとは、係長に申し訳ない。

　でもふたりが言う通り、彼はきっと女性の扱いに慣れているに違いない。

　二十八歳の私から見て、三十一歳の彼は大人だ。たった三歳しか違わないのだけど、十の位が変わるのは大きい気がする。あの見た目だから黙っていても女性は寄ってきただろうし、同年代の男性よりも恋愛の経験値はぐっと高そうだ。

　大人でスマートな係長は、いったいどんな風に女性と接するのだろう。

　ビジネスライクな、淡々としている彼しか知らないから、すごく興味が湧いてしまったりして……。

「恋愛モードの係長って想像つかないから、見てみたくはあるけどさ」

　言いながら弥々ちゃんがいたずらっぽく言ったので、私も「そうだね」と笑った。彼女がコップを持ち上げた左手の薬指には、シンプルなプラチナのマリッジリングが填められている。

　──弥々ちゃん、もうすぐ結婚して一年になるんだっけ。旦那さんはひとつ年下で、ＩＴ企業に勤めているらしい。

　……あれ。ということは、もしかしてこの場でフリーなのって私だけ……？

「咲良？」

　弥々ちゃんがきょとんとした顔で訊ねる。

「あ、ううん。なんでもない」

　……急に心細くなってしまった。みんなパートナーがいていいなぁ。羨ましい。

　というか、みんなお相手とどこで出会ってるんだろう？

　社内の男性からは声がかからない。転職直後は何度か個人的な誘いを受けたこともあったけれど、職場に馴染むのに精いっぱいで丁重にお断りしていたら、それもなくなった。

　弥々ちゃん曰く「咲良は高嶺の花だから」とのこと。全然そんなことはないけど、職場恋愛は後々のことを考えると気が進まないから、それはそれでよかった。

　で、プライベートの友人に何度か男性を紹介してもらったのだけど──話してみてあまりしっくりこなかったり、連絡のペースが合わなかったりして、そちらも上手くいかず。

　気が付けば三十代が迫っている。今すぐに、どうしても彼氏がほしい──とかではないけど、あまりにも男性と接点がなさすぎる。せめて、同僚たちに求められるアドバイスを経験則から語れるくらいにはなりたいものだ。

「あっ、そうそう、最近私が推してるこの子なんだけど──」

　全体の会話が途切れたところで、弥々ちゃんが自身のスマホを操作しながら、画面に映った画像をみんなに見せた。最近テレビでよく見かける男性アイドルのようだ。

　私は平和な話題に移ったことに安堵しながら、すっかりぬるくなったカレーを口に運んだのだった。







２








　季節は夏に移り変わった。

　七月最初の土曜の夜、私たち第一営業部の一部の社員は、秋の新商品をメインに取り扱う、販売店を対象とした展示会を終えた直後で、打ち上げをしていたところだった。

　打ち上げ会場の居酒屋は展示会が催された某イベント会場から私鉄で四駅の繁華街にある、飲食店が軒を連ねる商業ビルのなか。展示会は金・土と二日にわたって行われていたこともあり、夕方に始まった打ち上げは二十時になろうかというところで早々に解散という流れになった。

　翌日は休日といえども、慣れない設営や搬入、販売店様の対応などに追われていた私たちは、それだけ疲弊していたのだ。

「今日は本当にお疲れさまでした～」

「また週明けから頑張りましょう！」

　商業ビルの一階で解散の号令がかかったあと、ひとり、またひとりと短い挨拶を交わして駅へと向かっていく。

　このあたりは私鉄や地下鉄の駅がいくつか点在していて、それぞれが自宅を目指して異なるルートで帰宅する。帰りの路線が別々の弥々ちゃんも、すでに別の女性の先輩と一緒に駅に向かったようだ。

　私と同じルートになりそうな人は──

　まだビルの前に残っているメンバーを見回してみる。

　……小田切係長は、ご自宅の最寄り駅が同じ路線だったはずだ。この展示会の責任者だった篠しの木き課長と言葉を交わしている。その表情がつい先刻までとは違ってほんの少し柔らかいものになっていたから、少しホッとした。

　数日前から、係長がいつもに増してピリピリしているのを感じていた。特に展示会に絡む事柄では、厳しさが顕著に表れていたように思う。

　弥々ちゃんはそんな彼を「『ハイパードＳ』にランクアップしてるね」と面白おかしく揶揄していたけれど、私は内心で少し心配だった。

　展示会の責任者は篠木課長ということになっている。けれどこの時期、課長はほかの案件で忙しくしていて、実質的に舵を取っているのは係長だと聞いた。わが社の各商品を販売店へ印象付ける貴重な機会であるだけに、成功させたいという焦りがあったのかもしれない。

　──でもよかった。いつもの係長に戻ってる。

　きちんと挨拶をしてから帰ろう。……本当は途中まで一緒に帰りたい、という思いも過ぎるけれど、アルコールの勢いがあったとしても、なんとなく誘いづらい。

　そう思ったのと同じタイミングで、

「瑞原さんっ」

　背後から、とても展示会後とは思えない、溌剌とした声が聞こえてきた。

「……浅あさ沼ぬまくん」

　振り返った先にいた声の主の名前を呼ぶ。

　浅沼陸りく斗とくん。同じ第一営業部で二歳年下の後輩だ。

　いわゆるワンコ系男子で、部のなかでもとくに私を慕ってくれているのは、日ごろの彼の行動から伝わってくる。

「よかったらなんですけど、一緒にもう一軒寄っていきませんか？」

　浅沼くんはにこにこと人当たりのよさそうな笑みを浮かべながら小首を傾げた。見ると、彼のうしろには彼の同期である男性社員もいる。この三人で、ということらしい。

「誘ってくれてありがとう。でもごめん、今日はちょっと疲れちゃって」

　私は気を悪くさせないように努めつつ、丁重にお断りした。

　時間的には確かにもう一軒行けそうだけど、仕事のあとだし、あまりそういう気分にはなれなかった。

「残念だな～。もう少し瑞原さんと飲めると思ってたのに。じゃ、また今度誘いますねっ」

　私の返事を聞くと、彼は瞬間的には落ち込んだ表情をしたものの、すぐに笑顔を思い出して明るくそう言った。

「ごめんね。行ってらっしゃい」

「はーい」

　そうして浅沼くんが同期と別のお店に向かったところを見届けると、私は小さくため息を吐いた。

　……浅沼くん。いい子だと思うんだけど……そういう対象には見られないんだよなぁ。

　彼は度々こんな風に声をかけてくれるのだけど、たとえふたりきりじゃなくてもそれに近いような形だと、私にもその気があるのではと思われてしまいそうで、なんとなく躊躇する。……彼はそこまで深くは考えてないのかもしれないけど。

　──それに、今日一日忙しそうにしていた係長とはほとんど言葉を交わせなかった。せめて、きちんと挨拶をしてから帰りたい。

　再び係長たちのほうへ向き直ると、ちょうど篠木課長が他の社員のそばに移動したところだった。話しかけるなら今だ。

「係長、お疲れさまでした」

　私は係長に声をかけつつ、それまで課長が立っていたスペースを埋めるように、その場へ歩いて行った。

「お疲れさま」

　係長は私の姿を認めると、短くそう言った。彼はけっこうビールを飲んでいたはずだったけれど、顔色も様子もまったく変わっていない。

「販売店様のアテンド、大変ですよね」

「それが仕事だから。君こそ、こういう展示会は初めてって聞いたけど」

「はい。でも準備から撤収まで、けっこう楽しめました。大学の学園祭を思い出したというか」

　展示会の担当になったのは今年が初めてだった。以前の会社でも経験がなかったので、上手く立ち回れるか不安になったりもした。

　けれど実際に参加してみると、体力的にはキツかったものの、部内のみんなで『商品を売り込むための舞台を作る』という楽しさがあって、とてもいい時間だった。

　それはまるで、大学時代の学園祭を彷彿とさせたけれど──そこまで言ってから、はっと口を噤んだ。

「──って、その例えは不適切でしたよね。失礼しました」

　学生の遊びとは違い、仕事なのに。無責任に受け取られてしまったかもと、直前の発言を恥じた。

　慌てて謝る私を係長は怒らなかった。それどころか。

「言いたいことはわからなくない。楽しかったならよかった」

　なんて同調してくれながら、うっすらと微笑みまで浮かべてくれた。

　……あっ、係長が笑ってる！

　いつも感情が表情にのらない人なのに。これって、なかなかレアな光景じゃないだろうか……！

「はい！」

　うれしくなった私は、つられるように笑って返事をした。

「今日はゆっくり休んで。立ちっぱなしで疲れただろうし」

「はい──あ、でもそれを言うなら係長こそ」

　労う言葉をありがたく思いつつ、今日一日のできごとが頭のなかを駆け抜ける。

「──展示会中もずっと販売店様の対応をしていて、休憩できなかったですよね。打ち上げでも、あまり召し上がっていなかったような」

　下っ端の私なんかよりも、係長のほうがずっと疲れているはずだ。休憩時間だってろくに取れていないのに、居酒屋でもほとんど料理に手をつけていなかった。

「よく見てるね」

「っ、あ、いえ……」

　驚いた風に係長がつぶやいたので、背中がヒヤリとした。

　気になる人の様子はつい目で追ってしまうものだ。とはいえ、係長は私の気持ちなんて知らないわけで。……気持ち悪いとか思われていないといいけど。

　冷淡な反応をされませんように──と怯えていると、彼はちょっとだけ困った顔で笑った。

「……ホッとして気が抜けていたのかもしれない。帰ってから軽く食べることにする」

　思った通り、係長は展示会の間ずっと気を張っていたんだ。

　いつも平常心をキープしていそうな係長でも、今回みたいに緊張して、安堵して──食欲さえ忘れてしまう瞬間があるんだなぁ。

　弥々ちゃんの言葉を借りれば、『スーパードＳ』、いや『ハイパードＳ』だけど、やはり彼も同じ人間なのだと妙に親近感が湧いた。

　ほっこりしたそのとき、私のお腹がぎゅるるる、と豪快な音を立てた。

「っ……！」

　羞恥のあまり、私は悲鳴にならない悲鳴を上げる。

　かくいう私も、お皿の取り分けや飲み物のオーダーの係を率先して請け負ってしまっていたために、打ち上げではほとんど食事をしていなかったのだ。

　恐る恐る係長の顔を盗み見る。彼は、私の様子を窺うようにじっとこちらを見つめている。

　……聞こえた？　今の音、係長に聞こえてたよね……？

　──どうしよう。すっごく恥ずかしいんだけど……！

「……あの、よかったらなんですけど、もう一軒寄っていきませんか？」

　羞恥が募るあまり、混乱していたのかもしれない。私はどうしてか、とっさにそんなことを口走っていた。

「──わ、私も実はあんまり食べてなくて……お腹空いたなって思ってたので。もちろん、ご迷惑なら無理にとは言いませんが」

　──いやいや。いきなりそんなこと言って、係長が困るのも当たり前でしょ……！

　係長が眉間にしわを寄せたのがすぐにわかって弱気になった私は、彼が断わりやすいようなフレーズを早口で差し込んでみる。

「…………」

　──この間、心臓に悪い。断るなら、どうかひと思いに断ってくださいっ……！

　心のなかで祈っていると、彼がくるりと踵を返し、ビルの入り口に向き直った。

「じゃあ、そうしようか」

　言葉の意味を精査するのに、少しだけ時間がかかった。

　……え、ＯＫってこと？　……いいの？

「は、はいっ──じゃあ行きましょう！」

　思いがけず係長との時間を得ることができた私は、彼のあとを着いていく形で、商業ビルのなかに戻ったのだった。




「改めまして、お疲れさまでした」

「お疲れさま」

　打ち上げ会場とは違う階にある、多国籍居酒屋。全室個室を謳う静かなその場所で、私と係長は二度目の乾杯をした。

　本日三杯目のモスコミュール。それでも係長とふたりきりという特別な空間だからか、とびきりおいしく感じる。

　──まだ信じられない。私、あの小田切係長を誘ってお酒を飲んでるんだ。

　向かい側に座る係長の手元にあるのは、本日何杯目かになるかわからないビール。

　太りやすいお酒の代名詞だけど、彼は仕事柄か、いつもビールばかり飲んでいるような気がする。それなのに、スラリとした体形を維持しているのは羨ましい。

「…………」

　ビールをひと口飲んで唇を湿らせたあと、係長がなんとも言い難い表情で私を見つめている。しいて近い感情を挙げるとするなら、困惑か怪訝といったところか。

「どうかしました？」

「いや……どういう風の吹き回しかな、と」

　問いかけてみると、彼は同じ表情のまま軽く首を捻った。

「私が係長をお誘いしたことですか？」

　はっきりと言葉にすると、係長が静かにうなずいた。……それもそうか。

　会社のイベント後とは言っても、ここからはプライベートな時間。彼を個人的に食事に誘ったのは初めてだから、驚かれるのも無理はない。

　なんて言ったって、当の私でさえも驚いているのだ。

　直前の浅沼くんの誘いは断ったくせに。慌てていたにしても、自らお誘いするとは……自分にこんな思い切りのよさと勇気があったなんて。

　──さて、なんと答えよう。まさか衝動的に誘ったとは言いにくいし……。

「……その、せっかくだったので一緒にお食事を、と思ったことには違いないんですけど……係長とゆっくりお話しする機会があればと願っていたので、つい」

　私は正直に理由を述べた。単純に、もっと係長と話がしたかったのだ。仕事での張り詰めた雰囲気を取り払った空間で、係長のことをもう少し知ってみたかった、というか。

「私と？」

「はい」

「どうして」

　眉間に皴が刻まれ、困惑、もしくは怪訝のニュアンスがなおさら濃くなった。

「どうして、と言われましても……上司とコミュニケーションを取りたいと思うのは、そんなにおかしいことではないですよ」

「瑞原さんがそんな風に考えているのは意外だった」

　逆に、それを意外だと思われているのが、私にとっては意外だった。

　理由を問いかけるように彼の言葉を待っていると、係長はほんの少しだけ決まりが悪そうに視線を外した。

「君は私を煙たがっていると思っていたから」

「そんなことありませんよ。……むしろ、係長にはいつも感謝してます」

「感謝？」

　私はしっかりとうなずく。

「たくさんあるんですけど、いちばんは『涼風エール』の営業用資料の件です」

　ここ最近でもっとも苦労したできごとを思い浮かべた。一度は十分に内容を確認されないまま突き返されてしまい、納得できずに噛みついてしまったっけ。

　でも今なら、それが係長なりの鍛え方だったのだとわかる。なぜなら、あの資料を持って業者のもとへ営業に行った同僚たちから、資料のできを褒められたからだ。「資料のおかげもあって商談がまとまった」と言われたことが、なによりもうれしかった。

「──あれを任せてくださったこともうれしかったですし、『資料がよかった』と褒めてもらうこともありました。係長の的確なチェックのおかげで、資料作りの基本を理論的に理解できたおかげだと思っています。もちろん、まだまだ未熟な点があるのはわかっているのですが」

「……そう」

　言葉は短かったけれど、彼の口元が少し緩んだのがわかった。……よかった。私の感謝は伝わったみたいだ。

「冬に出る発泡酒の資料も頑張ります」

　係長からは新たに別の仕事も任せてもらった。それは『涼風エール』の件を評価してくれているからなのだろうと信じている。この調子で、期待を裏切らないようにしなければ。

「なら今度はもっと厳しく見ないと」

「お、お手柔らかに……」

　次は手加減しない。そんな意図を感じて、私は思わず背筋を伸ばした。いかにも緊張した所作の私を見て、係長の笑みが深くなる。

「本気に受け取らないで。冗談だよ」

　なにげなく放たれた言葉に驚いて、私はぽかんとしてしまった。

「……なに？　その顔は」

「いえ、係長もそんな風に冗談言うんだなってびっくりして……もちろん、いい意味でですよ」

　彼が冗談はおろか世間話をしているところさえ見たことがない。世のなかにはそういう人もいるのだなと不思議に思ったりしていたくらいだ。

「部内では、『スーパードＳ』とか言われてるのに、って？」

「な──」

　なんでそれを──と突っ込もうとして噎せた。

「大丈夫？」

「は、はいっ……」

　咳き込む私に、係長がそばに置いてあった私のおしぼりを差し出してくれたので、それで口元を覆う。

「あ、あの……その話、どこで？」

　落ち着いたあと改めて問うてみると、係長は涼しい顔でビールを呷ってから口を開いた。

「同じフロアにいれば聞こえてくる。女性の声は通るから」

「あ、あはは……」

　──気まずい。こういうときの上手いフォローの仕方を知りたいと思いつつ、私はごまかすような笑いを浮かべることしかできなかった。

「そう言われても仕方がないとは思ってるよ。仕事を進めていくうえでは、ある程度の緊張感は必要だから」

　額から変な汗が噴き出してきそうな私に対し、係長はまったく気にしていない様子だ。

「では、敢えてそういう風なコミュニケーションを取っているということですか？」

「うちの部は部長も課長も物腰の柔らかい人が多い。ひとりくらい私みたいな人間がいたほうがいいんだよ」

　私が訊ねると、係長はうなずきながら答えた。

　……知らなかった。つまり、係長は仕事が円滑に回るようにヒール役を買ってくれてたということなのか。

「──だから君も、そういう私を敬遠している社員のひとりだと思っていた」

　彼を誘ったのを驚かれた理由がようやくわかった。係長は自分が部内で恐れられる存在であると自覚しているから、自ら距離を詰めようとしてきた私を不思議に思っているのだ。

「さきほども言いましたけど、違いますよ。……すみません、思ったことは口に出してしまう性質なので、逆に、生意気なヤツだと思われているんじゃ、と心配してはいますが」

　手にしていたおしぼりを置いて首を横に振る。と、こんどは係長が「いや」と首を振った。

「──自分の意見をはっきり言うのは悪いことじゃない。黙って聞くばかりでは解決しないこともあるだろうし。それこそ、『涼風エール』の資料のときみたいに」

「そうでしたね。あのときはあれで完璧だと思っていたので、なにが悪いのかを訊ねて、指摘してもらえて、正解に近づけた感じがします」

　私がそう言うと、係長は眼鏡の奥の瞳を優しく細めた。

「瑞原さんは一教えたら十理解してくれる頼もしい部下だ。これからも頑張って。わからないことがあったら訊いてくれるのは全然構わないから」

「ありがとうございます！」

　──やっぱり係長は素敵な上司だ。

　オフィスでは『スーパードＳ』なのかもしれないけれど、仕事や部下のことをこんなにも考えてくれている。そんな彼の下で働けている私は、つくづく幸せだなぁ。

　多少なりとも心の距離が縮まったことで、その後はどこかリラックスしたような雰囲気で会話を交わした。

　最初は仕事の話だったけれど、そこから休みの日にどう過ごしているか、とか、まとまった時間ができたらなにをしたいか、とか。直接業務とは関係のない、他愛のない話までできて──うれしくて、幸せな気持ちでいっぱいになった。

　アルコールという緩衝材があったのもその一因かもしれない。

　緊張もあってお酒はかなり進んだ。途中、「白ワインが好き」と言ったら、その後はボトルを頼み、係長にもワインで付き合ってもらう流れになった。

　愛社精神でビールしか飲まないと思っていた係長だけど、飲み会では悩むのがいやでビールと決めているだけらしい。「お酒はなんでも好き」と話す係長は、相変わらず顔色ひとつ変わっていない。

　白ワインのボトルの残りはあと三センチ程度。これだけ飲んでもちっとも酔わないなんて、なかなかに強い。打ち上げも含め、かなり飲んでいるというのに。

　一方私は──リラックスを通り過ぎて、それなりに酔っ払っている自覚があった。

　とはいえ目の前にいるのは上司。最低限の礼儀は払いつつ、緊張感だけがほどよく溶けたような状態だ。

「あの……こういうことを訊いてもいいのか、ためらうんですけど」

　今の私には、訊きにくいことでも訊ける勇気があった。ワイングラスをくゆらせながら、私はほんの少し舌をもたつかせた口調で、そう切り出してみる。

「なに？」

「あ、答えたくなかったら答えなくて大丈夫です。そのときは質問を変えますので」

「やたら予防線を張るけど、なに？」

　係長がくっと喉を鳴らして、おかしそうに笑った。

　決して酔っている風には見えないけれど、ここが社外だからなのか、それとも単純に私との会話に慣れたからなのか。徐々にオフィスとは違う、ナチュラルな反応を見せてくれるようになったのがきゅんとする。

「……係長って、彼女さんとか、婚約者さんとかいらっしゃるんですか？」

　私は、声がよれないように密かに気を配りつつ、この機会にずっと気になっていたことを訊ねてみた。

　はっきり訊くのは怖い気もするけれど、社内では係長の女性関係を知る人は誰もいないし。ならば、本人に直接訊くしかない。

「…………」

　すると、それまで薄く微笑んでいた彼の表情が固まった。

　──しまった。やってしまった。

　私は一気に酔いが覚めていく心地がした。

　もしかして、恋愛の話は地雷なのだろうか？　それとも、ただの部下のくせに踏み込み過ぎてしまった？

「……あ、えっとすみません、調子に乗りました。これって逆セクハラですよね」

　せっかく少し仲良くなれたと思ったのに、元の木阿弥だ。しどろもどろになりながらワイングラスをテーブルに置き、両手を振って弁解した。

　──私のバカ！　なんで余計なこと訊いちゃったの！

「いや」

　怒られる。そう覚悟したけれど、目の前の彼はハッと我に返って首を横に振った。それから、微かに視線を俯けてつぶやく。

「……今はいない。二年前に別れた」

「それからは誰とも？」

「ああ」

　念を押すように訊ねると、彼がすんなりとうなずく。

「そうなんですか。……なんか、意外です。係長ほどの方なら、お付き合いしたい女性はたくさんいるでしょうに」

　──係長、今はフリーなんだ。

　どきん、どきんと鼓動が高鳴る。私はよろこびを顔に出さないようにするのに必死だった。ともすれば口元が緩んでしまいそうになるのを我慢しながら驚いてみせる。

「『スーパードＳ』なのに？」

　係長が皮肉っぽく訊ねる。

「そ、それは部署のなかでの話ですよ。他部署の同僚は、係長が素敵だって騒いでますよ。社外ならなおのこと、お声がかかるんじゃないですか？」

　亜沙実ちゃんや侑里ちゃんの顔を思い浮かべながら訊ねると、係長は疲れたようにため息を吐いた。

「……正直なところ、興味を示されることは多い」

「やっぱり」

「ただ、長続きしない。保ってせいぜい半年かな」

「えっ、半年？」

　目を剥くと、係長が苦笑する。

「それ以上続いたことはない」

「……なにか理由があるんですか？」

　カッコよくて仕事熱心。年齢相応以上の社会的地位もあり、結婚相手としては申し分ない。もし私が彼女だったら、交際を継続できない、致命的な理由がない限りは、別れようとは思わないだろう。

「…………」

　するとまた、係長が黙り込んでしまう。

　今度はさっきよりもずっと長い沈黙だ。視線をテーブルに落とし、睨むようにその場所を見つめている。

「あ、えっと、そんなプライベートなこと、無遠慮に訊くなって話ですよねっ……」

　軽々しく言いたくない内容だってあるだろう。家庭環境だとか、信念だとか、性癖だとか。それを聞き出そうなんて、図々しすぎたのかも。

「……別れる理由はいつも同じで、私のせいなんだ」

　今度こそ地雷を踏んだと焦っていると、意を決したように顔を上げた係長が、心もとなさそうに視線を彷徨わせてつぶやく。

　普段よりもずっと言葉の響きが弱々しい。こんな係長の姿は、初めて見た。

「係長のせい、ですか？」

「…………」

　再び黙ってしまった係長だったけれど、まるで勢いをつけるかのごとくワイングラスを手に取り、中身をすべて呷った。それから。

「……経験が、ないんだ」

「経験？」

　深刻な顔で私をじっと見つめる彼が、ぽつりともらした。私は、なにを言っているのかわからなくて、反射的に訊き返してしまった。

「女性経験がないんだ。だからそういう展開になると踏み出せなくて、幻滅されるのが怖くて──毎回、別れを告げてしまう」

「女性経験がない……」

　声に出して、改めて言葉の意味を確認してみる。

「ええっ!?」

　私は弾かれたように大きな声を上げた。

　──えええええええ？

　待って。経験がないって、この係長が？

　いかにも女性慣れしていそうで、周囲の女性社員から熱視線を浴びている、小田切係長が……ど、童貞って──

「それだけ驚いているということは、やはり女性にとっては大きなマイナスポイントなんだろうな」

「い、いえっ、そんなことは」

　私は大袈裟なくらいに激しく首を横に振った。

　驚いているのはそういう意味じゃない。だけど、細かいニュアンスまでは伝わらなかったようだ。係長は自嘲気味に表情を歪めると、深くため息を吐いた。

「フォローしなくていい。自分でもわかってるんだ。この歳なら当たり前のように経験しているべきことだろうから」

　そう言うと、彼はもどかしそうに艶のある黒い髪を掻いた。

「──若いころ、一線を踏み越える勇気を持てなかったことが、こんなにあとを引くとは思わなかった。年齢を重ねれば重ねるほど余計に言い出しにくくなって……今や、立派なコンプレックスだよ」

「係長……」

　オフィスでは馴染みのない、落ち込んでいるような彼の声と表情に、なにも言えなくなる。

　──全然知らなかった。係長が人知れずこんな悩みを抱えていたなんて。

　飲み始めよりもずっと重い空気が漂い始め、再び沈黙が流れる。

「……瑞原さんは経験豊富だって聞いたけど」

　その沈黙を破ったのは、係長のぽつりとしたつぶやきだった。

「えっ、な、なにをいきなりっ……!?」

　なにかの期待を孕んだ視線をじっと向けられ、あわあわと返事をする。

　──どうして係長がそんな話を……？

「休憩中に聞こえてきた。常に男性からのアプローチが絶えず、ほかの女性社員の恋愛相談を引き受けているとか」

　部内でそういう話題を振るとしたら弥々ちゃんだろう。ほかの女性社員を相手に、私を持ち上げていたのかもしれない。

「つまり男性の扱いには慣れているんだろう？」

　好意を抱いている係長に、『遊んでいる女』という印象を持たれるのはいやだ。

「あ、えっと……」

　──そういうことになっているだけです。私も、あまり男性経験はなくて。

　そんな台詞が喉元まで出かかった。しかし。

「恥を忍んで頼むけど、私を助けてくれないか」

　急に真顔になった係長が、深刻そうに遮ってきた。

「……た、助ける？」

「手解きをしてほしい。こういうものは、相手あってのこととは思いつつ……ほかに頼める女性もいなくて」

　申し訳なさを感じているのか、後半になるにつれ、係長の声が掠れたように揺れる。

「て、手解きって……よ、夜の、ってことですか？」

　いろいろ可能性を考えてみたけれど、それしか思いつかない。

　恐る恐る確認してみると、係長はこくんとうなずいた。

　──ま、待って待って。それってつまり……私が、係長とそういう行為をするって意味だよね……？

「──いや、悪い。忘れてくれ。それこそセクハラに当たる発言だったな」

　おそらく、私のリアクションがよほど驚きに満ちていたからだろう。彼はすぐにその申し出を撤回した。そして深呼吸をひとつすると、深々と頭を下げる。

「……珍しく酔いが回っているのかもしれない。言い訳にもならないけど、本当に、申し訳ない」

　その切羽詰まった様子を見て胸が痛くなったのと同時に──耳元で「この機会を逃してはいけない」との囁きが聞こえた気がした。

　──そうだ。今しかない。いくら私が係長を慕っていたとしても、会社ではただの上司と部下でしかないのだ。

　彼とさらに距離を詰めたいと思うのなら、それくらい思い切ったことをしなければ──

「い……いいですよ」

　ほとんど直感に従う形で、私が答える。

　すると、うなだれていた彼が「えっ」と顔を上げた。

「……係長が本気でそう思ってるのなら、お手伝いさせてください」

　──それでもっとあなたを知ることができるのなら。

　あなたの悩みを取り除くことができるのなら、協力したい。

　私は勢いのままにそう申し出たのだった。
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　それから約一時間後。善は急げとばかりに、私たちは一駅先にある繁華街に向かった。もちろん、その先にあるラブホテルにチェックインするためだ。男女でそういう行為に及ぶ場所といったら、それぞれの自宅以外にはそこしか思い浮かばなかった。

　わざわざ一度電車に乗ったのは、同じ部署の人間が、私たちのように駅周辺で二次会をしているかもしれないという危惧があったためだ。同僚に上司とふたりで宿泊施設に入るところを見られては大問題になる。

　そうして念には念を入れ、繁華街の外れにある、比較的新しそうで落ち着いた外観のホテルを選んだ。建物に直結している自動ドアの前には、まるで道行く人の視線から利用者を守るかのような仰々しい壁が設けられていて、かえってそれが後ろめたさを感じさせた。

　横に並ばず、さりげなく係長に前を歩いてもらったままなかに入ったのは、とてもいけないことをしている自覚があったからだ。

　私たちは夫婦でも恋人同士でもない。ただの職場の上司と部下。正しくないことだとわかっていても、ここまで来て、もう引き返す選択肢はなかった。

　ロビーは白が基調の清潔感溢れる空間だった。曲線的でゆったりとしたソファも、エレベーターに向かってまっすぐ伸びる廊下に置かれた豪奢な飾り棚も、熱帯魚が泳ぐ大きな水槽も。ここがそういう場所であることを忘れてしまうほど気品が漂っている。

「……初めて入った、こういうところ。思ってたより高級感がある」

「そ、そうなんですよ」

　あちこちに視線を向けながら感想を述べる係長に、作り笑顔で相槌を打つ。

　──実は、私も初めて入ったんですよ。……なんて、言えるわけがない。

　お付き合いをしていた彼氏とは、こういう施設を利用したことはなかった。だから漠然と、外観や内装が派手派手しかったり、いかがわしい雰囲気をまとっている場所だという思い込みがあったけれど、実際に訪ねてみて「こういうタイプもあるんだ」といい意味でイメージが変わった。

　たったひとつ、ここがラブホテルであることを証明するアイテムが、ロビーの中心にあった。大きな画面が部屋の数だけ分割されており、そのひとつひとつに部屋の内装が映し出され、左下に部屋番号が添えられている。

　私たちは自然と、その画面の前に移動した。

　──これが話に聞く写真パネルかぁ……。

「フロントがないようだけど、どうやって部屋に入るの？」

「この手のホテルは無人のところが多いんです。他人と会わなくていいようになっていて」

「なるほど」

「このタッチパネルでお部屋を選びます。どの部屋がいいとか、あります？」

　直前に寄ったコンビニの袋を提げた手で、目の前の画面を示して見せる。

　もっともらしく説明しているけれど、これらは弥々ちゃんたちから聞きかじった話と、ｗｅｂで補填した情報にすぎない。内心では「もしわからないことを訊かれたらどうしよう」という不安でいっぱいだ。

「私はどこでも。君に選んでほしい」

　係長は少しの間画面を見つめていたけれど、小さく首を横に振り、私に委ねた。

「わかりました」

　──とはいったものの、私も部屋の良し悪しなんてわからない。パネルと睨めっこしながら、どうすればいいのか悩む。

　土曜日の夜、早めの時間ではあるけれど、すでに六割ほどの部屋が埋まっているようだ。空いている部屋を見比べてみても、部屋の雰囲気は似たり寄ったりで、少しずつ金額が違う程度。

　そのとき、うしろの自動ドアが開く音がした。楽しそうに会話する男女が入ってくる。学生だろうか。

　──入り口で渋滞してしまうのは気まずい。

　とにかく早くここを通過しなくてはと、私は自身の視線とまっすぐに交わる写真を適当に選んで押した。直後、パネルの下にある取り出し口から部屋番号が書かれた紙を拾い上げ、係長を促しエレベーターホールまで歩き出す。

「従業員の姿は見えなくても、ほかの利用者と鉢合わせになる可能性はある、と」

「ですね。早めに行きましょう」

　慣れない私には、こんなちょっとしたことも立派なハプニングだ。苦笑する係長に同調しつつ、私は少し焦っていた。

　エレベーターは一基しかない。うしろのカップルが早々に部屋を決めてしまったら、下手すると乗り合わせることになってしまう。それだけは避けたい。

　歩きながら、カップルの状況を窺うべくこっそり振り向いた。カップルはタッチパネルの前でまだ決めかねているようだったのでホッとする。

「さっきのふたり、学生ですかね」

「若かったし、雰囲気的にもそうだろうね」

　エレベーターに乗り込み扉が閉まる。沈黙を嫌うように私が話題を振ると、係長が相槌を打った。

　こういうとき、きっと他の利用者には注目しないのがお約束なのだろうけれど、気まずい状態に陥るかもしれないという緊張から、どんな人が利用しているのだろうと気になってしまった。

　あちらのカップルもまた、私たちの存在には気づいたはずだ。同じように話の種になっているかもしれない。

　……彼らの目には、私と係長も自分たちと同じようにカップルに見えていたのかな。そんな風に想像すると、くすぐったさのなかにじんわりとしたうれしさが滲んだ。

　エレベーターを出ると、その先に薄暗い廊下が続いている。途中途中に扉が並び、その上には部屋番号の書かれたランプが設置されていた。見れば、いちばん奥のランプがひと際明るく光っている。

　一瞬なにごとかと思ったけれど、ランプに書かれた部屋番号は、私が選んだ部屋番号と一致していた。つまり、そこがこれから私と係長がひと晩を過ごす部屋であるわけだ。

　勘のいい係長もすぐその仕組みに気付いたようだった。特別疑問を口にするでもなく、ともに最奥の扉に向かって歩みを進める。

　そうして扉の前に立ったとき、ふと鍵のことが頭を過った。

　──そういえば鍵をもらってないけど、それでよかったんだっけ？

　──扉を開けるには鍵が必要なんじゃないだろうか。え、でも部屋を選んだとき、鍵なんて出てこなかったし……。

「瑞原さん？」

　扉に手を伸ばしたまま、この数分間のできごとを駆け足で辿っていると、うしろに控えていた係長が怪訝そうに私の名前を呼んだ。

「あ、いえ、ごめんなさい。ぼーっとしてしまいました」

「気分でも悪い？」

「大丈夫です」

　振り返ると、気遣わしげに眉を顰める係長の顔があった。

　彼に不要な心配をさせてはいけない。顔に出ていないだけで、本当に女性経験がないのならばこの状況だけでもすでに緊張しているはずだ。

　私はごくりと唾を飲んで、祈るような気持ちで扉を押した。

　すると──扉は難なく開いた。鍵を差し込む必要はなかったようだと、ホッと胸を撫で下ろす。

「ど、どうぞ」

　気を取り直して、背後の彼に声をかけ、先になかに入ってもらう。扉を閉めると自動的に施錠された。なるほど、入室してからは普通のホテルと同じオートロックなのか。

　入り口で靴を脱ぎ、ロビーの雰囲気と似通った、白が基調の室内に上がり込む。

　──わ、ベッド大きい！

　まずいちばんに目に入った、部屋の中央に鎮座したダブルベッド。それを見た途端、思わず口にしてしまいそうだった台詞を、どうにか堪えた。馬鹿正直に発してしまったら、空間に慣れていないのが丸わかりだろう。

　ベッドを中心にして、手前にローテーブルとラブソファ、奥に大きなテレビと──ショーケースのようなものが置いてある。

「なにかありますね」

「ええ──」

　私たちの足は自然とそのショーケースへと向いた。

　なんだろう。スケルトンの大きな立方体のなかに、小さな立方体の引き出しが並んでいるようなそれをよくよく眺めてみると──引き出しには、避妊具や大人のおもちゃの類の写真と、その値段が貼られてある。

　──こ、これはっ……！　アダルトグッズの自動販売機……？

「……現地調達できるようになってるんだ。理に適ってる」

　初っ端からラブホテルの洗礼を浴びてしまい固まっていると、横の係長が感心した風につぶやいた。そのなかに微かな動揺が潜んでいるのを察知する。

　彼を一瞥すると、自販機に目を釘付けにしたまま、ほんの少しずれ下がった眼鏡のフレームに人差し指を添え、位置を正していた。

　係長も妙齢の男性だ。経験がないとはいえ、それがなにをするためのアイテムなのかは知っているのだろう。反応に困るのも当たり前だ。

「あはは……そう、ですね」

　──気まずい。ホテルで気になる上司とふたりきりってだけで恥ずかしいのに、一緒にアダルトグッズを眺めなきゃいけないなんて、どんな罰ゲーム……？

　でも、こういう困ったような、照れたような係長の姿は、会社では絶対にお目にかかれない。いつもとは違う彼の反応が新鮮で、ちょっとかわいい、とも思ってしまった。

「買っておこうか、これ」

　早くも落ち着かない気持ちになっていると、係長が自販機の一点を顎先で示した。その先には、『コンドーム』と書かれたボタンがある。

「──さっき、買い忘れたから」

　私は手に提げたビニール袋のなかに視線を落とした。ミネラルウォーターのペットボトルが二本と、一泊分のスキンケアセットとコンタクトレンズのケア用品。

　……そうだ。そういう行為をするってことは避妊具が必要だったのに、すっかり頭から抜けていた。

「あ、ごめんなさい。こ、ここで手に入るかなと思って……」

　苦しい言い訳かと思いつつ、係長は気に留めていないようで助かった。彼がそのボタンを押すと、引き出しが開いて中身が取り出せるようになる。どうやら、お金を投入する必要はなく、後から精算するシステムらしい。

「便利だね」

　係長は出てきた避妊具の箱を私のビニール袋のなかに入れた。

「で、ですね」

　商品のラインナップを見ると、私がコンビニで購入したコンタクトレンズのケア用品や、スマホのバッテリーまで販売しているようだ。そのとなりには飲料や菓子の自販機もあり、なんでも揃うんだなあと感心する。

「ほかのところ、見てみます？」

　係長を気遣うふりをしながら、初めてのラブホに興味をそそられているのは私のほうだった。うなずく彼と一緒に、入り口のそばにある扉を開けた。そこからさらに二股にわかれていて、片方はトイレ、片方はバスルームに続いている。

　バスルームの手前にある脱衣所は思ったより広くて、アメニティがかなり充実していた。少なくともスキンケアセットを買う必要はなかっただろう。ここでもまた、不慣れさを発揮してしまった。係長に気付かれていなければいいけど。

　アメニティが所狭しと置かれているチェストの下段には、バスタオルとともに白いバスローブが二着並べてあるのを見つけて、一気にドキドキしてきてしまう。

　これまでの人生で、バスローブなんてまず着る機会がなかった。私のなかでバスローブとは、大人っぽさの象徴であり、どこか現実離れしたアイテムだ。間近にあることが、まだ少し信じられない。

　透明度百パーセントのガラスの扉の先にあるバスルームは、想像の二倍は広かった。「ラブホテルの浴室は広い」という情報は漠然と得ていたけれど、一度に四人は入れそうな円形のジャグジーは、普通のホテルではまず考えられない。

　となりに係長がいなかったら「すごい！」と興奮してしまいそうだったけれど、やはりぐっと耐えた。ｗｅｂで調べた感じでは、多少の違いはあれど、どこのラブホも同じような設備なんだろうと思うから。

「すごいね。こんな感じなんだ」

「お風呂はどこも広いですよ」

　私の気持ちは係長が代弁してくれた。さも当たり前のように答えてから、バスルームから出て、扉を閉める。

　……さて、部屋の確認は終わった。で、ここからどうやってそういう雰囲気に持っていけばいいんだろうか。

　ここへ来た目的はただひとつ。でも、自分からリードしたことなんてないから、どんな風に振る舞っていいか全然わからないよ──

「さっそくだけど、シャワーを浴びてもいい？」

　頭を悩ませていると、係長がいつもの、淡々としたトーンでそう訊ねてきた。

「も……もちろん、どうぞ。……私、お部屋にいますね」

「じゃあお先に」

　内心で緊張しきりの私とは違い、係長はいつもの平静さを取り戻しつつあるようだ。私はそそくさとバスルームを出て、提げていたビニールをローテーブルのうえに置くと、ラブソファに腰を下ろした。

　──って、初めての係長のほうが、落ち着いてるってどういうこと……？

　頭を抱えて俯くと、情けなさでため息がこぼれる。

　……私なんて、シャワーから出てきた係長のバスローブ姿を想像しただけで、心拍数が爆上がりしてしまいそうなのに。これから女性と初めて行為に及ぶってときでも、あんなに普通でいられるもの……？

　さすがは『スーパードＳ』。経験がないことが不安なだけで、度胸はあるってことなのかもしれない。

　……うう、私にそんな人の手解きなんかできるんだろうか？

　なにしろ、もう何年も男性と触れ合っていないわけで……私のほうこそ教えを乞いたいくらいだ。

　私は彼がシャワーを終えて出てくるまでの間、悶々とそんなことを考えていたのだった。




「お……お待たせしました」

　係長と入れ替わりシャワーを浴びた私が部屋に戻ると、ベッドに腰掛けていた係長が、スマホから顔を上げた。

「いや」

　短く答えたあと、彼がスマホを傍らに置いた。

　身に着けているのはお互いに同じ、備え付けのバスローブだ。こんな日に限って、揃いではない下着だったので、素肌の上に直接羽織っている。

「なんか、変な感じですね。こんな場所で係長と横並びなんて」

　その気恥ずかしさで、私は必要以上に明るく振る舞いながら、彼のとなりに座った。

「そうかもしれない」

　見慣れたクールな表情でうなずく係長。彼のデスクは私の席から離れているし、こんな風に至近距離に座ることもないから、心が浮き立って落ち着かない。

　バスローブ越しの上気した肌から、自分と同じボディソープの残り香が香るのも、それに拍車をかけている。

　──この人、顔が整ってるからこういう格好でも浮かないんだよなぁ。さすがイケメン。

「瑞原さん」

　そのとき、こちらを向いた係長がそっと私の肩を抱き寄せた。背中にバスローブ越しの胸板が触れ、否応なしにドキドキする。

「今さらだけど本当によかった？　こんなお願いを聞いてもらって。後悔してない？」

「……は、はい。そのために来たので」

　淡々とした声のなかに、私を気遣うようなニュアンスが感じられる。私は意識的に明るい声で答えた。

　戸惑ってはいるけれど、不思議と後悔はいっさいなかった。

　お酒で気が大きくなっていたから。『いい女キャラ』であることを否定しきれなかったから。どちらもきっかけではあるけれど、もっと係長のことを知りたいという思いが最大の理由であるのには間違いない。

　こんな形で仲を深めようとするなんて、絶対に正しくないのはわかってる。

　でも──上司ではなく、ひとりの男性としての係長と接するチャンスがあるのなら、大切にしたかったのだ。

　私の意思を確認すると、彼が私の耳元に唇を寄せる。

「……不甲斐ない上司で悪いけど、女性のこと……いろいろ、教えてほしい」

「っ、はいっ……！」

　ボディソープはフローラルグリーンの香りと書いてあった。その爽やかな香りが濃くなって、なおさら距離の近さを意識してしまう。

　──よし。こうなったら、私もやれるだけやるしかない。持っている情報と知識を総動員して、勤めを果たすことに専念しよう。

　私は係長の前でも『いい女キャラ』を演じる腹を決め、眼鏡越しの彼の瞳をじっと見つめた。

「私に任せてください。キスは……したこと、ありますよね？」

　これでもう、本当に引き返せない。私は心臓をバクバクさせながら訊ねた。

　黒く鋭い目を軽く伏せたあと、彼が静かにうなずく。お付き合いの経験は何度もあると聞いていたから、おそらくそうなのだろうとは思っていた。

「──でも、教えてくれる？」

「いいですよ。目、瞑ってくださいね」

　言われるがまま、彼が改めて目を閉じた。さっきから思っていたけれど、近くで見ると係長のまつげは意外に長くてふさふさだ。

　彼の肩にそっと片手を乗せると、ぴくん、と震えた気がした。

　──もしかして、意識してくれているのかな。だったらうれしい。

　もう片方の手を彼の後頭部に回して、優しく引き寄せる。シャワーのあとだから、髪は少ししっとりした感触がした。私は胸を高鳴らせながら、彼の唇に口付ける。

「んっ──」

　誰かの唇に触れたのはどれくらいぶりだろうか。

　──男の人の唇って、こんなに柔らかいものだっけ？

　温かくて心地よくて、私は無意識のうちに唇を何度も触れ合わせた。

「瑞原さん──」

　彼にとってはそれがじれったかったようだ。やがて触れ合った唇を割り、厚い舌が入り込んでくる。

「ふぁ、ん、んんぅ……」

　舌先を細かく、優しく動かしながら、私の舌に絡める。口のなかでもっとも繊細なその場所が触れ合うと、頭の奥が蕩けていってしまいそうな恍惚が駆け抜ける。

　──うそ。係長、キスが上手……！

『絶対テクあると思うんだよね。キスとかすっごい上手そうじゃない？』

　いつかの侑里ちゃんの台詞が頭を過った。キスに関しては、彼女の予想通りだったみたいだ。

　──いけない、いけない。手解きをするんだから、私がきっちり係長をリードしないと。

「……キス、上手ですね」

　このままだとキスだけでどうにかなってしまいそうだ。片手でやんわりと彼の胸を押しながら、唇を離してつぶやく。

「そう？」

「はい。まるで女性を知らない人じゃないみたい」

　正直な感想を述べつつ余裕ぶって笑ったのは、そうすれば『慣れてます感』が出ると思ったからだ。翻弄されっぱなしになっているわけにもいかない。

「……触ってください。私の身体、係長の好きなように」

　自身のバスローブの合わせ目を示しながら、私はちょっと挑発的に誘ってみた。すると、眼鏡越しの彼の目の色が明らかに変わった。

　私をほしいと思い始めてくれている。そんな確証を得ながら、私はわざとらしく「あぁ」となにかを思い出したふりをした。

「──この呼び方じゃ雰囲気出ませんね。今だけ、仕事のことは忘れましょうか」

　私の脳裏には、弥々ちゃんから聞いたエピソードが過ぎった。

　彼女が旦那さんを意識するようになったきっかけは、ふたりで出かけたとき不意に名前で呼ばれたことだったらしい。それまで苗字にさん付けで呼ばれていたのに、いきなり「弥々ちゃん」と。

　呼び方は重要だ。普段他人の目に触れない場所まで晒そうというのに、よそよそしくてはムードも出ない。

　係長の下の名前は──俊とし哉やさんだ。私はぞくぞくとした心の高ぶりを伴いながら、微笑んで口を開く。

「……俊哉さん。私のことは、咲良って呼んでください」

　呼んでしまったあとは、身体がカッと熱くなった。羞恥と、それを上回るときめきが胸を甘苦しくする。

「さく、ら……」

　係長──ううん、俊哉さんが私の名前を口にした瞬間、身体に痺れるような衝撃が走った。熱に浮かされたような顔をしているのに、唇からこぼれた声はどこか優しい。

　……自分の名前を呼ばれただけなのに、こんなに満たされるなんて。

「俊哉さん、触って」

　得も言われぬ興奮に突き動かされ、俊哉さんの手を取った。女の私とは違う、男性のごつごつした大きな手のひらを、少し撓んだバスローブの胸元に導いた。

「っ──……」

　バスローブの生地の上から、彼の手のひらが遠慮がちにまさぐってくる。肌触りのいいタオル地を隔てても、手のひらの熱さが伝わってきて、私は吐息のような声をもらした。

　──その感触を、直接知りたい。

「ぁっ……！」

　再び彼の手を取って、今度は合わせ目の内側に導く。

　遮るものがなくなった膨らみを、俊哉さんに優しく捏ねられると──指先の温もりをダイレクトに感じて、それだけで上半身が震えた。

「……柔らかい。それに、肌が指に吸い付いてくるみたいだ」

　しっとりと汗をかきはじめているのは、熱いシャワーを浴びたせいではなく、俊哉さんに触れられているからに他ならない。

「見てもいい？」

　胸元に視線を落としていた俊哉さんが、私の目を見つめて問うてくる。

　うなずくと、彼はバスローブの合わせ目を緩め、大きく広げた。タオル地の間から、ふたつの膨らみが顔を出す。

「……きれいだ」

「あまりじっと見られると……恥ずかしいです」

　突き刺さるような視線を感じて、反応に困ってしまった。

　……いや、照れていてはだめだ。

　『いい女キャラ』はこんなことでは動じないはず。もっと堂々としていなくては。

「すごい……手のひらに収まらない」

　そんな自己暗示をかけていると、俊哉さんの呼気が徐々に荒くなっていくのを感じた。片手で片方の膨らみを持ち上げながら撫で回される。

　ブラのサイズはアルファベットの五番目で、女友達からは着替えの際に「意外とあるんだね」と言われることが多い。俊哉さんの言う通り、彼の所作によって形を変える膨らみは、大きな手のひらからこぼれている。

「んっ、んぁ……」

　俊哉さんの眼差しが、ふたつの膨らみへと熱心に注がれているのがわかる。乾いた指先の、微かなタッチがくすぐったい。

「もう少しだけ、強く揉んでも大丈夫、ですっ……」

「わかった」

　身を捩りながら囁くと、俊哉さんの指先に少し力がこもった。皮膚の下の脂肪の弾力を確かめるような手つきで、愛撫を続ける。

「ぁ、ああっ……」

　あの小田切係長に胸を愛撫されてる。その事実だけでも身体は高ぶっていく一方なのに、触れる手のひらや指先を通して彼の温もりを感じると、下腹部に切ない感覚が広がっていく。

「あの……ここ、も」

　時折手のひらが胸の頂に触れて擦れるのが、たまらなくもどかしい。もっと、ちゃんと触ってほしくて、彼の手をその場所に誘導する。

「どういう風に触るのが気持ちいい？」

　私の反応を窺うように、彼が視線とともに問いかけてくる。

「指先で……撫でたり、摘んだりっ……」

　私の指示通り、俊哉さんは胸の先を転がすように撫でたり、摘んだりし始めた。

「……だんだん硬くなってきた」

「ぁあんっ！」

　直接言葉にされると恥ずかしくて、私は頬が火照るのを感じながら唇をきゅっと結んだ。けれど、ピンと勃ち上がった先は、愛撫を施されれば施されるほど敏感になっていく。与えられる悦びに対して素直に反応し、鼻にかかった声が勝手にこぼれ出る。

「──んん、ぁあっ……そうです、そんな感じでっ……！」

　初めてと言う割りには、絶妙な力加減だ。強すぎず弱すぎずの刺激にうっとりとしながらうなずくと、俊哉さんは唇の端を微かに上げて笑った。

「こっちもしていい？」

「ん、んんんっ……はいっ……」

　律儀に私の返事を待って、左右の膨らみを同時に捏ね始める。膨らみを中心に寄せてみたり、捏ね回したりしたあと、興奮でほんのりと色づくしこった先端を優しく扱き始める。

「気持ちいい？」

「は、はいっ……ん、は、ぁあっ……！」

　淡い快感が弾け、ぞくぞくとした愉悦に背を撓わせる。

　……気持ちいい。でも、私も負けてはいられない。

「お返しです」

「っ……？」

　私は俊哉さんのバスローブの合わせ目に手をかけて言うと、左右に開いた。想像よりも厚い胸板が露出する。

　──スタイルがいいのは知っていたけど、脱ぐと意外と頼もしい体形をしてるんだ。

　ドキドキしていることを悟られないうちに、彼の両肩にそっと手をかけ、胸元に顔を埋める。

「お……男の人も、ここをされると気持ちいいんですよ。知ってます？」

　私はそう告げると、片手を彼の脇腹の近くに添えながら、逞しく隆起した胸筋の中心にある蕾にキスを落とした。

「っ、く……」

　すると、微かにもれる声を噛み殺しながら、俊哉さんが小さく震えた。

　実は男性の胸を愛撫するのはこれが初めてだ。ｗｅｂを徘徊してるときに見つけた、「乳首への愛撫は男性もよろこぶ」という情報を思い出し、場当たり的に実行してみた次第だ。彼のリアクションを見るに、その情報は正しかったらしい。

　うれしくなった私は、ちゅ、と音を立てながら、何度も唇を押し当てる。そのたびに、俊哉さんは眉を顰め、切なげな吐息をこぼした。

　──悦びに耐えてる男の人の顔、すごくセクシーだな。俊哉さんだから余計にそう思うのかもしれない。

　もっと気持ちよくしたい。私は舌を出して突起を舐め上げた。

「っ、ぁ……」

　すると今度は明確に喘ぎのようなものがこぼれる。それまでよりも強い刺激を感じている証拠だろう。私は舌先を細かく動かしながら、快感を高めていく。

「……っ、ん……どう、ですか？」

　両方の蕾を丹念に舐めたあと、視線を上げて彼の様子を窺ってみる。

「……気持ちいい……」

　大きな声がもれないようにするためなのだろう。俊哉さんはバスローブの袖の部分を口元に押し当てていた。それくらいに感じてくれていたということか。

「よかった」

　愛撫の仕方が合っていたことにも、俊哉さんに気持ちよくなってもらえたことにも。どちらにも安心して、脇腹に添えていた手を自身の膝の上に置こうとした。

「──……」

　そのとき、彼の腰のあたりでなにかに引っかかった。視線を下ろすと、バスローブの生地を押し上げて、存在を主張するものが映る。

　──これは間違いなく……俊哉さんの、だよね。

「うれしいです。反応してもらえて」

「っ、これは──」

　私がふっと笑うと、俊哉さんは苦い顔をして取り繕うとした。

「いいんですよ。その気になってくれてうれしいです」

　こんな風に局部に注目されるのも初めてなのだろう。

　彼が狼狽する様子はレアだ。これでイニシアチブを取りやすいと安堵したのもあって、私は俊哉さんを安心させるように優しげな口調で囁いた。それから、バスローブ越しに屹立を撫でてみる。

「っ……？」

　──って、あれ……？　なんだか、私の知ってるそれより全然大きいような……？

「っ、は……」

「すごい……こんなになって」

　直接的な刺激に息を詰まらせる俊哉さん。私は生地の上から熱杭を上から下へ、下から上へと何度か撫で擦り、さり気なく親指と中指で輪を作り、サイズを確認する。

　……指が回り切らない。

　生地の厚みがあることを考えても、それでも大きい。大きすぎる。

　こ──こんなに立派なものを持っているなんて聞いてないっ……！

　行為自体が久しぶりだって言うのに、私に受け入れられるの？

　……いやいや。無理でしょ。自信がない──

「苦しそうですね。ら……楽に、してあげたいなぁ」

　ここまで来て急に弱気が顔を出した。私は瞬時に行為を諦め、とにかく俊哉さんを満足させて、休戦する方向にシフトチェンジした。

　彼だって欲求が満たされればしばらくは落ち着くはず。今日はイベントでくたくただし、お酒も入っているし、そのまま疲れて眠ってくれれば理想的だ。

　そうと決まれば実行に移したい。私は余裕ぶった笑みを貼り付けたまま、俊哉さんのバスローブから覗く脚を見やった。

　ほどよく筋肉質でいて筋張った、スラリと長い脚。膝のあたりまでをカバーしている裾を大きく開いた途端、天を衝くようにしっかりと上を向いた怒張が、ぶるん、と露になる。

　──やっぱり想定外の大きさだ……。

　俊哉さんのそれは全体に赤黒く、先端は興奮の証に濡れ、鈴口に珠を作っている。括れの部分でさえも太ましく、根元に向かってさらに体積を増していく幹の側面には、血管が力強く巡っていた。

　私は屹立に手を伸ばすと、まずは手のひらに先走りを纏わせた。それから、先端から根元にかけてをゆっくり撫でながら、優しく扱き始める。

「っあ……直接触られる、とっ……」

　決して上手とは言えないだろう愛撫でも、彼には眩いものだったようだ。いつもよりも少しだけ高いトーンで、切なげに訴える。

「自分以外の誰かにされるの、初めてですか？」

　私の問いに、俊哉さんは瞳を閉じて感じ入りながらうなずいた。

「そうなんですね。じゃ、いっぱい気持ちよくなってくださいね」

　彼に触れたのは私が初めて。それを知ることができて素直にうれしい。

　──じゃあ、いつもは『スーパードＳ』なんて言われている彼の、こんな切羽詰まった表情を見たのは私だけってことだ。

「ぬるぬるしてきましたね。いっぱい擦られて気持ちよくなっちゃいました？」

　手のひらには、いつの間にか彼自身が吐き出す期待に満ちた滴りが溢れている。手を動かすたびにくちゅくちゅと淫らな音を立て、絶え間ない愛撫によって怒張がびく、びくと生き物のように跳ねる。

　私は手元から顔を上げ、彼の表情を見ながら敢えて羞恥を煽るように訊ねた。

　その瞬間、俊哉さんが困ったような、恥ずかしがっているような素振りを見せて軽く奥歯を噛み、視線を逸らした。

　愛撫に翻弄されている俊哉さんを、とてもかわいい、と思った。オフィスではそんな感情が湧いたことはないのに。欲望で私の指先や手のひらを汚しながら愉悦に打ち震える彼に、止めどない愛しさがこみ上げてくる。

　──もっとよがっている俊哉さんの顔が見たい……！

「っ、あ、だめだ──そんなに撫でたら、っ」

　滑りがよくなったのをいいことに、指先を往復させるスピードを速めると、切迫した声音で俊哉さんが私の手を制そうとする。

「だめって、どうなっちゃうんですか？」

　それを難なく払いのけると、私はちょっといじわるがしたくなって訊ねた。

「っ……瑞原さんっ……」

「咲良、ですよ、俊哉さん」

　いつものくせで呼び方が戻ってしまったことを笑って指摘したあと、私が続けた。

「──教えてくれないとわかりませんよ？　こうやって、いっぱい撫でたらどうなっちゃうか……ちゃんと教えてください」

　訊ねながらも、愛撫の手は止めない。むしろ、それまでよりも緩急をつけ、彼が果てるのを促している節もある。

　言葉で責めるのは有効であると、その手の指南本には記載されていることが多い。『スーパードＳ』の小田切係長に言葉責めなんて畏れ多いけれど、私が主導権を握っていることを示すには、もっともわかりやすい手段であるように思えた。

　それに──純粋に、もっと私の知らない俊哉さんが見たくなった。

「っ、これ以上……されたら、もう……出そうだからっ……」

　強い快感のせいか、呼気を荒く訴える俊哉さん。普段とは立場が逆転したかのような状況に興奮を覚えているのは私だけではないようだ。

　それに気をよくして、私は屹立を握り込んでさらに激しく追い立てる。

「そうですね。でも……気持ちいいなら、出しちゃいましょうか？　っ、ふ……俊哉さんが気持ちよくなるところ、見せてくださいっ……」

　手のなかの銃身は暴発寸前だ。先端ばかりでなく幹も膨らみ、硬く張り詰めて解放される瞬間を待ちわびている。

「っ……ぁ！」

「きゃあっ!?」

　やがて、俊哉さんが小さく呻くと──握っていた熱の塊からなにかがびゅっと勢いよく噴き出した。それは真正面の私の開けた胸元にびちびちっ、と飛び散る。

　──熱い。膨らみや胸の先に叩きつけられた白濁が、肌を伝い滴り落ちて行く。

　狙い澄ましたわけではないから、俊哉さんは白く汚れた私の胸元を見て凍り付いていた。まるで、大変なことをしでかしてしまったときのように。

「……いっぱい出ましたね。俊哉さんの、こんなに……」

　促したのは私なので、当然、彼を責めるつもりなんてなかった。それよりは、拙い愛撫で達してくれたことに対するよろこびのほうがよっぽど強い。

「……咲良」

　私の名前を呼ぶ声とともに、ごく、と喉を鳴らす音が聞こえた。

　すると驚くべきことに──欲望を吐き出したことで落ち着いたとばかり思っていたその場所が、自身の放った精で濡れて光る私の胸元を見たことで、再び高ぶりを取り戻している。

　私は絶句した。さっきと同じくらい……ううん、むしろそれよりも興奮を帯びているような気さえする。

　──うそでしょ!?　今出したばっかりなのに……!?

「すごい……気持ちよすぎておかしくなりそうだった」

　眼鏡越しの俊哉さんの黒い瞳は、獲物を見つけた獰猛な獣のようだ。今にも喰われてしまうのでは、という凄みを感じながら、肩で呼吸をする彼を見つめる。

「──もっと教えて。今度は咲良のことも、気持ちよくさせて……？」

　中断する気配はまったくなかった。それどころか、彼の男性としての欲求はそれまでよりもずっと高まっているように思われる。『教えて』、『気持ちよくさせて』という言葉の裏には、そうすることで俊哉さん自身も快楽に浸れるのだというニュアンスがある。

　彼の飢えた眼差しを受けるだけで、下肢にとろりとした熱いものが溢れてくるのを感じていた。

　もっと彼と触れ合いたくなった私は、迷わず「はい」と答えた。

「……これ、解いていい？」

　ティッシュで胸元を清めたあと、バスローブの結び目に触れながら俊哉さんが訊ねる。

　うなずくと、彼は蝶結びの端を引っ張ってするりと引き抜いた。その直後、バスローブの前が大きく開かれ、私の身体が余すことなく暴かれる。

　男の人に裸を見られるのだってもちろん久しぶりで、すぐにでもローブの紐を結び直したくなる。けれど、行為に慣れている『いい女キャラ』なら恥ずかしがったりしないと自分に強く言い聞かせ、動じぬ態度を努めた。

　興奮が色濃く煌めく瞳で、私を見つめる俊哉さん。胸から腰のラインをするりと撫でられると、ぞくぞくとした淡い快感が走る。

「きれいな身体……もっとよく見たい」

　俊哉さんはそう言うと、私の身体をベッドに押し倒した。そして私の膝を立てて開脚させると、自身は床に両膝をついた。

　つまり、彼の目線に私の秘部が晒されている形となるわけで──

「これが、女性の……」

　腰骨や内股を撫でたあと、彼の手が恥丘に降りてくる。薄い茂みを通り、秘裂の手前まで辿り着いたところで、私に目で問いかけてくる。

　……「触れてもいい？」と。

　明るい部屋で、自分でさえもまじまじと見たことがない場所を触れられるなんて、激しい羞恥が伴うけれど、ＹＥＳと答えるよりほかはない。

　もう一度うなずくと、彼の指が秘裂の縁をゆっくりとなぞる。

「んんっ──」

　このときばかりは、我慢できずに声を出してしまった。触れているだけなのに、思ったよりも鮮烈な刺激に感じられる。びくん、と腰が大きく跳ねた。

「痛い？」

　私の反応が大きかったせいか、俊哉さんの表情が曇った。触れ方を間違ったのかと思ったのだろう。素早く指先を引っ込める。

「だ、大丈夫です──続けて。触ってください」

　慌ててそうではないことを告げると、首を横に振って先を促した。

　幾分安心した様子の俊哉さんは、それまでよりももっと慎重に私の秘部をまさぐり始める。陰唇を撫でたあと、躊躇いがちに秘裂に触れた。

　そこは彼のものを愛撫していたときから少しずつ潤いをまとっていて、じんじんとした熱さを伴っている。彼の指が上下するたび、くちゅ、くちゅん、と淫靡な水音が響いた。

「ふぁ、そうっ……入り口の襞のところ、優しく撫でてくださ……っ、あっ……！」

　彼も経験がないなりに、ここは手荒に触れてはいけない場所であるという心得があるようだ。慎重すぎるくらいの手つきで、小さな円を描くように秘裂やその周囲を撫で回している。

「これで合ってる？」

「気持ち、い、ですっ……」

　私はこくこくと何度もうなずいて答えた。入り口から溢れる蜜を搔き混ぜるかのような所作は、敏感な粘膜を通して鋭い刺激となって身体の中心に響いた。密かに憧れていた俊哉さんからの愛撫であることが、甘美な悦楽を助長しているのだろう。

　劣情がむくむくと頭を擡げるとともに、下肢だけではなく全身の熱が高まっていく。

　──もっと、直接的な刺激がほしい……。

「……あのっ……それと、ここっ……」

　自ら人差し指と中指を秘裂に添え、彼によく見えるように大きく左右に開いて見せたあと、その上部に隠れた赤い粒を剥き出しにする。

　こんな慎みのない挙動ははしたないと思いつつ、欲求に抗えなくなりつつある私は、これは手解きであって彼に女性を教えるためだ、という大義名分に都合よく変換してしまう。

「女性がいちばん気持ちよくなれる場所ですっ……ここを、優しく触ってくださいっ……」

　そうして羞恥をかなぐり捨ててしまうと、より大胆に行為に没頭できるようになった。露になった秘芽を指先で示しながら、彼の瞳を見上げて乞う。

　俊哉さんの視線がそこに突き刺さっているのがよくわかった。開けた彼のバスローブから覗く屹立が、角度を増したことも。

「ここが──」

　剥いた秘芽を、彼の人差し指の腹が軽く圧し潰す。

「ぁはぁんっ！」

　その瞬間、電撃のような激しい悦びが弾けた。

「ごめん、強かった？」

「あ、違っ……き、気持ちよくてっ……も、もっと、してくださいっ……」

　そんなつもりはなかったけれど、大きな声を上げてしまったことで、また彼の不安を煽ったらしい。

　だって──こんなに鮮烈な刺激だった？　昔すぎて、もう覚えてないよ……！

　指先で優しく転がされているだけでも、思考を奪われるほどの悦楽が爆ぜ、腰が勝手に、びくびくと跳ねてしまっている。そんな私の仕草に、俊哉さんは訝って口を開く。

「本当に撫でてるだけだけど、これで気持ちいいの？」

「はいっ──強すぎると、痛い、からっ……これくらいがイイ……っ、あ……」

　この苦痛にも似た快感を味わったことのない彼には、共感が得づらいのだろう。絶えず与えられる悦びに喘ぎながら答えると、俊哉さんは「そうなんだ」とうなずいた。

「──教えてもらえてよかった」

　私の指示を忠実に守り、ほどよいタッチで刺激を加え続ける俊哉さん。まったく緩む気配のない喜悦は積もっていくばかりで、甘ったるい衝動で思考が塗りつぶされていく。

「あぁ、だめ、そこばっかりっ──も、もうっ……」

「え？」

　ふわりと身体が浮き上がるような錯覚を覚えたあと、膣内がきゅんきゅんと収縮する。

「だめです、だめぇっ……もう、私っ……ぁ、ああああああっ！」

　弱いところをガンガン責められ続け、私は声を上ずらせながら性急に絶頂を迎えた。

　大きく腰を浮かせたことで、俊哉さんもそれを感じ取ってくれたようだ。ようやく愛撫の手を止めてくれた。

　──あぁ、気持ちよすぎて頭がぼーっとする……。

「大丈夫？」

　忘我の余韻を貪りながら、モダンなシャンデリアが提げられた天井を見つめていると、俊哉さんがちょっと心配そうに私の顔を覗き込んでくる。

「とても……気持ちよかったです。俊哉さん、すごく上手で……」

　気をやってしまったのは事実だから、私は素直にそう述べた。

「先生がいいからね」

　すると、俊哉さんは眼鏡の奥の瞳を細めて、いたずらっぽく言った。

「──その先も教えてくれる？　先生」

　そう訊ねる彼の身体の中心では、もはや爆発寸前といった様子の高ぶりが微かに震えている。

「っ……」

　私は思わずごくりと喉を鳴らした。

　どうしてだろう。さっきまでは、そんな逞しすぎるものを受け入れる自信がないと、逃げ出す気満々だったのに──今は身体の奥が本能的に疼いて、むしろ貫かれたいとさえ思ってしまっている。

「ここでやめるなんて、お互いにつらいでしょう」

　私は手を伸ばし、力強く脈打つ怒張をそっと撫でた。不意打ちの刺激に、意思を持っているかのようにびくん、と跳ねた。

　──熱くて硬くて、きれいな顔に似合わない凶悪なビジュアルなのに。妙にいとおしく感じてしまうのが不思議だった。

　彼の意思を確かめるように眼差しを向けると──俊哉さんは、言葉の代わりに触れるだけのキスを落とした。




　ダブルベッドの枕元には小さな籠があり、実はそこに部屋の備品としての避妊具が置かれていたことに、あとから気が付いた。わざわざ自販機で購入する必要はなかった、ということになる。

　その手のホテルは避妊具が標準装備されていることがほとんど、という情報は得ていたのに、気が動転していたこともあって忘れていたのだ。

　よもやそんなささいなところから男慣れてしていないことがバレてしまうのでは、と危ぶんだけれど、そもそも俊哉さんは普通の避妊具では収まりきらないサイズであるのは明白だし、よく見ると彼自身が選んで購入したものもＸＬサイズだったから、結果オーライということにしておこう。

「咲良……」

　私を組み敷いた俊哉さんが、じれったそうに私の名前を呼んだ。猛々しい切っ先は、例の自販機で購入した避妊具に覆われている。

　避妊具の装着に関しては特別苦労はしていないようだった。仕事では要領のいい俊哉さんのこと、こういう事前準備が完璧であっても不思議はない。むしろ、装着の経験のない私に委ねられたらどうしようと思っていたので、一安心だ。

　私を見下ろす彼の顔に、トレードマークの眼鏡はない。それまで外す気配がまったくなかったけれど、さすがにいざというときには邪魔になるのだろう。

　眼鏡を外した彼の顔を見るのはこれが初めてだ。四角いフレームで厳しいイメージが強調されていた節があり、それがないだけで別人のようにも感じられる。

「来てください、俊哉さん」

　そんな初めて会ったかのような彼を促したあと、ぱんぱんに張り詰めた熱い塊に触れ、軽く開いた脚の間に導いた。

　一度達したせいもあり、淫蜜があとからあとからこぼれてくる秘裂に、薄い膜越しの切っ先を宛がう。彼の熱がダイレクトに感じられて、期待に腰が震えた。

「──ここ、です。そのまま挿入ってきてっ……」

　早くほしいと思った。劣情に疼く膣内にこの雄々しいものが挿入ってきたら──どんな感じがするのだろう。

「挿れるよ」

　俊哉さんのほうも、これで本懐を遂げられるとあって緊張と興奮が最高潮に達している様子だった。表面上はクールで落ち着いているように見えて、鬼気迫る瞳や荒い呼気、掠れた声がそれを物語っている。

　──私、いよいよ俊哉さんとひとつになるんだ。

　気になっていた上司とこんな形で結ばれるなんて思ってもみなかったから、まだ戸惑ってはいるけれど……女性を知りたいという彼に協力できるのなら、役目をまっとうしたい。

「っ、ふ、ぁ……」

　彼は私の左右の膝の裏を押さえながら、ぐっと腰を押し付けてくる。と、先の膨らんだ屹立が入り口をこじ開けるように侵入してきた。私はその圧迫感に身を固くしながら息を詰まらせる。

　心を決めたとはいえ、その瞬間を迎えるとちょっと怖い。

「平気？」

　とはいえ、初めての彼に気を遣わせてはいけない。身体を弛緩させることを意識しながら、彼の顔を見つめてうなずいた。

「平気、だから──早く俊哉さんをくださいっ……ナカにほしいっ……！」

　いかに大きな質量だとしても、一度受け入れてしまえば身体は順応するようにできている。本だかｗｅｂだかで見かけた知識で自分を奮い立たせながら、ひと思いに彼を受け入れてしまおうと、俊哉さんの背中に腕を回した。

「く、っ……！」

　もう少し時間をかけて繋がろうと思っていたようだったけれど、私の懇願が後押しになったのか、彼は隘路を掻き分けて、最奥を目指して屹立を突き入れてくる。

「～～～っ……！」

　身体の内側をいっぱいに押し広げられるような圧迫感とともに、入り口の感じやすい場所をずりずりっ、と擦られると──驚くことに、それだけで快感のメーターが振り切れて、高みに上り詰めてしまった。

　──うそ。私……挿れられただけでっ……!?

「ナカ、締まるっ……！」

　激しい悦びによって内壁が収縮しているのがわかる。根元近くまでを収めた俊哉さんは、切羽詰まった声で小さく叫んだ。

「と、俊哉さ──」

　繋がったまま、背中に回した手に力を込める。すると。

「動くな、動いたら──っ、ぁ……！」

　やや慌てて私の呼びかけを制したけれど、次の瞬間、堪らないとばかりに目をぎゅっと瞑って、絞り出すような声を上げた。と同時に、彼の背がぶるりと震え、私の膝の裏を支えていた手に力がこもる。

　──あ。これって……。

「イッちゃいました……？」

　俊哉さんが達したであろうことは、その様子を見ればなんとなくわかった。再び彼が目を開けたときに、控えめに訊ねてみる。

「……悪い、これからっていうときに。……我慢できなくて」

　私を見下ろす俊哉さんの顔はどこか気まずそうだ。私の視線から逃れるように視線を彷徨わせて、目を合わせてくれない。

　──もしかして、ちょっと落ち込んでいる？

「いいんですよ。私も俊哉さんが挿入ってきたとき、その……イッちゃいましたから」

「本当？」

　正直に打ち明けると、俊哉さんはどこかホッとしたように表情を緩めた。

「はい。こんなに大きいのでいっぱいに塞がれたの、初めてだったので……」

「っ……」

「あ、あれ……？」

　私の言葉を聞きつけるなり、彼の頬が赤く染まった。そのタイミングで、まだ彼自身が留まったままの下腹部の圧迫感が強くなる。

　──また大きくなってる！　だって、二回も出したのに……!?

「……そんな風に煽る咲良が悪い」

「んぁっ……！」

　彼はずるりと一気に引き抜いたあと、使用済みの避妊具を手早く処理した。それから、ベッドフレームの上に置いた箱から新しい避妊具を取り出し、パッケージを開封して装着し直す。

　……この期に及んでまだ続けようとするとは、ものすごい体力だ。

「──ここから先も教えてくれる？　次はもう少し頑張るから」

　私のもとに戻ってきた俊哉さんが、そう言って私の両脚を抱え、蜜の滴る秘裂へと切っ先を宛がった。

「っ、は……はいっ……」

　真剣な眼差しを受け、それ以外の返事をするわけにはいかなかった。うなずくと再び存在感のあるものが内壁を押し広げながら挿入ってくる。

「っ、はぁっ──んんっ……！」

　さっきは挿れられただけで気をやってしまったけれど、さすがに二回目となれば耐えられた。深く深呼吸することで突き刺さるような快感を逃がしながら、シーツをぎゅっと掴んだ。

「これで……全部、挿入ったけど……どうすれば気持ちよくできる？」

　俊哉さんも直前に劣情を吐き出したせいか、先ほどよりはずっと余裕があるように見えた。お互いの恥毛が触れ合うほど密着している状態で、彼が教えを乞う。

「あの……ゆっくり、少しずつ動いてみてください……俊哉さんが気持ちよくなれるように」

「わかった」

　そう言うと、彼は控えめに律動を始めた。

「ぁ、ああっ、んんぅっ……！」

　小刻みに動かしてくれているものの、質量が大きいために一度に擦れる面積も広くなり、それらは少しの圧迫感と多くの悦楽へと変換されていく。

「平気……？　痛くない？」

「だ、大丈夫、ですぅっ……気持ちよく、て……声、勝手に出ちゃ……ぁああっ！」

　答えながらも、お腹の中身を持っていかれそうな衝撃で声が揺れて、言葉になり切らなかった。そんな私の膣内を浅く往復していくうちに、俊哉さんの呼吸も乱れていく。

「俺も……気持ちいい……咲良のナカ、柔らかくて、とろとろでっ……」

　自分のことを『俺』と言う俊哉さんが新鮮でドキドキした。

　オフィスでは必ず『私』なのに。今が完全にプライベートな空間であり、平静を装う余裕もないことの裏付けであるように思えて、自分が彼にとって特別な存在になれたかのような錯覚を覚える。

「あっ、あっ──俊哉さんっ、んんっ……！」

　彼も無意識のうちにより強い悦びを求めているのか、膣内を擦り上げるにつれストロークが深くなっていく。ほどなくして、最奥まで突き入れては、先端ギリギリまで引き抜いてからまた突き入れて──という大胆な抽送になる。

「っ、はぁっ──これで……いい、のかなっ……してほしいこと、あったら教えて」

　真面目な性格ゆえか、俊哉さんは愉悦に浸った蕩けるような表情を浮かべつつも、私の反応を窺ってそんなことを訊ねてくる。

「動きながらっ……胸、触ったり……キスしたりすると、もっと気持ちよくなれると、思いますっ……！」

　こうして膣内をいっぱいにされているだけでも十分に気持ちいいのだけど──数少ない経験を辿って言うと、すぐに俊哉さんのきれいな顔が近づいてくる。

「んんんっ──ふ、ぁ……む、うぅ……」

　私を先生と呼ぶくらいだから、私の言葉には抗わない。甘いキスに陶然としつつも、ツンと尖った胸の先を摘まんだり軽く扱かれたりすると、また別の悦びが迸る。

「っは、三ヶ所も、同時なんてっ……ぁあっ……！」

　責め立てられているのは唇や胸の先ばかりではない。下肢を穿たれる激しい律動にこそ意識が傾いてしまうのは必然だろう。

　──お腹の奥、いっぱい擦られてすごい……！　掻き回されるとじんじん痺れて、気持ちいいのが止まらない……！

「咲良のナカがうねって……絡みついてきてっ……なにも考えられなくなりそうっ……！」

「私もですっ──……気持ちいいとこ擦れてっ……もう、変にっ……ぁあんっ……！」

　ぱちゅん、ぱちゅんと肌を打つ音と、私と彼の荒々しい吐息にさえも欲望を煽られて、また快感が飽和しそうになる。

「咲良──」

　鼻先が触れそうな距離で俊哉さんがもどかしそうに囁いた。これ以上は保たないとばかりの切なげな響きに、私もうなずいて返事をする。

「俊哉さんっ……んんんっ……!!」

　ひと際強く腰を打ち付けられたそのとき、切っ先で最奥の窄まりを抉られて──ぱちんとなにかが弾ける音が聞こえた気がした。と同時に、得も言われぬ恍惚に身体中を支配され、頭のなかが真っ白に塗りつぶされる。

「っぁ──」

　絶頂による蠕動が引き金となって、俊哉さんも私のなかで欲望を解き放ったらしい。奥で触れ合っている場所がじわっと熱くなった。

　室内に、熱気と激しい呼吸が充満している。クーラーを利かせているはずなのに、そんなの感じられないくらいだ。特に俊哉さんは、未知の興奮も伴っていたせいか、いつの間にかかなり汗をかいているようだ。額から顎に伝った汗の滴が、私の首元にぽたりと落ちてくる。

「……堪え性がなくてごめん。セックスがこんなに気持ちいいなんて知らなくて……止められなくて」

　少し呼吸が整ってきたところで、彼が自身をゆっくりと引き抜いた。そして私の目を見つめて、言葉通りすまなそうに言った。

「……初めてなんですから、当たり前ですよ」

　私も同じ気持ちだったから、彼の言いたいことはよくわかる。「気にしないで」と伝えるつもりで、汗が滲む彼の頬をそっと撫でた。

　──ジェットコースターに乗ってるみたいな、すごい時間だった。まだ火花のように散る快感の残像で、目の前がチカチカするような気がする。

　セックスって、こんなに思考や感覚を支配されるものだったっけ？

　私がこれまで経験したそれとは違う。もっと眩しくて、激しくて、心も身体も高揚する一大事。

　とにもかくにも、俊哉さんへの手解きは終わった。これをもって先生役の肩の荷が降りて、心底ホッとした。

　はずだったのに──

「『セックス依存症』なんて言葉があるのもうなずける。ひとりではどうやったって得られない、麻薬みたいな快楽だ」

　俊哉さんは私の身体に跨ったまま、避妊具の処理をしてつぶやきを落とした。

　その手元につい視線をやってしまうと──信じられないことに、今果てたばかりの強直が、そんなの忘れたとばかりにしっかりと上を向いている。……そんなバカな。

「……と、俊哉さん？」

「まだ足りない。こんなのを知ってしまったら……今だって咲良がほしくてたまらない」

　情欲を解き放ったはずが──逆に煽られて熱を持て余しているかのような切なげな眼差しで、私を見つめている。

　……うそだ。うそだと思いたい。

　私が情けない声で彼の名を呼ぶと、俊哉さんは私の身体を抱き起し、衝動のままに掻き抱いてきた。

「ちょ、ちょっと──か、係長っ……？」

　物理的な距離がさらに縮まると、腹部に熱い高ぶりが押し付けられる。ちっとも萎えていない、恍惚への期待に張り詰めたそれを。

　──いくらなんでもタフすぎじゃない……!?

　もう三回も出してるのに、まだ臨戦態勢だなんて──どういうことなの??

「野暮な呼び方はよせと言ったのは咲良のほうだったろう？」

　急にオフィスでの距離感に戻ったのが不服だったのか、俊哉さんが言い含めるように耳元で囁いた。

　そして、私の髪を、頬を撫でてから、怖いほど真剣な眼差しを向けてくる。

「……もっと、いっぱい教えて。明日は休みだから、時間はたっぷりある」

　そう乞うと、彼は私の返事を待たずに胸の膨らみに手を伸ばしてきた。

「あっ、あぁんっ──俊哉さ、ぁあっ……！」

　ストップをかけようとする声は、胸の先を無遠慮に転がされることで鼻にかかった喘ぎに変わってしまう。

　──こうして私は、俊哉さんに押し切られる形で、引き続き先生役を演じることとなった。

　身体中を彼の手や舌が這い回り、何度もその雄々しい熱に貫かれ、彼の欲求がようやく収まったころ、私はほとんど倒れるみたいにベッドに横になる。

　視界に映ったカーテンの隙間から、外が白んでいることを知り──私は、眠りに落ちたのだった。
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　寝不足でヘロヘロの私を叩き起こしたのは、メッセージアプリの通知音だった。

　枕元に置いたスマホから、ピロリン、ピロリン……と特徴的な高音が連続で鳴り響く。一度や二度なら無視して眠りこけたのだけれど、一向に止む気配がない。眠さよりも煩わしさに我慢できなくなり、私は堪らずスマホに手を伸ばした。

　メッセージを連投してきたのは弥々ちゃんで、昨日の展示会での写真をたくさん送ってくれていた。

『昨日はお疲れさま～。ゆっくり休めた？　私は立ちっぱなしで足が痛いよー。昨日撮った写真忘れないうちに送っとくね！』

　まだ寝起きの、ぼーっとしたままの頭で彼女からのメッセージを読みながら、私は腰が痛いな、と思う。

　──いや、腰だけじゃなくて、全身がだるくて痛い。私、どうしてこんなに疲れているんだろう。

　……ていうか、ここはどこ？　自分の部屋の景色とは違ってるし──

「っ!?」

　スマホから視線を外し、周囲を見回したところでフリーズした。

　──私の真横で、端整な顔立ちの男性が仰向けで眠っている。

　小田切係長だ。眼鏡を外していて、一見彼であるとはわかりづらいけれど、この人が係長であることを知っている。

　すやすやと穏やかな寝息を立てている彼を見つめながら、脳裏でフラッシュを焚かれたように、昨夜のできごとが思い出される。

　そうだ。展示会のあと、係長と一緒に居酒屋へ行って、そこで彼に女性経験がないことを聞かされて……なぜか私が手解きする流れになってしまったんだった。

　でも、あれ……？　ホテルに入って行為に及んだのは覚えてるけど、途中から疲労が濃すぎて記憶があいまいだ。

　確かなのは、久しぶりのセックスが思いのほか気持ちよかったっていうことと──係長が何度果てても欲求の萎えない、とんでもない絶倫だったということだ。

「いたたた……」

　身体を起こすと、全身の筋肉が悲鳴を上げるかのごとく痛み、思わず声が出た。

　昨夜──いや、眠りについたときにはすでに朝だったかもしれない。行為の途中で汗やほかの体液で濡れたバスローブはお役御免となり、最後には崩れ落ちるようにダウンしてしまったから、服はおろか下着すら身に着けていない。

　すると、となりで寝ていた係長が「ううん」と小さく唸った。それからこちら側に寝返りを打ち、軽く目を擦る。彼もまた、生まれたままの姿だ。

　……あ、起こしてしまったかな……？

　彼の安眠を邪魔しないようにと今さらながら息を潜めたけれど、今さらだった。

「……？」

「お……おはようございます」

　やがてゆっくりと目を開けた係長に、胸元までをシーツで隠すと、ひとまずその場で顔だけ向けて挨拶することにした。

　眼鏡がないので見えづらいらしい。まだ完全には覚醒していない彼は、ピントを合わせるように目を細め、じっと私を見上げている。

「……瑞原さん？」

「そうです」

　不思議そうに訊ねられたのでうなずきを返す。

「っ……!?」

　瞬間的に昨夜のできごとを思い出したのだろう。いつもクールな係長の顔が、驚きとも羞恥ともつかない表情に彩られる。

　──これはどう見たって動揺している。

「あの……係長、昨日のこと、覚えてますよね……？」

「……それは、もちろん」

　念のために確認を入れると、係長は小声でありながらすんなりうなずいた。

　お酒が入っていたからまったく記憶がないという可能性もあるかと心配したけれど、杞憂だったようだ。

「…………」

「…………」

　アルコールの魔法が切れたあとでは、ただただ気まずい。私たちはつい視線を背けてしまいながら沈黙する。

　──相手に頼まれたこととはいえ……私、職場の上司とひと晩中、あんなことやそんなことをしてしまったんだよなぁ……。

「……チェックアウトは何時？」

　なんとも言えない空気を打破するように、係長が訊ねた。

　確か、十時と書いてあった気がするけれど──室内に時計らしきものがないので、私は手に持っていたスマホで時刻を確認する。

　──あっ、もう九時を過ぎている！

「た、大変。もう時間がないですね。し、支度して出ましょう。係長、先にシャワーどうぞ」

　あたふたしながら告げると、係長が「えっ」と小さく叫んだ。

「──いや、女性の君のほうがいろいろと準備が」

「大丈夫です。それより、行ってきちゃってくださいっ！」

　メイクやヘアセットのことなどを考えると、確かに先に借りたいような気もしたけれど、上司の前だと年功序列の精神が抜けない。ここで譲り合っているわけにもいかないし、私は強めに促した。

「あ、ああ」

　時間がないのは彼も承知しているため、ベッドの下に脱ぎ捨てられたバスローブを羽織ってすぐにバスルームへと向かった。




「なんとか間に合ってよかったですね……！」

「そうだね」

　十時ちょうど。ホテルを出た私たちは、駅に向かいながらひと呼吸ついたところだった。

　シャワーや身支度を超特急で終えたあと、精算という最後の関門が残っていたのに気が付いた。

　精算は客室にある自動精算機にて。当然、利用したことなんてないから、上手くできなかったら怪しまれる──と気を揉んだけれど、私がメイクをしているうちに係長が済ませてくれていた。マニュアルの類を読んでその通りに従うのは苦じゃないらしい。……助かった。

　お礼を言うと、「俺が誘ったから当然だよ」とのことで、最初からそのつもりでいてくれたようだ。

　それにしても、チェックアウト間際の時間はエレベーターが混雑するんだなぁ。

　よく考えれば、少しでもゆっくりしたい人は多いだろうから当たり前だけど、二組のカップルと乗り合せたのはかなり気まずかった。こういうのって、実際に利用してみないと理解できない感覚だと思う。

　駅へと続く大通りに出ると、ようやくすべての疚しさから解放された心地がした。久しぶりの激しい行為で身体中が痛むけれど、足取りは軽くなる。

「さっきはバタバタしてて言えなかったんだけど……その、付き合わせてしまって申し訳ない」

　横に並んだ係長がつぶやくように言った。

「い、いえ。謝らないでください。ＯＫしたのは私ですし」

「今日、予定とか大丈夫だった？」

「はい。前日が展示会だったので、なにも入れてませんでした」

　慣れないイベントで体力も気力も消耗するだろうと、予定を作らなかったのは正解だった。

　……別の疲労を溜めてしまったのは想定外だったけれど。

「それならよかった」

「はい──」

　にこやかに返事をしたそのとき、私のお腹から、きゅるる……と頼りない音がした。

　──まただ。私の腹の虫ときたら、どうしてこんなに間が悪いの……!?

「お腹空いた？」

　赤面して立ち止まる私に、係長も歩みを止め、ふっと笑いながら訊ねる。

「あ、えと……これは、そういうわけじゃ」

　昨夜とまったく同じ展開に、私は慌てた。これじゃただの食いしん坊だ。

「遠慮しないで。お詫びにモーニングくらいごちそうさせて。……今からの時間だとブランチか」

「い……いいんですか？」

　腕時計に視線をやってから、いたずらっぽく訂正する係長に、私が訊ねた。

「もちろん。駅前ならいくつか店があるだろうから、行こうか」

「あ、ありがとうございます」

　快くうなずいた彼にお礼を述べると、私たちは再び歩き始めた。

　恥ずかしかったけど、おかげでもう少しだけ係長と一緒にいられるのはラッキーだ。




　点在するカフェのうち、私たちが選んだのは『カフェ』というより、レトロな雰囲気漂う『喫茶店』と呼ぶほうが正しいようなお店だ。お店に入るなりコーヒーの香ばしい匂いが広がり、黒いユニフォームを着た、いかにもな年配の男性スタッフが席まで案内してくれた。

　このお店はまだモーニングがやっていて、好きな軽食とコーヒーもしくは紅茶が選べるとあった。私の目の前には、きれいな長方形にカットされたクロックムッシュのお皿が。向かい側の係長の目の前にはミックスサンドのお皿が置かれている。ドリンクは、お互い食後にブラックコーヒーをチョイスした。

「いただきます」

「どうぞ」

　お腹が空いていたこともあり、私は届いてすぐにお皿の上のひと切れを手に取ると、ぱくりと齧りついた。

　──おいしい。クリーミーなベシャメルソースとハムの塩味がマッチしていて、いくらでも食べられてしまいそう。

「クロックムッシュって初めて食べたかもしれません。おいしいです」

「こういう店構えのフードメニューは、ハズレがなさそうで信頼できるね」

「ですね」

　同意を示しながらぱくぱくと軽快に食べ進める私を、係長がふっと柔らかな笑みを浮かべながら見つめてくる。

　──係長って、やっぱりカッコいいなぁ……。

　オフィスを離れるとそれだけで厳しい雰囲気が和らぐから、余計にそう思うのかもしれない。それに──

『まだ足りない。こんなのを知ってしまったら……今だって咲良がほしくてたまらない』

　昨夜、さんざん抱き合ったときの記憶がどうしても頭を過ってしまい……気を抜くと、恥ずかしさと興奮で卒倒しそうになる。

「どうしたの？」

　恥ずかしいあれこれが頭のスクリーンに再生されている最中、お皿を見つめる私を訝しがって係長が訊ねた。私ははっと顔を上げて首を横に振る。

「あっ、いえ、なんでも！」

「そう」

　……係長のほうはいたって普段通りなのだから、私も平常心でいなければ。これじゃ、私ばかりがいやらしいことを考えているみたいだ。

「──瑞原さん」

　それぞれのお皿がきれいに片付き、コーヒーが運ばれてくるころ、係長がおもむろに私の名前を呼んだ。

　なにか重要な話であろうことは、それまでのトーンとは少し違ったのですぐにわかった。

「俺の我儘を聞いてくれて本当にありがとう。瑞原さんには、本当に感謝してる」

「そんな、やめてください」

　神妙に頭を下げる係長を制しながら、私が続ける。

「──昨日も言いましたけど、係長にはいつも感謝しているので、少しでもお役に立てたのならよかったです」

　その言葉にうそはなかった。びっくりしたし、自分でもまさかあんな大胆なことを……と未だに現実味はないけれど、彼にとってはそれだけ重大な悩みだったのだと思うと、解決に携われてよかったとさえ思った。

　それはひとえに、彼に対する好意があるからだ。これまでなるべく認めないようにしていたけれど、もう隠せない。上司だとか、人間としてとか、そういうのではなく──異性としての。だから、彼が初めて触れる女性が私であったのは、なににも代えがたいよろこびとなった。

　その反面で、彼との関係はこれっきりかと思うと、すごく寂しい。

　これを機にお付き合いでも──という流れになることを密かに期待しつつ、彼の方だって、恋人にする相手として見たときに、職場の上司と簡単に寝る女は願い下げだろうから。それ以上を望んではいけない気がした。

　……残念だけど、一時の夢と思って忘れないといけないんだなぁ。

「一歩踏み出せたことはすごくよかったんだけど……できればもう少し経験を重ねて、そういうものに対する苦手意識をなくしていけたら、と考えているんだ」

　しゅんとした気持ちでいると、真面目な顔をした係長がさらに続ける。

「ていうのも、俺ももう三十一で、結婚を考える歳だし……これまで以上に恋愛に積極的にならないといけないから。それには、慣れが必要だと思ってて。……つまり、なにが言いたいかと言うと」

　そこで言葉を区切ると、彼はいちど深呼吸してから改めて口を開いた。

「……もう少し、先生役を引き受けてくれないか？」

「ええっ？」

「信頼する部下である瑞原さんなら、安心して頼めるんだ。……いや、もちろん君がよければの話だけど」

　またしても、思ってもみない方向に話が転がっていく。私がぽかんと口を開けたまま彼の言葉に耳を傾けていると、彼が困ったように眉根を寄せる。

「瑞原さんにとってはメリットのない話だから、強くはお願いしにくいが、どうだろう……もう少し俺に付き合ってもらえないかな」

「係長……」

　──どうしよう。なんて答えたらいいんだろう。

　憧れの係長とまたふたりで会える。これはすごく魅力的な提案だ。

　とはいえ、私が教えられることなんてたかが知れてる。ごまかしたとしても、係長もいずれそれを察して「騙された」って思うかも。

　でも、じゃあ、断る？

　断ったら、係長は経験値を上げるためにほかの女性に声をかけるかもしれない。

　彼が違う誰かを抱いていると知って、私は冷静でいられるだろうか……？

「わかりました」

　僅か数秒の間にさまざまな思考が脳内を駆け巡ったけれど、私は結局うなずいた。

　そして、ついさっき彼がそうしたように、神妙な面持ちで丁寧に頭を下げる。

「──お引き受けします。係長が女性に慣れるまで、協力させてください」

「……いいの？」

　顔を上げると、承諾したにもかかわらず、目の前の彼は少し戸惑っていた。

「自分で頼んでおいてなんだけど……おそらく断られると思ってたから」

「相手が誰でもＯＫしたわけじゃないですよ。係長だから引き受けることにしたんです」

　そう。これがほかの誰かだったのなら、確実にお断りしていた。

　好意を寄せていた係長だからこそ、たとえ想いの通わない、身体だけの関係でもいいと思えたのだ。

「オフィスでも、それ以外でも……改めてよろしくお願いしますね」

　そう言って微笑むと、係長もホッとしたように口元を綻ばせた。

「ありがとう、瑞原さん」

　彼のその表情を見つめながら、左胸がずきんと痛んだ。

　恋愛感情を伴わない身体だけの関係とは、いわゆるセフレに当たるのだろう。

　私はけっこう潔癖なほうで、そういう不純なものに対して否定的だ。なのに、自らの信念を曲げてまでそんな関係を引き受けてしまうなんて。

　──あぁ、私、係長のこと、本当に好きになっちゃったんだなぁ。

　恋は盲目なんて言葉があるけど、まさにその通りだと思う。

　今の私には、係長──いえ、俊哉さん。あなたのことしか見えていないのだから。





　■□■






　瑞原咲良の第一印象は、明るくて礼儀正しいかわいらしい人、だった。

『本日からお世話になります、瑞原咲良です。前職のアルフェビールでも営業事務をしていました。小田切主任、どうぞよろしくお願いいたします』

　まだ俺が主任だった四年前。同業他社を辞めて中途採用されたのが彼女だ。篠木課長に促され、俺のデスクまで挨拶にやってきた。

『よろしく』

　俺は彼女を一瞥すると、ひと言そう告げるに留めた。

　第一営業部に配属されて五年。主任になって二年。この部に必要なのはほどよい緊張感なのだと常々思っている。

　俺の上司は例外なくおおらかで腰が低い。その雰囲気が伝播しているためか、社員同士がかなりフランクで打ち解けている。

　俺はそれが大きなプラスでもあり、マイナスでもあると感じている。気安さによって成果量や向上心といったものが停滞してしまう可能性があるからだ。

　ならば自分が厳しさという要素を担おうと決めた。ビールだって醸造の際、糖を徹底的に減らすことで、万人に愛されるパンチのある辛口に仕上がるのだ。甘い顔を見せるだけが正しいわけではない。

『あっ、ええと……？』

　俺のそっけない返事に瑞原さんが困惑したのがわかった。

『瑞原さん気にしないでいいよ。これが平常運転だから』

　すかさずフォローしたのは篠木課長だ。

　彼は俺より十歳年上で、仕事のイロハはすべて彼から学んだ。恰幅のいい彼はそのフォルムのイメージそのままに、話しやすくて優しい。

　俺のスタンスも理解してくれていて、「小田切くんのやりやすい方法を尊重するよ」と言ってくれている。課長は朗らかな笑みを見せながら続けた。

『小田切主任は愛想はないけど、頼りになる上司だよ。なにかあったら、彼に聞いてくださいね』

『はい！』

　課長の言葉に、瑞原さんはホッとした風に笑ったあと、ハキハキと返事をした。

　彼女は持ち前の明るさとガッツで一ヶ月もしないうちに部に馴染んだ。と同時に、男性社員の憧れの的となっていた。

　茶髪のこなれた巻き髪や洗練されたファッションも、色白で透き通った肌も、アイメイクの映える大きな目も、小さく愛らしい鼻や唇も──彼女を構成するすべてが美しく、男なら心引かれるのも無理はない。

　実のところ俺自身も、そんな彼女の魅力に絡め捕られたひとりだったけれど、ここは職場で瑞原さんは部下。異性としての感情を抱いてはいけないと、彼女への恋心を早々に封印することにした。公私混同してはいずれ面倒なことになる、と。

　もっとも現状の接し方であれば、業務上の必要最低限の会話を少し交わす程度で、距離感が縮まる機会もない。そう安心していたはずだった。なのに。

『お言葉ですが、こちらは商品開発部から回ってきた資料を熟読し、試飲もしてからまとめたものです。具体的にどういった点が至らないのかご指摘いただけませんか』

　華美な見た目に反して生真面目な彼女は、はっきりとものを言う性格だった。

　第一営業部は比較的、ことなかれ主義な社員が多いと認識している。たとえ自分が納得していなくても、上司の発言には逆らわずに従う。そんなメンバーが多いなかで、瑞原さんは唯一異質な存在であるのは間違いない。

　彼女とは何度議論したか記憶にない。ほかの部下は気を遣って「瑞原さんって意外と勝ち気ですよね」などと明後日の方向のフォローを入れてきたりしたけれど、いやな気持ちになったことはなかった。

　むしろ、自分の意見をきちんと持っていて、それをストレートに伝えられるのは強みであり長所だ。その真っ直ぐさが業務でプラスに働くように指導するのが、上司である俺の役目だと考えている。

　彼女に対する好感度は増していくばかり。そんななかで、昨夜のアクシデントは起こった。

『……あの、よかったらなんですけど、もう一軒寄っていきませんか？』

　驚いた。瑞原さんにとって俺は、融通の利かない、気難しい上司でしかないと思っていたから。そんな誘いを受けるなんて想像もしていなかった。

　いつもの俺なら断っていただろう。仕事とプライベートの線引きはきっちりするべきであるという持論がある。

　だけど、毅然と突っぱねるには昨日は疲弊しすぎていた。二日に渡って神経をすり減らしていた緊張から解放された直後、好意を抱いている女性から直々に声をかけられたとあって、四年前の決意がぐらついた。純粋に、彼女と過ごすことで癒されたいと思ってしまったのもある。

　そうして飲みなおすことになって──あの失言をしたわけだ。

　今思い返せば、瑞原さんにとって色恋の話は世間話の延長に過ぎなかったのだろう。

　だけど俺にとっては違う。例えるならば錠のついた箱だ。鍵をかけて、決して見ないようにして、心の奥底に沈めていた。いつかは解決しなければいけない問題だと理解しつつも、なかなか行動に移せず燻っていた。それを、打ち明けてしまった。

　会社の部下にセックスの手解きをしてほしいなんて、正気の沙汰ではない。これは紛うことなきセクハラだ。人事部に相談されても文句は言えない。

　それなのに──

『い……いいですよ。……係長が本気でそう思ってるのなら、お手伝いさせてください』

　彼女は戸惑うそぶりを見せながらも、うっすらと笑みすら浮かべてそう言った。

　まさか、本当に承諾してくれなんて思ってもみなかった。

　説得力がないかもしれないが、目の前にいるのが瑞原さんでなければ、あんな思い切ったことは言わなかった。それだけは断言できる。彼女が男性経験が豊富であると聞いたのは事実だけれど、それはただの口実だ。

　いい歳をした男だって、初めて想いを遂げるならば好きな相手がいいに決まっている。彼女への想いを押さえつける一方で、未知の世界の扉を一緒に開ける相手は瑞原さんがいいと──強く願っていたのかもしれない。

　ホテルでの時間は本当にあっという間だった。

　セックスそのものが気持ちよかったのは言うまでもない。それ以上に、好きな人と触れ合うだけであんなにも幸福感が得られるものかと衝撃を受けたし、上司だとか部下だとかいう社会的な立場は捨て、ただの男と女として接していいのだと示されているような空間は、とても心地がよく、気分が高揚した。

　瑞原さんに女性の触れ方を教えてもらいつつ、オフィスでは決して知ることのできない彼女の魅力をたくさん教えてもらったのもよかった。

　どうせ最初で最後なら、瑞原さんの柔らかな肌や温もりを身体に刻み付けておきたくて、自分でも思春期かと呆れてしまうほど、彼女を求めてしまったことだけは反省している。

　けれど、ひと晩経った今でも、渇望は収まらない。

　むしろ──彼女を知れば知っただけ、ほかの誰かには渡したくないという、独占欲のような気持ちが芽生えてしまったのだ。




「コーヒーもおいしいです」

　コーヒーカップは白磁に青い緻密な模様が入っているデザイン。華奢な持ち手を三本の指で摘み、中身を啜った瑞原さんが満面の笑みを浮かべて言った。

「うん」

　そんな彼女を見つめながら、俺がうなずく。

　コーヒーひとつでそんなにうれしそうにする彼女を、かわいいと思う。

　……なんだかまだ夢を見ているみたいで、変な感じがする。

　俺は昨夜、本当にこの愛らしい人と一夜をともにしたんだろうか。

「なんて言ってますけど、正直言うとコーヒーの違いってあまりよくわからなくて……」

　カップをソーサーに下ろした瑞原さんが、恥ずかしそうに言った。

「俺も豆の違いまではあまり自信がないけど……さすがにドリップとインスタントの違いはわかるよね？」

「……あ、はい」

「今、間があったけど」

　指摘すると、彼女は「ばれました？」とおかしそうに笑った。でもそのすぐあと、きゅっと表情を引き締める。

「──でも私、思うんです。コーヒーに限らず、おいしいかどうかは食べたり飲んだりする相手が誰かってところにあるんじゃないかと」

「なるほど。一理ある」

　そうかもしれない。最近の食事でベストワンを決めるとしたら、俺は今しがた胃のなかに納まったミックスサンドを選ぶだろう。もちろん理由は、彼女と一緒だから。

「……だから、今日のコーヒーは格別です。おいしいです」

「そう」

　俺は涼しい顔でコーヒーカップを口元に運ぶのが精いっぱいだった。

　──真面目な顔でそんなことを言われたら、自惚れてしまうのに。

　部内の女性社員が言っていた。瑞原さんは「百戦錬磨のモテ女」で、「いつも男の影が絶えない」のだと。

　こうやって相手に期待を持たせるのも、彼女のテクニックだと言うのだろうか。

　俺は、彼女の手のひらの上でまんまと転がされている？

　だとしても構わない。しまい込んで忘れようとしたはずの想いは、意図せず再び走り出してしまった。

　これから先も瑞原さんの心と身体を独占できる可能性が少しでもあるなら、昨夜の身勝手なアクシデントを活かすよりほかはない。

　そう思った俺は、経験値を上げるという建前で、身体の関係の継続を申し出た。普段から優しく協力的な彼女は、そういう名目であれば引き受けてくれるかもという、一縷の望みをかけて。

　俺の読みは当たった。今後も瑞原さんとふたりで会えるならば、彼女とのかかわり方を変えていかなければならない。

　部内だけに照準を絞っても、隙あらば彼女と近づきたいと思っている男は多い。俺は他人にあまり興味がないけれど、こと瑞原さん周辺については、関心が強いために察しがつく。

　今、特に瑞原さんを想っていそうなのは浅沼くんだろうか。

　浅沼陸斗。確か二十代半ばだったと記憶している。なにかにつけて瑞原さんを誘い出そうとするけれど、毎度、当の彼女にやんわりと断られているようだ。

　浅沼くんが瑞原さんを見る目は、先輩を慕うものとは違うことに、俺は気づいている。どうにか機会を見つけて親しくなろうと画策しているに違いない。

　彼女が誰と恋愛をしようが自由だ。彼氏でもない俺が止める権利なんてない。それはわかっている。

　だからこそ──瑞原さんがほしい。ほかの男に取られる前に、俺だけのものにしてしまいたいと、強く願ってしまうのだ。

「もう飲み終わっちゃいましたね」

　考えごとをしているうちに、浅いカップの中身は空になっていた。

　残念そうにつぶやく彼女のカップも、やはり底が見えている。

「出ます？」

　問いかけられて、反射的に「いや」と答えた。

「……もう一杯、飲んでいってもいい？」

　まだ、この朝を終わらせたくないと思った。今すぐに話すべき話題があるわけではないけれど、ただ一緒にいるだけでいい。もう少しだけ彼女と過ごしたい。

「はい。……私も、もうちょっとだけゆっくりしたいです」

　すんなりと同意してくれた瑞原さんも、同じ気持ちでいてくれたらいいのに。

　俺はそんな風に思いながら、二杯目のコーヒーを時間をかけて味わったのだった。
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　こうして、私と係長は他人には言えない、秘密の関係を持つこととなった。

　日曜昼の別れ際、お互いのプライベートの連絡先を交換し、その日のうちに次の約束を交わした。

　平日はお互いに忙しいし翌日に差し支えるので、候補日は週末。来週は金、土と私が友人との予定を作ってしまっていたので、再来週の金曜日の夜に、また泊まりがけで会いましょうということになった。

　つまり、再来週にはまた先生役を演じなければならない。

「はぁ……」

　週明けのお昼休み。いつものカフェでお気に入りのカレーを注文した私だったけど、まったく手をつけないまま大きくため息を吐いた。

「どうしたの、咲良。ため息なんて吐いちゃって珍しい」

　心配そうにそう訊ねてくれたのは、正面に座った弥々ちゃんだ。

　経理部が忙しいとのことで、今日のランチはふたりきり。彼女がいかにも写真映えしそうな、ふわとろなオムライスのたまごを割る様子を見ても、食欲は湧いてこない。

「あ、えっと……ちょっとね」

　昨日からずっと、係長とのことばかり考えてしまっている自分がいる。

　彼と親しくなれたのはうれしいけれど、私が望んでいた形ではなかった。慣れない夜の行為を教えるという役目も荷が重いし、好きな人と気持ちの伴わない身体の関係を築いてしまったのが……あまりにつらい。

　かといって、真正面から「やっぱりやめましょう」と断る勇気もないし……。

「相談乗ろうか？　仕事？」

「ううん」

　即答すると、彼女がにやりと笑った。

「じゃ男かぁ。ごめん、じゃ力になれないわ」

　なぜ、と思って首を傾げる。

「──だって、釈迦に説法みたいな感じになっちゃうじゃん」

「……そんなことないけど」

　私は苦笑した。確かに『いい女キャラ』には安易にアドバイスしづらいか。

　いっそ本当のことをぶちまけて、そのうえで真剣に相談にのってもらいたい気もしてきた。弥々ちゃんとは付き合いも深いし、理解を示してくれるかもしれないなぁ──

「瑞原さんたちもランチですか？」

　なんてことを考えていると、となりの席から聞き覚えのある声がした。

「浅沼くん」

　私よりも先に反応したのは弥々ちゃんだ。

　どうやらたった今入店し、ここへ案内されたらしい。このお店で彼と会うのは珍しい。

「偶然ですね～。ご一緒してもいいですか？　ひとりで食べるの、味気なくて」

　浅沼くんは普段通りのにこにこした笑みを浮かべて、人懐っこく訊ねた。

「いいよね、咲良？」

「うん」

　さして悩むことなく私がうなずく。私にとっても弥々ちゃんにとっても、彼はかわいい後輩だ。断る理由がない。

「ありがとうございます。お邪魔します！」

　彼は嬉々として言うと、近くの店員さんを呼んで席の移動を申し出た。私たちの席と彼のそれがくっついて、四人席になる。

「お話に水差しちゃってすみません。なに話してたんですか？」

　再び座り直しながら、私と弥々ちゃん、それぞれに視線を送り、浅沼くんが訊ねる。

「えーとねぇ、咲良の恋愛の話」

「ちょっと弥々ちゃんっ」

　からかうように言う弥々ちゃんに、私が慌てて突っ込む。

　するとそれまでにこやかだった浅沼くんの表情から、笑みが消えた。

「瑞原さん、彼氏いるんですか？」

「い、いないよ」

　妙に改まったトーンだ。私は微かな緊張を覚えつつ、首を横に振る。

「彼氏じゃないんだ？　じゃ、相手はまだ友達なの？」

「……友達というか……知り合いというか……」

　──上司というか。とは、言えなかった。

「友達以上恋人未満ってやつね。じゃあ今、駆け引きの最中なの？」

「あ、いや……どうかな……」

　弥々ちゃんは案外、細かく詰めてくる。駆け引きもなにも、まだ身体の関係を一回持っただけだから、なにも答えられない。

「とにかく、いいなーって思ってる人がいるってことですね」

「そんなところ、かな」

　煮え切らない私にそれ以上の追及は無駄だと思ったのだろう。浅沼くんがざっくりとまとめてくれたのでうなずくと、彼の瞳がキラリと鋭く光った。

「でも友達なら、まだ挽回のチャンスありますよね？」

「えっ？」

　──挽回、とは？

「そういうの聞くと、オレ、燃えてきちゃいます」

「あ、浅沼くん？」

　──なんでだろう。楽しげなノリで話しているのに、その奥に苛立ちにも似た感情が透けて見えるのは。

「お待たせしました～、カルボナーラです」

　そのとき、浅沼くんのオーダーしたメニューが届いた。おいしそうなパスタの載ったトレイが彼の目の前に置かれる。

「おいしそう。……あれ、フォークがない。いいや、もらってきますね」

　浅沼くんは立ち去ったばかりのスタッフを呼び止めようとしたけれど、ランチのコアタイムとあって忙しそうにしている。

　厨房とホールを繋ぐ配膳口まで、自ら取りに行くことにしたようだ。

「咲良ってばモテモテ」

　彼が席を立つとすぐに、弥々ちゃんが声を弾ませて耳打ちしてくる。

「なにが？」

「あれは完全にアピールでしょ。『オレも瑞原さんのこと好きですから！』っていう」

「そ、そうかな」

　確かにそう取れなくもないけれど、まだ根拠が弱い気がする。

　私が首を傾げて見せると、彼女は興奮気味に続けた。

「どう見たってそうだよ！　そっか～、浅沼くんも咲良狙いだったかー」

　弥々ちゃんの目から見てもそう映るのであれば、自意識過剰とかではないのか。

　私は浅沼くんの行動について、彼女の意見を聞いてみることにした。彼まだ配膳口にいることを確認してから声を潜める。

「ここだけの話……ふたりきりとかではないにしろ、普段から飲みには誘われるんだよね。展示会のあととかもそう。本人がどういうつもりなのかはわからないんだけど」

「あー、じゃあやっぱり当たりでしょ。私誘われたことないもん」

　これではっきりしたとばかりに、弥々ちゃんが深くうなずいた。

「で、咲良的に浅沼くんってアリ？　ナシ？」

「……ぜ、絶対にナシではないけど……でも」

　浅沼くんがどうかというよりも──脳裏には、係長の顔が浮かんでしまう。

「気になる人がいるんだもんね～」

　さっきまでの話を聞いていた弥々ちゃんは「浅沼くん、残念」と言いながら肩を竦めた。

「──彼、爽やかだし、意外と女子社員で狙ってる子多いと思うのに。罪作りな女だよ」

「また、やめてよ」

　毎度のごとく私を持ち上げるフレーズを笑い飛ばす。

　彼が女の子受けがいいというのはよくわかる。優しそうだし、ノリがいい。ルックスだって係長には敵わないかもしれないけれど、人並み以上なのは間違いない。

　だけど、今はよそ見をする気はなかった。一生お近づきにはなれないと思っていた係長との接点ができたのだから、彼のことに集中していたい──
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　係長との約束の日まで時間があったので、私は暇を見つけては、それらしいキーワードを検索して情報収集に明け暮れた。

　この手のことに限定して言えるのは、本よりもｗｅｂのほうが知りたい事象を探しやすいということだ。実生活において、なかなか他人にはオープンにできない内容だからこそ、匿名で発信できるｗｅｂのほうが気軽に情報交換できるのだと思う。

　耳年増とは私のための言葉だ。この二週間でさらにそっち方面の知識や情報を蓄えたと自負している。

　あとは、これをいかに経験したことかのように振る舞えるか。

　係長に怪しまれなかったからよかったものの、前回はうろたえてしまったり、気を揉んだりした場面も多かった。先生役に徹するのであれば、次こそは気を付けないと。

　……だって、係長が私との時間を作ってくれているのは、私が性的なことに詳しい、男性慣れしている女だから。決して私という人間そのものに興味があるわけではないことを、忘れてはいけない。

　そんなこんなで、係長との逢瀬の日がやってきた。

　仕事が終わらず残業──なんてならないようにと、今日中にやるべきことはすべて終わらせている。逆に、早く片付け過ぎて暇なくらいだ。

　私は自分のデスクから、同じ第一営業部の島の端にいる係長の姿を見つめた。

　なにやら難しい顔をしながら、誰かが提出したらしき書類をチェックしている。

　部内のみんなは知らない。このあと、私と係長がラブホテルに入って、セックスに没頭するということを。

　上司と部下であるうえに、お付き合いもしていない間柄だ。いけないことだという背徳感で、ドキドキしてしまっている自分がいる。

　──まだ仕事中なんだから、そんなことを考えていてはいけないのに。終業時間が迫るにつれ、その先のことばかりが思考を支配する。

「じゃね、咲良。お疲れさま～」

「弥々ちゃんお疲れさま。また月曜日ね」

　やがて終業時間が過ぎると、ひと足先に弥々ちゃんが退勤していった。

　翌日は休みとあって、周りのみんなも予定を入れているのか、早々に帰宅する人が多いみたいだ。気が付くと第一営業部のエリアは閑散としている。

　私もこのあとに備えて、そろそろ帰り支度をしておこうかな……。

「瑞原さん」

　──と、そのとき。頭上から声をかけられたので、ぱっと顔を上げる。

「……浅沼くん。どうしたの？」

　椅子に座る私を屈託のない笑顔で見下ろす彼に、そう訊ねる。浅沼くんはちょっと照れた風に「えっと」とつぶやいてから続けた。

「今夜こそは空いてないかな、と思って。ご飯食べて帰りません？」

「ごめん。今日はちょっと」

　胸の前で両手を合わせて見せながら、内心で困ったな、と思う。

　行きつけのカフェで相席したあの日から、浅沼くんは以前にも増して私に声をかけてくれるようになり、私に興味を持ってくれているのかも──という予感が、確信に変わっていた。

　ありがたいのだけど、今の私は彼の気持ちに応えられない。だからこんな風に毎回お断りする形となってしまっている。

「先約ですか？」

「うん。だからごめんね」

　実際、先に予定が入っているのは事実なのだし、後ろめたく思う必要はないのだけど……彼の気持ちを察していながら、気が付かないふりをしているせいか、どうしても悪いなと思ってしまう。

「なかなかタイミングが合わないですよね。寂しいな」

　きっと浅沼くんのほうも、私の返答を予想していたのかもしれない。少し悲しそうに眉根を下げたあと、気を取り直したように「じゃあ」と微笑む。

「──来週中は空いてませんか？　瑞原さんのこと、予約したいです」

「予約って……」

「だっていつも忙しそうなんですもん。時間作ってもらうには、予約しなきゃなって思って」

　冗談っぽい口調ではあるものの、くりっとした丸い瞳は私をじっと見据え、答えを促している。まるで、断られるところまではすでに織り込み済で、予定を擦り合わせるところが本当の目的だったかのような。

「……ええと」

　……困ったな。当日の誘いなら断りやすいけれど、スケジュールを訊かれてしまうとそれも難しい。

　はっきり断ればいいんだろうけど、変に傷つけたくないし……同じ部署の後輩だから極力波風は立てずに、穏便に済ませたいところだ。

「浅沼くん」

　対応に苦慮していると、係長が自分のデスクからこちらへ呼びかけた。

「はっ、はい！」

　第一営業部の『スーパードＳ』から直々に呼ばれたとあって、浅沼くんはその場で背筋を伸ばして、彼の方を向いた。

　椅子から立ち上がった係長は、妙に姿勢のいい浅沼くんを見やったまま、こちらへと近づいてくる。そして、私のデスクの前で立ち止まった。

「悪いけど、瑞原さんには頼みたいことがあって今日は残業をお願いしてる。それ次第では来週も時間を取ってもらうかもしれない。そうだよね？」

　普段通りの淡々とした口調でそう述べてから、言葉尻は私を一瞥して訊ねた。

「は、はい」

　私が即答すると、係長は再び浅沼くんを向いて口を開く。

「それとも──なかなか骨の折れる案件だけど、浅沼くんも参加する？」

「あ、いえ……すみませんっ」

　浅沼くんに問いかけたときの係長が、ひどく冷たい顔をしていたというか──視線や表情から殺気のようなものを感じたので、ちょっと怖かった。

　当の本人はもっと恐ろしかったのだろう。声を震わせながら謝っている。

「──み、瑞原さん、係長と残業だったんですね。大変なときに誘っちゃってすみません」

「ううん。こちらこそごめんね。また今度」

「瑞原さん、会議室に行こうか」

　身を竦ませ、完全に心ここにあらずな浅沼くんを差し置いて、係長が私を促した。

「しょ、承知しました」

　私は速やかに席を立つと、その場に浅沼くんを残し、係長と一緒にフロア内の外れにある会議室へと向かった。




「ありがとうございました」

　会議室の扉を閉めてすぐに、私は係長を向いてお礼を言った。

「あの、私が断りやすいように助けてくれたんですよね。本当に助かりました」

「……いや」

　扉のすぐそばにはホワイトボード。部屋の中心には円卓と、周りに椅子が置かれている。彼はそのなかのひとつを引いて座ってから、妙に落ち込んだ様子で私を見上げる。

「ああ言った手前ここに来るしかなくて……動きにくくしてしまって、逆に申し訳ない」

「そんなことないです」

　彼があの場に現れてくれなかったら、断る口実も思いつけず、約束を取り付ける事態に陥っていたかもしれない。

　私が両手を振って言うと、係長はふうっと思いため息を吐いた。

　……係長の様子が、なにか変だ。

　彼をまじまじと見つめ言外に訊ねてみる。と、私の視線に居心地の悪さを感じたのか、不本意そうに口を開いた。

「……白状すると、会話に割って入ったのは助けるというより、瑞原さんが浅沼くんの誘いに乗ってしまうかも、と心配になったからで……」

「どういう意味ですか？」

「いや、真面目な君のことだから、約束は守ってくれるだろうとは信じていたけれど……浅沼くんも君をどうにか連れ出したくて必死なようだったから。もし、万が一にでも彼に付いて行ってしまったらと思ったら、ああいう言い方になってしまった」

「……係長」

　つまり、私を引き留めるために、咄嗟に対応してくれたということか。

「なに言ってるんですか。今日は事前に係長とお約束していましたから。破ったりなんかしませんよ」

「……そう。ならいいんだけど」

　私が明るく笑って言った直後、眉間にしわの寄った厳しい彼の表情が、ホッと綻んだのを見逃さなかった。

　──そのリアクション、かわいすぎる。ようは、私が浅沼くんに取られると思った、ってことだよね？

　もしかしてだけど、嫉妬してくれたんだろうか……？

　いや、まさかね。……さすがにそれは考えすぎか。

　だとしても、クールな係長に限ってこんなきゅんとするようなことを言ってくれるなんて思っていなかったから、いい意味で不意打ちだった。

「とにかく、少し時間を稼いだら出よう。目的地に向かう前に、軽く食事でもしようかと思ってるんだけど、付き合ってくれる？」

　彼自身も照れくさいのか、さきほどまでの話を強引に終わらせてしまうと、いつもと同じ淡々とした口調でそう提案してくれる。

「もちろんです。すっごくお腹空いてました」

　今夜の宿は私が調べて決めた。オフィスから電車一本で行けるけれど、ほどよく離れている大きなターミナル駅のそばにあるラブホテル。彼にも場所は共有済みだった。

　軽くお腹を押さえる仕草をしながらよろこんで見せると、係長がからかうように笑う。

「お腹の虫が鳴らないように、ちゃんと食べておかないと」

「そ、それは忘れてください……！」

　前回のことを引き合いに出されて、途端に恥ずかしくなる。慌てる私を見て、彼は満足そうに微笑んでいる。

「ちょうど一緒に行きたい店があるんだ。気に入ってくれたらいいけど」

「楽しみです」

　ディナーからのホテルだなんて、まるでカップルのデートコースみたい。

　私は期待に胸を膨らませながら、もうしばらく会議室で過ごしたあと、ふたりでこっそりとオフィスを出たのだった。




　係長が連れて行ってくれたのは、今回利用する予定のラブホテルの近くにあるイタリアン。私が白ワインが好きだと話していたのを覚えてくれていたらしい。

　そこでチョイスしたのは、軽めのアラカルトとグラスワインの白を二杯。お料理もお酒もとてもおいしかったので、もう少し堪能したい気もしたけれど、先の予定が決まっているため、あまり満腹にならないうちに切り上げた。

　そして本題へ。人生二回目のラブホテルは、前回よりもかなり心にゆとりを持って入室することができた。

　前回同様、ラグジュアリーな雰囲気が漂うホテルを選んだので、客室の内装も清潔感のある似通った空間だった。

　──ここからは、私もギアを入れなおさなくては。

「ホテルに入ったので、俊哉さんって呼ばせてくださいね？」

　間接照明のムーディーな明かりが照らすダブルベッドの前。彼のスーツの背中にそっと抱き着きながら、私が言った。

　普通のカップルのようなデートのあとだから錯覚してしまうけれど、私はあくまで先生役に任命されたに過ぎないのだから、それを忘れてはいけない。

　今夜のために、二週間前から練りに練ったプランを実行するときがついにやって来たのだ。それをスムーズに完遂しなくては。

「っ……」

　俊哉さんがドキドキしてくれているのが、彼の胸の前に回した手のひらから伝わってくる。

「私のことは、なんて呼ぶんでしたっけ？」

「……咲良」

「そうです。ちゃんと覚えてて偉いですね」

　私はまるで幼い子どもに言い聞かせるみたいに言った。

　上司である俊哉さんにこんな失礼とも取られかねない態度を取るのには、もちろん理由がある。

　経験の浅い私が思うに、先生役の必要最低条件は、やはりイニシアチブを取ることだと思う。

　ではどうしたらイニシアチブを取ったことになるのか。いろいろと調べて辿り着いたのが、相手に言葉で自分の優位性を伝えること。「あなたより私のほうが上ですよ」と、行為の最中に繰り返し伝えていくことなのではないかと考えたのだ。

「じゃあ、俊哉さん──さっそくですけど、お風呂に入りましょうか。一緒にシャワーを浴びましょう」

　そのままの体勢で私が告げると、彼が一瞬息を呑んだのがわかった。

「一緒に？」

「はい。……私の身体、流してもらってもいいですか？」

　本音を言うと、私のほうが冷静でいられなくなりそうで恥ずかしいのだけど──世のカップル同士は一緒にお風呂に入ることも多いようだ。

　それに、俊哉さんの言う『女性に対する経験値を上げる』という部分に関しても有効そうだと思ったので、勇気を出して誘ってみたというわけだ。

「……もちろん」

　手のひらに伝わる鼓動が速くなる。私はわざとくすくすと声を立て、笑った。

「想像してドキドキしてきました？　……かわいいですね」

　イニシアチブを取るには言葉責めも有効とのこと。あの『スーパードＳ』の俊哉さんに対して畏れ多いと思いつつ、私は意識的に煽るような言葉を選んで続けた。

「きっとバスルームではもっとドキドキしちゃいますね。……私のことも、ドキドキさせてくださいね？」

「っ……」

　顔こそ見られないものの、彼の気持ちがさらに高ぶっているのが窺えた。

　──よかった。その反応を見る限りでは、順調に運んでいるみたいだ。

　私たちは客室のベッドの脇に荷物を置くと、早々に浴室へと向かった。

「……じゃ、脱いじゃいましょうか」

　軽い口調で言って見せたけれど、私はすでに心臓がバクバクと音を立てるくらいに緊張していた。

　彼とセックスをしてから二週間も空いているから、裸を見られるのが恥ずかしい。一度見せているから全然平気──と思えるメンタルならよかったのに。

　でも、ここで躊躇しては慣れていないのがすぐにバレる。男慣れしている『いい女キャラ』なら、形ばかりの恥じらいは見せつつも、潔く脱いで肢体を晒すだろう。

　私は羞恥心を殺してブラウス、スカート、キャミソール、ストッキングの順に脱いでいく。残っているのはブラとショーツだけだ。

　今回はホテルに来ることがわかっていたので、新調した下着を身に着けてきた。上下薄いピンク色で、繊細な白いレースに縁どられたブラセット。俊哉さんにとって今の私は『遊んでいる女』というイメージが強いだろうから、少しでも相殺できることを祈って、清楚なデザインのものを選んだ次第だ。

　……下着は男性に脱がせてもらうといい、って情報を見かけたけれど、まだそこまでの勇気は出なかった。行動に移すには、それこそもう少し経験値が必要な気がする。

　覚悟を決めてブラとショーツを脱ぐと途端に心細くなるけれど、私は平静を努めて彼の方を向いた。

　俊哉さんはまだ、脱衣所に着いたときと同じ状況だ。

「脱がないんですか？」

「あ、いや」

　俊哉さんが衣服を脱ぐ私を見つめているのに気づいていながら、私はわざとそう訊ねた。無意識だったと言わんばかりに、彼がネクタイの結び目を解き始める。

　ワイシャツ、スラックス、靴下などを取り払い、残るは下着のみ。少しずつ生まれたままの姿に近づいていく俊哉さん。

　──うわ……改めて見ても、惚れ惚れするくらい、すごくいい身体してる……。

　二週間前、この逞しい身体に何回も抱かれたんだな。それこそ、途中で意識が飛んじゃうくらい。

　……うわわ、思い出したら恥ずかしくなってきた……！

　シンプルな黒いボクサーショーツを脱ぐと、ぶるんと弾けるように飛び出てくる男性の象徴。まったく触れていないというのに、力強くそそり立っている。

　相変わらず、思わず二度見してしまう大きさだ──って、男慣れしてる設定なんだから意識しちゃだめだ。

「眼鏡も外しちゃいましょう」

　最後に彼のトレードマークである眼鏡を外して、アメニティが並ぶチェストの上に置いた。そのまま、彼をバスルームのなかに促す。

　前回同様、広すぎるくらいのその空間。縦長の大きなバスタブにお湯を溜めている間、洗い場の真ん中に、隅に置かれていた椅子を出す。

「私が洗ってあげますね。そこに座ってください」

　言われるがまま椅子に腰を下ろす俊哉さん。シャワーのお湯で彼にかけ湯をしたあと、私はその背後に回った。

　整列されたボトル群のなかから、ボディソープを選んでそばに置くと、ワンプッシュして手に取り、もこもことした泡を作る。

　──本当にこれをやるのかと、いざ彼を目の前にすると挫けそうになるけれど……もういいや。どうにもなってしまえ。

　私は意を決してその泡を自身の胸元に塗すと、バスルームの床に膝をつき、彼の背中に膨らみを押し付けて上下に滑らせた。

「っ、咲良……!?」

　俊哉さんが驚いて振り返ろうとするのを、彼の腹部に腕を回すことで阻止する。そのまま、膨らみを使って背中を磨き始める。

「っ、ふ……気持ちいいですか？」

　上半身を動かしながら問いかけると、彼は小さく「ああ」と答えた。

　自分の身体を使って洗うというのは、当然ながら私が思いついたアイデアではない。

　俊哉さんと過ごすに当たって、前回よりも印象に残るようなことができないかと考えて情報を集めていたところ、そういうエピソードを見つけて「これだ」と思った。

　身体が触れ合うのは恥ずかしいけれど、これなら顔を見られなくて済むし、なにより『教えてる感』が出せると思った。

「タオルで洗うよりずっとよくないですか？　……背中に当たってるの、っ、は……わかりますよね？」

　慣れてる風に訊ねているけれど、こんな大胆なことするのはもちろん初めてだ。

　上手くできているのかわからないけれど、一度始めてしまったのだから、堂々とやりきるしかない。

「っ……！」

　効果は絶大だった。受け身なはずの俊哉さんの吐息が、はあはあと荒々しいものに変化していく。

「俊哉さんの背中を、私の……お、おっぱいが擦れてるの、よく見えますよ……？」

　もっと彼を感じさせたい。淫語を使うのは有効と書いてあるのを見た。耳元でいやらしい言葉を選んで囁きながら、彼の性感を高めていく。

「ん、ふぅっ……はぁ、ぁあっ……」

　敏感な胸の先がぬるぬるの背中に擦れてぞくぞくする。

　俊哉さんを気持ちよくするための行為なのに、私のほうが気持ちよくなりつつある。それだとあまり意味がないんだけど──

「こっちも洗っちゃいましょうね」

　余裕がなくなりつつあることを悟られたくなかった。早く俊哉さんを追い立てたい一心で、私は動きを止めると、そのままの体勢で彼の屹立に手を伸ばした。

　──すごく熱い。それに、ボディーソープで洗っているわけではないのに、もう先がぬるぬるしてる……。

　ちゃんと興奮してくれている。私は嬉々として張り詰めた怒張を握り込み、扱き始める。

「……今日も暑かったですよね。まだ七月なのに三十度超えばっかりで……八月になったらどうなっちゃうんでしょう」

　バスルームのなかで、くちゅくちゅと淫らな音が反響する。世間話ができる平静さを装いながら、手のなかの熱さや硬さにドキドキしながら愛撫を続けた。

「そう、だね、っ……」

　彼もそんな私の調子に合わせようとするけれど、強い快感のせいか声が上ずっている。

　──そういう切羽詰まった反応見せられたら……加虐心が刺激されて、もっといじわるしたくなっちゃう……！

「俊哉さんの……私の手のなかでびくびく跳ねてます。ここをきゅっきゅって擦られるの、好きなんですか？」

　男の人は、先の少し括れたところが気持ちいいことが多いと聞いた。得た情報に従い、その場所を優しくて丁寧に刺激していく。

　愉悦に耐えるのに精いっぱいらしく、彼からの返答はない。

「……教えてくれないんですか？」

「っ、あ」

　答えを促すべく、括れを扱きながら笠や鈴口の部分も同時に撫でた。すると、毛色の違う悦びに、切なげな声がこぼれる。

　──今の声、すごくセクシーで、ドキドキする。

「かわいい声出ましたね。聞こえちゃいました」

　私は自身が高ぶっていくのを感じながら、彼の耳元で思わせぶりに囁く。

「──もっと聞かせてください。俊哉さんのえっちな声、たくさん聞きたいなぁ……」

　ただでさえ存在感のある手のひらのなかの剛直が、余計に質量を増した。

　俊哉さん、私の言葉責めで気持ちよくなってくれてる……！

「ね、今日の約束、待ち遠しかったですか？」

　興が乗って、私は根元から先端までを大胆に扱きながらさらに問いかける。

「私は……待ち遠しかったですよ。二週間前からずっと。……さっき、浅沼くんと話をしてるときも……俊哉さんとセックスすることばっかり考えてました」

　淫靡な台詞を紡ぐのは恥ずかしいけれど、それ以上の激しい快感を覚えていた。彼を愛撫しているはずなのに、自分が愛撫を施されているかのような感覚さえある。

　──どうしよう。私、このシチュエーションにすごく興奮してしまっているみたいだ。

「あれ？　……もしかして、もう出ちゃいそうなんですか？」

　興奮を覚えているのは俊哉さんも同じみたいだった。

「黙ってたってわかりますよ。だって今にも破裂しちゃいそうなんですもん」

　それまでよりもさらに太ましく育った熱塊は、涙をこぼすように先端から先走りを溢れさせ、解放のときを待ちわびている。

　回復の早い彼のこと、ここで一度果ててもらっても構わないのだけど……。

「──でもまだだめです。ここはお風呂なんですから、出るまで我慢して？」

　プレイの主導権は私にある。そう示すためには、焦らしてみるのも悪くはないと思った。

　薄く笑みながらそう囁いたあと、立ち上がってシャワーのノズルを手に取り、お湯を出した。もちろん、彼と自分の身体を洗い流すためだ。

　泡で白くなった背中や自身の胸を流したあと、シャワーのお湯を止めた。すると。

「っ、咲良──」

「！」

　堪らないとばかりに振り返った俊哉さんが、強引に私の唇を奪った。

「あ、む──ん、んんっ……ふぅっ……」

　噛みつくように深く唇を重ねながら、舌を差し入れ、歯列や口蓋を舐め上げてくる。

「とし、やさ……っ、息、できな──んはぁっ……！」

　衝動のままの荒々しいキスは、苦しいのに甘くて、しばらくされるがままになっていたのだけど──呼吸が上手くできなくなって、強めに彼の胸を押した。私の意図が伝わると、俊哉さんはやっと唇を離してくれる。

「っ、は──悪いが、やられっぱなしは性に合わない。……俺にも、咲良を気持ちよくさせて」

「あぁっ!?」

　彼は椅子から立ち上がると、まだキスの余韻でぼうっとしている私の身体を抱えて、椅子の上に下ろした。そして自身は床に両脚を着いて、私の顔を覗き込む。

「この間の復習。ちゃんとできてるか、チェックしてくれる？」

　欲望を帯びた瞳で私を見つめながら、私の両脚を大きく開いた。そうして剥き出しになった秘裂に、指先で触れてくる。

「ふぁ、んんっ……！」

「俺をさんざん煽ってたくせに、自分もとろとろじゃないか」

　熱を孕んだ声での指摘に、私は全身が熱くなるくらいに恥ずかしかった。

　──ただ俊哉さんに触れていただけでこんなに反応してしまっているなんて。

「ほら、ぬるぬるしてるのが溢れてる」

　入り口から滴る快感の証を襞に塗り広げるみたいにして、俊哉さんが刺激してくる。敏感な粘膜を直接的に弄られて、腰がびくびくと跳ねてしまう。

「だってっ……と、俊哉さんがいやらしく触る、からっ」

「触れ方を教えてくれたのは咲良だろ？　こうして、優しく撫でられるのが好きなんだっけ？」

「あっ、あっあっ！」

　蜜を纏わせた指先を第二関節まで埋め込むと、浅いところを優しく引っ掻くように撫でてくる。ひと晩で私の気持ちいいポイントを的確に捉えたらしい彼は、教えた通りの絶妙な加減で確実に私を追い詰めてくる。

「すごいな……もうぐしょぐしょ」

「い、言わないでぇっ……」

　少し触れられただけでも、お尻の下を濡らすくらいの愛蜜が溢れていた。

　自分でも、どうしてこれほど感じてしまっているのかわからない。俊哉さんに愛撫されているのだと思うと、身体がどうしようもなく敏感になって──制御できないのだ。

「ここも硬く勃ち上がって……摘まみやすくなってる」

「んんん～～～っ……!!」

　刹那、下腹部に得も言われぬ悦楽が駆け抜けていった。

　彼の手によって露出させられた秘芽を指先で扱かれたのだ。思考能力を奪われる快感によって、私ははしたない声を上げて見悶える。

「──だ、だめぇっ……それ以上触れたらっ……」

「触れたら、なに？」

　わかっているくせに、俊哉さんは知らないふりをして赤く腫れた粒を指の腹で転がしている。

　──あ、だめっ……気持ちいいところ、そんなにぐりぐりしたらっ……！

「私、すぐにっ……んぁ、やぁあああっ……!!」

　一瞬にして絶頂の波に搔っ攫われた私は、両脚を開いたまま小刻みに身体を震わせた。

　下肢から突き上げられるような喜悦が止むと、目の前の彼が私をそっと抱き留めてくれる。

「気持ちよかった？」

「っ、はぁ……」

　今はまだ口を利くだけの余裕がなかった。うなずきつつ、シャワーで濡れた逞しい胸に身体を預ける。

　──俊哉さんの心臓……壊れちゃいそうなくらいドキドキしてる。

　そのとき「咲良」と呼びかけられた。ほんの少し身体を離して、彼を見上げる。

「──咲良にたくさん焦らされて、もう限界。ナカのほうも、復習させてくれる？」

「ぁ……」

　またあの目だ。肉食獣のような、獲物をほっしている獰猛な瞳。

　映っているのはもちろん──私だ。

「……来て。俊哉さんっ……」

　──俊哉さんに食べられたい。私の身体のなかに、挿入ってきてほしい。

　私はごくりと喉を鳴らしながら、その猛り立つ瞳をうっとりと見つめたのだった。




「大丈夫？　痛かったら言って」

「だい、じょうぶですっ……」

　バスルームの大きな鏡の前に手を着いた私は、今まさに後ろから彼を受け入れているところだった。

　避妊具越しの怒張が、みちみちと音を立てながら内壁を押し広げ、侵入してくる。

「んっ、あはぁっ──」

　腰を両手でがっしりと掴まれ、最奥まで一気に貫かれると、その衝撃に思わずはしたない嬌声がこぼれた。

「っ、……ナカ、吸い付いてくるっ……」

　屹立を窄まりにぎゅうっと押し付けながら、俊哉さんがぶるりと震えた。呼吸を大きく乱しながら、快楽に耐えるかのごとくそこで動きを止めた。

　──膣内で目いっぱいに膨張したものが、どくん、どくんと脈打っているのがわかる。

　俊哉さんは片手で腰をしっかりと支えつつ、もう片方の手でお臍の下から恥丘にかけてをするりと撫でた。

「ここに全部挿入ってるんだな──俺の。こんな狭いところ、いっぱいに広げて」

　彼の言う通り、その内側では彼の逞しいものをぎっちりと咥え込んでいる。

　身体のなかに俊哉さんがいるということを改めて示されると、羞恥と劣情の熱によって、彼と触れ合う下肢がどろりと溶けて行きそうだった。

「……動いていい？」

　何度か深呼吸をしたあと、俊哉さんが短く訊ねる。

　膣内が彼の形に馴染むまで待ってくれていたのか、それとも彼自身がすぐに達してしまいそうだったのかはわからないけれど、内壁はさらなる刺激がほしいとばかりに、無意識のうちに収縮を繰り返していた。

「は、はいっ……」

　私は迷わずうなずいた。

　むしろ動いてほしい。つながっているだけでも気持ちいいのに、この上抽送が始まったら──二週間前のあの夜みたいに、前後不覚になるまで蕩けさせられてしまうのだろうか。

「あっ、あ──はぁんっ……あっ……！」

　そんな期待を抱いたところで、律動が始まる。私は自分の身体を支えるために、鏡に着いた両手に体重を預けた。

「あんっ、あぁっ──はぁあっ……ふぁっ……！」

　こつん、こつんと窄まりをノックされるたびに、否応なしに嬌声が出てしまう。恥ずかしいのに、止められない。

「いやらしい声。奥突かれるの好きなんだっけ？」

　俊哉さんは私の反応に気をよくしたのか、少し笑いながら言った。

「イイっ……俊哉さんのに、奥っ……抉られると、頭、痺れてっ……！」

　この体勢だと、いつもよりも奥まで届いてまた違う快感が迸った。

　前回、後背位では一度しかしていないのに、彼はその一回で要点を掴んでいるらしい。動きもスムーズだし、力任せに腰を打ち付けるのではなく、どこが擦れたら私が気持ちよくなれるかを考えてのピストン運動だ。

　オフィスでの彼を見ている限り、なにごとにおいても勘のいいタイプの人だとは思っていたけれど──セックスでも学習能力が高すぎて、こちらは翻弄されっぱなしだ。

「そう。ならもっとよくしてあげる──」

　そう宣言すると、俊哉さんが行き来する間隔が狭くなる。

「あぁ、やぁっ……！」

　──奥も当たってイイけど……腰をぐっと引かれると、お臍の下の浅い場所をぐりっと刺激されて、そっちも気持ちいいっ……！

「咲良の感じるところ……っ、く……ちゃんと、覚えてるだろ？」

　奥と手前側、両方が擦れるように抽送を続ける俊哉さんが、軽口を叩いた。

「あんなに抱き合ったんだからわかるよ。……突かれながら、ここ……弄られるのも大好きなんだろ？」

「やぁっ、それだめぇっ……！」

　「ここ」と言いながら、片手を接合部に移動させ、秘芽を剥いてころころと転がしてみせる。脳天に突き刺さるような鮮烈な悦びに、私はびくん、と跳ねながら大きな声を出した。

「……咲良は本当に気持ちがいいと『だめ』って言うんだよね。本当は、もっと……してほしいくせに」

「ふぁ、ああっ──！」

　行為の最中のくせまで見抜かれて、私はなお恥ずかしくなった。……その通りだから、なにも言い返せない。

「ほら、前見て。……感じまくって気持ちよさそうな顔、全部映ってる」

　腰を支えているほうの手で軽く肌を打たれ、鏡を見るように促される。

　快楽を追いかけるのに必死で、まったく注目せずにいた鏡のなかを覗いてみる。

　──うそ。これが私？

　頬が紅潮して、瞳は生理的な涙で潤んで。唇は半開きで……とても淫猥な表情をしている。

「……そんな顔見せつけられると堪らないな」

「あああっ！」

　そそられたと言わんばかりに、彼が再び両手で力強く腰を掴んだ。つながったまま私の脚の片側を大きく開き、膝の裏に手を差し入れて律動のスピードを速める。

「それ深いぃっ……だめ、だめぇっ……！」

　片側を開脚した分接合がより深くなる。片脚で立たされる心もとなさはあるものの、背後で俊哉さんがしっかりと支えてくれているため、怖いとは感じなかった。

　──なにこれ……さっきまで当たらなかった場所が擦れて……すごく気持ちいいっ……！

「咲良の『だめ』は信用できないからな。これ、気持ちよくない？」

「あぁ、んんっ……はぁああっ！」

　恍惚のあまり頭が真っ白になってしまって、言葉が出てこない。

　──俊哉さんってば、こんな体位どこで覚えたの？　前回はこんな深くまで責めてこなかったくせにっ……！

「どうなの？　咲良、気持ちいい？」

　ろくに答えることもできないまま、ただ喘ぐことしかできない私の膣内を激しく貫きながら、俊哉さんが促してくる。

　こんなの、本当にだめ──……快感が強すぎて壊れちゃうっ……！

「……っ、あ、気持ちいい、気持ちいいからぁっ──や、あああっ、私、わた、しっ……！」

　イイところをとことん刺激され、もうおかしくなりそうだった。

　私は許しを乞うかのようにそう言うと、言外に限界が近いことを告げる。

「いいよ、イッて。俺ももう、イくからっ……！」

「あああああっ！」

　それまでよりもずっと激しさの伴った抽送に、下肢が、脳が電撃を浴びたかのように痺れる。

　──気持ちよすぎる。どうしてこんなことになってるんだろう？

　私がイニシアチブを取って先生役をするはずだったのに、いつの間にか立場が逆転してしまっているのはなんで？

　身体でも、言葉でも、俊哉さんにいじめられてる。気持ちいい場所、全部──こんなことされたら、私、私っ……！

　悦楽が飽和して、一気に絶頂感が高まる。

「俊哉さん、イくっ──イッちゃ……ふああああああっ……!!」

　次の瞬間、私は鮮烈な感覚に抗うように大きな声を上げながら、高みに上り詰めた。快感に痺れているうちに、膣内がきゅんきゅんと収縮するのがわかる。

「咲良っ……！」

　するとそれが呼び水になったのか、俊哉さんもまた膣内で果てた。薄い膜越しに欲望を放ったあと、ずるりと怒張を引き抜く。

「あ、は──……今の、すごかったぁ……」

　手も脚も疲労でぷるぷるする。酸素を貪りつつ感嘆してへたり込んでしまう私を、俊哉さんがその場に屈みこんですぐに支えてくれる。

「俺も……気持ちよかった」

　心地よい疲労を伴う声は、どこか優しく聞こえる。彼は瞳を細めると、私の顔を覗き込んだ。

　行為の間、ずっと眺めることができなかった彼の顔を見つめていると、安らぎとときめきとが同時に湧き上がってきて──素直に幸せだな、と思えた。

「んんっ……」

　見つめ合った私たちは、どちらからともなくキスを交わした。

　さっき交わしたそれとは違う、お互いの舌をじっくり味わうような口付けには、心の深いところを温かく満たしてくれるような、穏やかなよろこびがあった。

「──でも、こんなんじゃ足りない。もっと咲良がほしい」

「っ……で、ですよねっ……」

　彼の下腹部でぐぐっと上を向く熱杭の存在に気付き、私は赤面しながらうなずいた。

　俊哉さんが一度や二度果てたくらいでは満足しないことは、前回のうちに痛いほどわかっている。だから私もそのつもりで、さまざまな手練手管を準備してきたのだ。

　──でも、いきなり彼のペースでことが運んでしまったところを見るに、前途多難だな……。

　私の直感はズバリ当たることとなり、数時間かけて徹底的に抱き潰されてしまうとは──このときの私はまだ知らないのだった。
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「身体、平気？」

「はい、なんとか……」

　お風呂でもベッドでも、さんざん俊哉さんに奪われつくされたあと。前回そうだったように、体力の限界でダウンしてしまった私は、ダブルベッドに横になり、彼に介抱されているところだった。

「水いる？」

　ベッドを椅子代わりに腰掛けている俊哉さんが、ここへ立ち寄る前に購入した水のペットボトルを手に取って、気遣わしげにそう訊ねてくる。

「ありがとうございます。今は大丈夫です」

「そう」

　丁重に断ると、彼はそれを目の前のローテーブルのうえに置いた。

　俊哉さんってば、つくづく体力オバケだ。片手では収まりきらないほど果てたというのに、そんなのまるで影響ないみたいに、平然と振る舞っている。

　これじゃ、相対的に私がひ弱みたいに見えてしまうかもしれないけれど──決してそんなことはないはずだ。むしろ、よく対応しているほうだと思っている。

「ごめん。際限なく求めてしまって……」

　疲れ切った私の様子に、彼も自分がアブノーマルであると理解しているらしい。私の方を向いて、申し訳なさそうに謝った。

「俊哉さんって容赦ないんですもん。私、明日ちゃんと歩いて帰れるかな」

　彼を責めるつもりはなかったけれど、この程度の恨み言は許してほしい。

「……歩けなかったら、俺が抱き上げるよ」

　彼は困惑した表情を浮かべて少し考え込むと、大真面目にそんなことを言い出した。

「ホテル出てからずっとですか？　それはさすがに恥ずかしいなぁ」

　いくらなんでも目立ち過ぎだろう。想像して思わず噴き出してしまう。

　私が笑う様子を見て、俊哉さんも安堵して微笑んだ。

「よかった。……今度こそ本気で怒らせたと思った」

　限界まで抱き潰してしまったことに対してだろうか。でも。

「だとしたら前回のときに怒ってますよ」

「それもそうだ」

　私が鋭く突っ込むと、彼は苦笑してすぐに納得した。

　その絶倫っぷりに毎回驚きこそすれ、怒りを覚えたりはしない。……まぁ、加減できるのであればしてほしいとは思うけれど。

「……今後は十分に気を付ける」

　声のトーンが沈んでいて、彼が反省しているのが手に取るようにわかった。

　『スーパードＳ』の俊哉さんが、そんな理由で落ち込んでいるなんて。絶対に言えないけれど、もし弥々ちゃんが知ったら、面白がってもっとよからぬあだ名をつけるに違いない。

「そうしてください。このまま行くと、相手の女の子がびっくりしちゃいます」

　言いながら、密かに左胸がずきんと痛む。

　──私以外の女の子を抱いているところを想像するの、すごくいやだな……。

　なんて思っても仕方がないのに。だめだめ。独占欲なんか出しちゃ。

　私は俊哉さんの彼女じゃない。彼はいつか出会うだろう本命の彼女のために、女性経験を積んでいる。私は、その練習相手に選ばれているだけなのだから、それ以上を求めてはいけないのだ。

「──もし、本気で悪いと思ってるなら、ひとつお願いを聞いてもらえませんか？」

　自身を戒めているうちに急に寂しくなってきてしまった私が、俊哉さんにそう切り出す。彼は不思議そうな顔をして首を傾げた。

「……なに？」

「俊哉さんのこと、抱き枕にしてもいいですか。……えっと、私、そうじゃないと寝つきが悪くて」

　取って付けたような言い訳を口にしながら、彼の反応を窺う。

　せめて俊哉さんのとなりで、彼に触れながら眠りたい。俊哉さんにとって特別な存在になるのは無理でも、そばで眠るくらいなら──許してもらえないだろうか。

　彼は私のお願いを聞いた直後、きょとんとしていたけれど、すぐにふっと表情を綻ばせた。

「そんなのでいいなら、いくらでも」

「……あ、ありがとう、ございます」

　うれしい。今夜はいちばん近くに彼を感じながら眠りにつけるんだ。

「もういい時間だね。寝ようか」

「今何時ですか？」

　ベッドボードに置いていたスマホで時刻を確認した俊哉さん。彼に画面を見せてもらうと、すでに三時を過ぎていた。

　こういう施設には時計が設置されていないと知ったのは、つい最近だ。言われてみれば、前回のホテルでも見かけなかった気がする。

　明かりを消した彼が、私のすぐとなりに潜り込んできた。私は緊張しながら、向かい合う彼の身体を抱き着いた。

　ほんの少し前は、もっと大胆でいやらしいことをしていたくせに、ただのハグのほうが勇気が要るなんて、おかしいのかもしれない。

　──俊哉さんの身体、大きくて、温かくて安心する。

　俊哉さんの胸に頭を乗せ、彼の体温を全身で感じていると──彼の両腕が私の身体を包み込み、優しく抱きしめてくれる。

　……あぁ、このまま時が止まったらいいのに。

　私、俊哉さんが好き。大好きだ。セフレみたいな関係のままで終わりたくない。

　でも、どうしたらこの状況を打破できるのかがわからない。なにかしら方法はあるのだろうけれど、今の私にはまったく思いつかなくて……。

「おやすみ、咲良」

「おやすみなさい……俊哉さん」

　明日ホテルを出れば、またしばらくの間、ただの上司と部下に戻る。

　ならばそれまでのわずかな時間だけでも、彼を独占していたい。

　私は彼の規則正しい寝息と温もりを感じながら、まどろみに落ちて行ったのだった。
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　夏が終わり、秋になりつつあった。

　私と係長がひょんなところから関係を持つようになって二ヶ月。まだまだ暑さの収まらない、九月の上旬のある夜、私は旦那さんが飲み会だという弥々ちゃんと、仕事帰りに夕飯をともにしていた。

　駅前にあるアイリッシュパブは、おしゃれなのにリーズナブルなドリンクとフードがウリだ。会社の女の子と飲みに来るときは、ここを利用することが多い。

　弥々ちゃんは自身を酒豪と称するお酒好きだ。チョイスもアイリッシュウイスキーをロックで、という渋さ。

「ね、咲良。例の、友達以上恋人未満な彼とはその後どうなの？」

　お酒も食事もそこそこに進んだところで、ロックグラスを手元で軽く揺らす彼女が、思い出したように訊ねた。

「あー……うん、現状維持、かな」

　そういえば弥々ちゃんには、名前こそ出さないものの係長の話をしていたかもしれない。

　私はこの二ヶ月を振り返りながらコンパクトに答えた。

「えー、咲良らしくない。好きなら早く付き合っちゃえばいいのに。あ、ひょっとして浅沼くんに心変わりしたとか？」

「まさか」

　私はきっぱりと否定した。

　係長が牽制してくれてからというもの、浅沼くんは気まずさを覚えたのか、それとも係長の鋭い眼差しがトラウマになったのか、あまり私に近寄らなくなった。

　私としては助かったし、ありがたかったのだけど、以来、係長はもちろん、私を見る目にも怯えが交じっているような気がして──なんだか可哀想な気もする。

「じゃ、駆け引きを楽しんでる最中とか？」

「ま、まあそんなところ」

　そうに違いないとばかりの口調で訊ねられたので、肯定せざるを得なかった。

　係長とは、あのあと二回ほど逢瀬を重ねたけれど、これ以上は続かないかもしれない、と思っているのが正直なところだ。

　私とセックスするまで女性を知らなかった彼は、最後に関係を持ったときにはすっかり扱いに慣れ、愛撫も上手くなっていた。つい最近まで経験がなかったなんて、誰も信じないだろう。

　よろこばしいことではあるけれど、それは私と会う理由がなくなるのと同じことだ。

　私は係長に性的な手解きをするため、彼に会っていたのだ。けれど経験や自信を積んだ今、その必要はなくなった。

『俺ももう三十一で、結婚を考える歳だし……これまで以上に恋愛に積極的にならないといけないから』

　係長はいつかそう言っていた。恋愛や結婚を見据えているからこそ、女性を知りたいのだと。

　彼は、自らの望む未来に向かってステップアップしようとしている。ここから先は、身体だけの関係の女はいらない。係長が求めているのは、愛情を注げる恋人、そして婚約者。……私の役目は終わったのだ。

　次の約束は今週末。今回の逢瀬も係長から是非にとのことだったけれど、この関係を彼の方から申し出た手前、「もう大丈夫」とは言い出しにくくなっているだけだったりして。

　もしくは「今までありがとう」と引導を渡されるのかも……。

「さすがモテ女だなぁ～。相変わらずやるね」

　言葉通りに受け取った彼女は、いつものように私を持ち上げてくれる。

「……本当にそうならよかったのに」

　密かに落ち込んでいる私は、思わず自嘲的な言葉を口にする。

「え、今なんか言った？」

「ううん、なんでもない」

　吐息交じりに放ったつぶやきは、はっきりとは聞こえなかったようだ。

　──いけない、いけない。暗くなっちゃ。私は声のトーンを明るくして言った。

　私が本当にモテ女なら。男性の心を操るテクがあったなら、こんな風に悩んだりはしなかったのだろうな。

「にしても、咲良が男のことで悩んでるの、けっこう珍しいよね」

「そうかも」

　今までは悩むような相手がいなかったせいだ。だから、誰かに愚痴をこぼしたり、相談をすることもなかった。

　私はグラスワインの白を呷ってうなずきながら、また係長のことを脳裏に浮かべていた。

　最初がそうだったからか、彼とはどこかで軽く飲んでからホテルに行くのが定番になっている。お店はいつも係長が選んでくれているけれど、毎回おいしいワインを揃えているところに連れて行ってくれるのがうれしい。

　……『スーパードＳ』と周囲から恐れられている係長が、私をよろこばせようとしてくれているのが伝わってきて、なおさら好きになってしまうのだ。

「で？　その悩みってなんなの？」

　ロックグラスの中身を舐めるように飲んだ後、弥々ちゃんがじれったそうに訊ねる。

「──ほら、釈迦に説法するわけにはいかないけど、聞くくらいならできるからね」

「弥々ちゃん……」

　私が深刻に悩んでいることが伝わったのか、冗談交じりにではあるけれど、彼女が優しい言葉をかけてくれる。

　相手は同じ部署の係長だから、彼女には言いにくいけれど……ひとりで悶々としているのにも限界を感じていた。私は、頭のなかで選んだ言葉を何度も精査しながら、「あのね」と口を開く。

「今までその彼とは、会うための理由があったんだけど……それが最近なくなってきちゃったっていうか……」

「そうなんだ。理由がないと会いづらい関係ってこと？」

「逆に言うと、その理由ありきで会ってたんだよね。だからそろそろ、ふたりで会うことさえも難しいのかもって思い始めてる」

　要点だけをまとめて伝えてみるけれど、思いのほかまどろっこしい。弥々ちゃんもおそらくそう感じているだろうけれど、そんなことは態度に出さず、顎に手を当てながら「うーん」と小さく唸った。

「……そっか。ちょっとどういう状況なのかわからないけど……会えなくなるのはつらいし、いやだよね。どうにかできないの？」

「それを考えてるんだけど、なかなか思いつかなくて……」

　私としても、彼を本気で好きになってしまった以上、すんなりとは諦めたくない。

　だからこの歪になってしまった関係を、どうにか前向きなものに変換できないかを考えてみたりもした。先生役としての逢瀬が終わっても、距離感が縮まったことを利用して、仕事の相談を持ちかけて会う口実にするとか。共通の趣味や嗜好を見出して、気の合う友人としての実績を作って、改めて私と言う人間を知ってもらうとか。

　……でもどちらを取ったって、異性としての立ち位置ではなくなるんだよなぁ……。

　部下でも友人でもなく、彼には女性として見てほしいのだ。……それが難しい。

「見当違いなこと言ってたらごめん。その理由って、咲良のほうで作れないの？」

「作る、か──あ」

　なにげない弥々ちゃんからの問いに、閃くものがあった。

　……作れなくはないのか。私を通して女性に慣れた係長でも、実経験がともなわないものはまだまだたくさんある。

「……そっか。シンプルに『まだ会う理由がある』と思ってもらえばいいのかも」

　頭のなかでぐちゃぐちゃに絡まっていた配線が、きれいに解けたような感覚があった。

　──私からまだ吸収できる刺激やプレイがあると思ってもらえればいいんだ。

　最初はセックスの練習台でもいい。もっと会う回数を重ねて、さらに仲を深めて行って……徐々に私の内面を知ってもらえれば、ひとりの女として、好きになってもらえるかもしれない。

「──ありがとう、弥々ちゃん。なんかやる気出てきた。今日は多めに出すね」

　現状で思いつくもので、結果に結びつきそうな努力と言ったら、これくらいしかない。

　私はヒントをくれた弥々ちゃんにお礼を言っておどけると、彼女も「あはは」と声を立てて笑う。

「ほんとー？　大したこと言ってないけど、役に立てたならよかった」

　──そうと決まったら、私も万全の態勢で臨まなければ。

　その夜、弥々ちゃんと他愛のない会話を楽しんで帰宅した私は、係長と過ごす週末に向けてさまざまな準備を始めたのだった。
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　そして金曜日の夜。いつものように軽く食事を済ませ、ラブホテルに到着した私たちは、それぞれでシャワーを済ませたあと、客室のダブルベッドのうえで抱き合っていた。

　二回目以降、アクセスのよさが理由で同じホテルを利用することにしている。清潔感とラグジュアリーな雰囲気が漂うこの場所は、ラブホにいるという感覚が極限まで薄れるので、とても気に入っているのだ。

「んっ……は──ふ、ぅんっ……」

　俊哉さんのキスは気持ちよくて好きだ。お互いの唇が唾液でべたべたになるころには、頭のなかをとろとろに溶かされて……なにも考えられなくなってしまう。

「ね、俊哉さん……今日は全部、私に任せて？　まだ俊哉さんが知らないこと、いっぱい教えてあげたい」

　彼の眼鏡を外して、ベッドボードに置いた。最近は素顔の俊哉さんもだいぶ見慣れてきたように思う。

「見てて」

　私は彼のバスローブの袖を軽く引っ張ってそう告げると、ベッドから腰を上げ、彼の目の前に立った。それから、自身のバスローブの紐をおもむろに解く。

　そっと合わせ目を開いて見せると──今夜のために用意していた、特別なランジェリーが露になった。

　黒いオーガンジーでできたブラセット、膨らみを覆う部分は頂が透けて見え、ショーツも全体的に透けているのに、中央がぱっくりと割れて大切な場所が丸見えになっている。

　──恥ずかしい。今すぐにも隠れてしまいたいくらい。

　セクシーランジェリーを買ったのも、着たのも初めてだ。普段の私であれば、こういう類の冒険はしない。

　それでも行動に移したのは、俊哉さんの興味を引きたい。その一心だった。

「咲良、それ……」

「こういうの、興奮しません？」

　驚きのあまりその場で立ち上がった俊哉さんに、私が静かに訊ねる。

「っ……」

　クールな彼の顔が、微かに赤くなった。喉をごくりと鳴らして言葉に詰まるその様子は、欲情してくれているのだろう。

　その直後、俊哉さんが私の身体を抱きしめて、ベッドに押し倒そうとする。

「──待って。慌てちゃだめです。今日は私に任せてくれる約束ですよね」

　私は彼の胸をそっと押したあと、そう言い含めた。そして、にこっと微笑みながらベッドの縁を指し示す。

「そこ座ってください。今、気持ちよくしてあげますからね」

「……わかった」

　彼が緊張しているのが伝わってきて、余計にドキドキする。

　指示通りにベッドに腰掛けたのを確認すると、私は彼と向かい合う形で跪いた。それからバスローブの紐を解いて前を開けさせる。

「すごい……もうこんなに。えっちな下着で大きくしてくれたんですね？」

　彼の強直は、私のはしたない姿を目にしたせいか、著しく反応していた。

　私は目の前で屹立する雄々しい高ぶりを両手でそっと握った。中心に鋼でも入っているかのように硬くそそり立つ熱棒が、ぴくぴくと小刻みに震えている。

　私がなにをしようとしているのか、俊哉さん自身はすでに勘付いているはずだ。その証拠に、戸惑いと期待が入り混じったような顔で私を見つめている。

　恥ずかしくて、今まではできなかったけど……これからも私を求めてもらうには、こういう思い切った愛撫も必要なのかもしれない。

「んっ……はぁ」

　私は先の膨らんだ怒張に顔を近づけると、ちゅっ、と音を立ててキスをした。

　──硬いのに、ほどよく弾力があって気持ちいい。

　キスを繰り返しながら舌を出して、先端の張り出している部分をちろちろと舐め始める。

「っ、く、ぅうっ……」

　──俊哉さんが感じてくれてる。

　それがモチベーションになり、私は口を大きく開けると、括れの部分までを咥え込んだ。

「ふ、ぅう……大きすぎて……んぅ、全然口に収まらないっ……」

　頑張ってかき集めた情報によると、『喉の奥まで受け入れると気持ちよくできる』とあったけれど、そんなことしたら顎が外れてしまいそうだ。彼のサイズではできそうにない。

　私は作戦を変更することにした。とにかく全体を刺激できるように、いたるところに舌を這わせてみる。鈴口、雁首、裏筋など。男性が快感を覚えると言われている場所を、棒つきキャンディーを舐めるときのような所作で。

「気持ちいいですか？　……なんて、俊哉さんの顔見てればわかりますね」

　私の努力の甲斐あってか、俊哉さんは恍惚の表情を浮かべている。

「熱くて、びくびくして……いやらしい匂いがする……」

　手のなかの逞しいものも、刺激を加えるたびに生き物のように反応して、鈴口からぬるぬるしたものを吐き出して快感を訴えていた。

「こっちも気持ちいいんですよ。自分で触ったことありますか？」

　今回こそ、主導権は完全に私のものだ。

　そう確信して自信をつけた私は、幹と恥毛のその下にある、袋状の膨らみに優しく触れた。

「あっ……」

　俊哉さんがおどろきと歓喜の間のような声をもらす。……この反応なら、きっと感じてくれるはずだ。

　私は膨らみを舐め、ときに唇で啄んだ。デリケートな場所であるのは調べて知っていたので、中心に球状のなにかがふたつあるのを把握しつつ、強く刺激しすぎないよう努めた。

　──ころころして……なんか、不思議な感触っ……。

　夢中でその場所を愛撫しているうちに、鈴口からは制御をなくしたかのように、透明な滴りが溢れ出して止まらなくなっていた。

「こんなに溢れさせて……まるで、もっと気持ちよくなりたいって泣いてるみたいですね」

　滴りを舐め取りながらそう揶揄すると、むしろ、あとからあとから余計に噴出してくるようだった。

「今にも爆発しちゃいそう。……出してもいいんですよ。手伝ってあげます」

　そろそろ彼も苦しくなってきたころだろうと、私は膨張を続ける屹立の先を口に含み、裏筋に舌を宛がった。

「っ、あ──だめだ、そんなにしたらっ……！」

　ざらざらした舌の表面が、裏筋を刺激するからだろう。そのまま唇で扱き始めると、切迫した声を出しながら、俊哉さんが背を撓わせる。

「出してください。全部口のなかで受け止めますから……っ、はぁ、出してっ……！」

　幹の部分を握って扱きながら、欲望の解放を促す。その間も、今にも弾けそうな剛直に舌を這わせながら、頭を動かし続ける。

「っ──……！」

「!?」

　やがて、俊哉さんがぶるりと大きく震えると、喉の奥でなにかが弾けた。口腔内で勢いよく跳ね返る白濁に驚きつつも、態度に出すわけにはいかない。

　私は冷静に舌の上で受け止めたあと、ごくんと一気に飲み下した。

「……ごちそうさまでした。いっぱい出ましたね？」

　決しておいしいとは言えない味だけれど、達成感とよろこびを感じたのは、自分の想い人が放出したものだからなのだろう。

　最後の一滴まで吸い出して呑み込んでしまうと、心地よい疲労と、無事にやり遂げた安堵とが綯い交ぜになり、ふうっと深く息を吐いた。

「出したばっかりなのに……もう元気になってるのはどうしてですか？」

　私は括れた部分を指先で突きながら、いじわるに訊ねた。口のなかで清めたばかりの彼自身は、早くも次の刺激を欲するように頭を擡げている。

「……咲良が挑発するから」

「俊哉さんが知らないこと……まだまだ、たくさんあるんですからね」

　少し悔しそうにつぶやく俊哉さんに、私が得意げに微笑む。

　まだこれでは終わらない。これからも私をほっしてもらうため、彼にはとことん快楽に浸ってもらわなければならない。

　私はベッドのうえに乗り上がると、Ｍ字に脚を開いた。

「ここ……挿れたいですか？」

　そして、本来クロッチがあるべき場所に指先を添えて、思わせぶりに訊ねてみる。剥き出しになった秘裂は、淫蜜を吐き出しながらひくひくと戦慄いていた。

「──……」

　俊哉さんの、劣情に染まった瞳が私の恥ずかしい場所を見つめている。その視線が鋭く突き刺さるようで、お腹の奥がじんと痺れた。

　問いかけへの返答はなかったけれど、真っ直ぐに天井を指している屹立がびくびくと揺れた。まるで身体が返事をしているみたいで、すごく卑猥だ。

「着けるのも私がしますね。こっちに来てください」

　ベッドボードから避妊具を取り出す。これを装着するのも今日は私がやると決めていた。ｗｅｂで見つけた、口で装着する方法というのが彼の興味を引きそうだと思ったので、わざわざ自宅で練習したのだ。

　足を投げ出して座る俊哉さんの下腹部に顔を埋め、避妊具を咥えて被せていく。それすら快感のひとつと捉えているみたいに、小さく吐息のような声をこぼす彼が愛おしい。

「──できました。さぁ、横になって」

　ここからが本番だ。彼を仰向けに寝かせると、彼の身体を跨いで馬乗りになる。

「これから俊哉さんのこと、食べちゃいますから……そこから、よく見ててくださいね」

　期待と高揚感で呼吸を乱す俊哉さんが、「ああ」とうなずく。

　下からのアングルなら、接合部がくまなく見えて、興奮もより高まるはずだ。

　──いっぱい感じて。頭のなか、私でいっぱいにして……私と離れられなくなっちゃえばいい。

　硬い屹立を支えながら、私はゆっくりと腰を落としていく。

「っ……」

「あ、はぁっ……！」

　私たちが切ない吐息をこぼしたのは、ほぼ同時だった。

　オープンクロッチの下着の中心を、太ましい熱塊がずぶずぶと分け入っていく。

　──挿入っただけでも気持ちいい……頭の奥、痺れちゃうっ……！

「ふぁあっ……やっぱり俊哉さんの、すごいっ……。俊哉さんも気持ちいい……？」

　膝で自身の体重を支えながら、強烈な愉悦に感じ入る。私が訊ねると、俊哉さんは悦楽に耐えながらも微かにうなずいた。

「よかった……じゃあ、動きますねっ……」

　前傾になった私は、指先で彼の胸の頂を転がしながら、前後にグラインドを始める。

「んっ、ん──ふ、ああっ……」

　先っぽが奥をコリコリと抉り、幹の部分が入り口の浅い場所を刺激する。さらには、広げられて剥き出しになった秘芽も圧し潰されて──その衝撃に、私は淫らな嬌声を止めることができなかった。

　──なにこれ。気持ちいいところ全部擦れるっ……！

「これ、すご──気持ちいい、やぁあっ……！」

　腰が止まらない。私は鼻にかかった声で喘ぎながら、夢中になって動いた。

　不意に彼のほうへ視線を向けると──欲情した表情で、私を見つめている。

　──見られている。彼に、気持ちよくなっているところを、全部。

「俊哉さん、あぁっ……だめ、イくっ……！」

　欲望に満ちた眼差しに追い立てられ、私はぴたりと律動を止め、あっけなく達してしまった。

　──騎乗位がこんなに気持ちいいなんて、聞いてないっ……！

「咲良」

「俊哉さ──っ!?」

　絶頂感が引いていくまでじっとしているつもりだった。それなのに──俊哉さんは私の名前を呼ぶと、私のウエストをぐっと掴んで、接合を深めようとしてくる。

「あっ、ああっ！　やあぁあっ！」

　ずん、と下から突き上げられて、私はさらに大きな声を上げた。

　それに構わず、俊哉さんは緩急をつけながら、奥の窄まりに向かって切っ先を何度もノックしてくる。

　……えっ、どういうこと？

　私が責めてたはずなのに、どうして責められてるの……？

「ごめん、そんな蕩けた顔見てたら、もっとめちゃくちゃにしたくなるっ……」

　彼の興奮を煽り過ぎてしまったらしいと気付いたときには、もう遅かった。

　俊哉さんは素早く自身を引き抜き、私をべッドに沈めて覆い被さってきた。そうして、私の膝を立て、お尻を持ち上げるようにして抱えると、膝立ちになって再び私の膣内を貫いた。

「だめ、ぁあっ！　今、だめぇえっ……！」

　上り詰めたばかりの身体は敏感なのに、容赦なく内側を擦られた。

　仰向けのまま腰を突き上げ、足の裏と肩で自重を支えている状態では、彼の切っ先が奥に引っかかりやすくなる。二度、三度と腰を打ち付けられると、目の前に星が散る錯覚がした。

　──なにこれ。こんなの気持ちよすぎて、おかしくなるっ……！

「もっとおかしくなっていいよ。もっと淫らな君が見たい」

「あぁあっ！　はぁんっ！」

　まるで私の心を読んだみたいに、彼が興奮に塗れた掠れ声で囁く。

「だめ、だめ──それ、強いぃっ……ぁあああ！」

　二度目の絶頂はあっけなく訪れた。膣内が痙攣して、身体中に電気が走ったみたいになる。

「またイッた？」

「あっ、あっ、あ──……！」

　わかっているくせに、俊哉さんは動きを止めずにわざと訊ねた。

「勝手にイッたらだめだろ。ちゃんとイくって言わなきゃ」

「ああんっ、あはぁあっ……！」

　俊哉さんの言葉に、背筋がぞくぞくする。もはや私の身体は、そうして揶揄する言葉をも快感としてとらえ始めていた。

「すごくやらしい眺め……俺がナカに出たり挿入ったりしてるの丸見えだ」

　彼の目の前に下肢を突き出しているような格好だ。しかも、下着としての役目をはたしていないそれを突き破るかのように、高ぶりが行ったり来たりする様は、視覚的に彼を追い立てているに違いない。

「俺の……咲良の愛液でびしょびしょになってるよ。そんなに気持ちいいんだ」

「イイ……気持ちいい、のっ……！」

　──指摘されると恥ずかしいけど、それ以上に気持ちよかった。

　私がやっとのことで伝えると、俊哉さんがくすっと笑った。

「そう。じゃ、もう一回イこうか」

「んんんっ!?」

　彼は私と身体をつなげたまま、私の膝の裏を持って軽く曲げながら、抽送を速める。

「俊哉さんっ、あぁあ──それ、やぁ……んあぁ！」

　この体勢のほうが、俊哉さんにとっては動きやすいのだろう。さっきよりもひと突きが力強く、お腹の奥にずんと痺れるように響く。

　──気持ちいい。気持ちいい……それしか考えられない……！

「気持ちよすぎて怖いぃっ……やぁああっ……！」

　身体中の感覚を乗っ取られてしまう気がして、思わず本音がこぼれた。

　手解きをする立場であれば、そんな頼りないことは言ってはいけないのに──もう止められなかった。

「かわいい、咲良……一緒にイこうっ……！」

「ああああああああっ……！」

　激しい劣情をぶつけるかのごとく、激しく肉を打つ音が聞こえる。

　最奥をぐりっと突かれた衝撃で、下肢に鮮烈でいて甘美な刺激が迸った。甲高い嬌声を上げてしまいながら、私は三度目の絶頂を迎えた。

　──気持ちよすぎて、めまいがする。

「はぁっ……ぁあっ……あ、はぁっ……」

　呼吸が上手くできない。私は貪るように深呼吸をしながら、ただただ鮮烈な快美感に打ちのめされていた。

　──こんなすごいセックス、知らないっ……！

「咲良……？」

　埋まっていた屹立を引き抜かれると、下肢にぽっかりと穴が空いたような気持ちになる。

　使用済みの避妊具を処理したあと、私の様子を窺うように顔を覗き込んできた俊哉さん。その目が、驚いたように見開かれた。

「っ、なんで泣いて──」

　俊哉さんが慌てるのも無理はない。私も、指摘されるまで涙を流していることに気が付かなかった。

　──もう無理だ、と思った。

　今ので思い知らされた。もう私が彼に教えられることなんて残っていないのだと。

　どんなに主導権を握ろうとしても、最後は結局俊哉さんに翻弄されてしまう。

　私はゆっくりと身体を起こすと、そばにあった自身のバスローブを羽織って、その袖口で涙を拭った。

　彼もまた、私を心配しつつ、自身のバスローブに袖を通した。

　しばらく流れる沈黙。それを破ったのは私だった。

「俊哉さん、ごめんなさい……私もう、俊哉さんと会えない」

「どうして？」

　私が真面目なトーンでそう言うと、彼が短く訊ねてから続けた。

「……なにかいやな思いをさせた？　もしそうなら謝るから、教えてほしい」

「違います。……俊哉さんは悪くない」

　私は首を横に振った。

「私……私の問題です。だって私、もう俊哉さんになにも教えてあげられない……」

　これ以上は俊哉さんの役に立てない。彼に会うための理由を作ることさえ叶わなくなったのだから。

「咲良……？」

「でも大丈夫です。今の俊哉さんは本当に魅力的で……どんな女性でも口説き落とせると思いますから。自信持ってください」

　不安そうな顔をしている彼に、私はふっと微笑みかけた。

　まさか私の方から距離を置くことになるとは思わなかったけれど……でも、もうどうしようもない。

　いずれにしても俊哉さんは離れて行ってしまうのだから、どうせ失うなら早いほうが、深く傷つかなくて済む。

「…………」

　俊哉さんはそんな私の顔をじっと見つめて、なにかを考えているようだった。
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「今の話、本当？　どんな女性でも口説き落とせるって」

　少しの間のあと、俊哉さんがいやに真剣な表情で訊ねた。

「……はい。私は、そう思ってますけど」

「じゃあもし──俺と付き合ってくださいって言ったら、ＯＫしてくれる？」

「えっ……？」

　思いがけない言葉だった。少し面映ゆそうな彼の顔に視線が釘付けになったのと同時に、一瞬思考が停止する。

　聞こえた言葉を何度も何度も脳内でリピートして確認する。

「……俊哉さん、私と付き合いたいって思ってくれてるんですか？」

「じゃなきゃこんなこと言わない」

「…………」

　俊哉さんは苦笑しているけど、私の頭にはクエスチョンマークが浮かんだままだった。

　──え？　どういうこと？　まだ頭が混乱してる……。

「最初に言っておく。手解きしてって頼んだのは、半分は勢いだったけど……もう半分は本気だった。相手が君だったから」

　軽く咳ばらいをしてから、俊哉さんが声を潜めて言った。

　いや、潜めたというよりは、気恥ずかしかったから小声になってしまったのかもしれない。同じトーンで、彼が続ける。

「君が入社してからずっと、君のことが気になってた。明るいところも、真面目なところも、はっきりしてるところも──全部魅力的に感じられて。気が付くと目で追いかけてた」

　──直感的に、これは夢だ、と思った。だから自分に都合のいいことばかりが聞こえてくるのだと。

「でも君は女性である前に部下だったから、そういう気持ちを持ってはいけないと思ってた。だから自分の気持ちにずっと背を向けてたんだ。……初めて結ばれるなら、好きな人がよかった。気まぐれだったとしても、君に受け入れてもらえて幸せだったよ」

　目の前で視線を逸らしながら語る俊哉さんは、私のほしがる言葉ばかりを口にしてくれた。

　やっぱりこれは夢なんだ。そう確信して、左手の甲を抓ってみる。

　……あれ。ちゃんと痛い。

　戸惑っていると、俊哉さんが情けなさそうに深くため息を吐いた。

「でも一度身体をつなげたら欲が出て……心までほしくなった。君にちょっかいを出す浅沼くんに嫉妬して、みっともないところを見せたりもした」

　──あれは、やっぱり嫉妬だったんだ。

　そうだったらいいなとは思っていたけれど、歳の離れた部下に妬いてしまうくらい、私に想いを寄せてくれているということだ。

　彼は表情を引き締めると、私の目をまっすぐに見つめて続けた。

「だから君の気持ちを聞かせてほしい。身体だけの関係を続けるのは、俺にとってはつらい。付き合う気がないなら、振ってもらって構わないから」

　俊哉さんは私たちのこれからについて真剣に考えてくれているのがよくわかった。

　……だから私もちゃんと返事をしなきゃ。

「私、すごくびっくりしてます。……だって、俊哉さんも私と同じ気持ちだったなんて、全然気が付かなくて」

　まだどこか現実味がなく、ふわふわとした感じがする。それでも私は、彼を見据えて言った。

「──私も俊哉さんが好きです。ずっと素敵だなと思ってましたけど、上司を好きになってはいけないと、自分の心にブレーキをかけていました」

　俊哉さんの表情の強張りが、ほんの少し解けたような気がした。私がさらに続ける。

「白状すると、私、男性経験ってあんまりなくて。同僚の間で、勝手にそういうキャラにされていただけなんです」

「……そうだったの？」

「はい。だから手解きをしてほしいって言われて、本当にどうしていいかわかりませんでした。それでも引き受けたのは……相手が俊哉さんだったからです」

「咲良……」

　俊哉さんと接点ができるのなら、『いい女キャラ』に徹しようと思えた。

　……そうすることで、身体だけでも俊哉さんとつながることができるから。

「だけど俊哉さんと会っていくうちに、どんどん……その、セックスが上手になっていっちゃうし。私は俊哉さんにそういうことを教えるって名目で会っているのに、もう教えられることなんて残ってないなって……」

「だからさっき、もう会わないって言ったの？」

　合点がいったとばかりの表情をしてから、彼が訊ねる。私はこくんとうなずいた。

「……理由がなければ会っちゃいけないって思ったんです。俊哉さんは、女性との経験値を上げるためだけに私と会っていると思ってたから……でも、違うんですよね」

　さっきの言葉がうそ偽りのないものならば、そんなのがなくても、一緒にいることができるのではないだろうか。

「俊哉さんさえよければ、ちゃんとお付き合いしてほしいです」

　また泣き出してしまいそうなのをぐっと堪えて、彼の思いに応えた。

　それは私の願いでもあった。

　──俊哉さんがほしい。俊哉さんの彼女になりたい。

「ありがとう、咲良」

　俊哉さんは私の言葉を聞くと、うれしそうに瞳を細めて、私の身体を抱き寄せた。

「俊哉さん……」

　彼の胸に凭れて顔を埋める。バスローブのタオル地の感触がくすぐったい。

　私の頭をぽんぽんと優しく撫でながら、俊哉さんが耳元で囁く。

「俺の気付かないところで、つらい思いをさせてごめん」

「俊哉さんのせいじゃないから」

　先生役を買って出たのも、それゆえに自分の行動を縛り付けていたのも、私自身だ。彼は悪くない。

「もう『手解き』だなんて考えなくていい。これからは、ふたりで気持ちよくなることだけ考えよう」

　彼の言う通りだ。私たちは正真正銘、愛し合うカップルとなったのだから、そんな風に気負う必要はない。想いのままに求め合えればそれでいいのだ。

「はいっ……」

　この二ヶ月、ずっと背負い続けていた重たい荷物をドンと下ろした気分だった

　私たちはお互いに微笑み合うと、そっと触れるだけのキスを交わした。




　時刻はまだ二十四時前。普段の逢瀬であればまだ劣情をぶつけあっている時間だ。

　それゆえに、お互いの気持ちを確かめ合ったら、その証拠を身体に刻み付けたくなってしまった。

「俊哉さん……なんだか、初めてのときよりドキドキしてるかも……」

「俺も」

　バスローブも、セクシーすぎる下着も取り払い、生まれたままの姿になった私たちは、ダブルベッドのうえで抱きしめ合い、これから起こるであろう、めくるめく肉体的情動に心をときめかせているところだった。

　私を組み敷いた俊哉さんが、私の頬を愛おしげに撫でる。

「──気持ちが通じ合ったあとだからかな。君のことが愛しくて仕方ない」

「んっ……」

　そのまま唇が重なる。ねっとりと舌を絡ませながら、私のそれを誘い出し、吸いついたり舐め上げたりする。

「は、ぅっ……んん、むぅっ……」

　甘美な刺激にぞくぞくした。舌を弄ばれると、どうしてこんなに下肢が切なくなるのだろう。

　口のなかを優しく蹂躙したあと、彼の唇が離れていく。

「あの……俊哉さん、キスがすっごく上手なのはどうしてですか？　ちょっと気になってました」

　初めて唇を重ねたときから疑問だった。女性を知らないはずの彼が、どうしてこんなに甘く蕩けるようなキスができるのか、と。

　私がそんなことを訊ねるとは思っていなかったのか、彼は少し面食らったような間のあと、「うーん」と小さく唸った。

「上手いかどうかは、自分ではわからないけど──でもセックスの経験がなかっただけで、キスはしたことがあるって、前にも言ったよね」

　つまり──これまでお付き合いした女性との経験で慣れているから、というわけだ。

　予想はしていたけれど、実際本人の口から聞くと、あまり面白くない。

「ふーん、そうですか」

　私は拗ねた口調になってしまっているのを自覚しながら口を尖らせた。

「……俊哉さんの初めて、せっかくなら全部ほしかったです」

　ｗｅｂで情報を漁っているときにたまたま見かけた文言が、心に強く残っている。『初体験は一生記憶に残って、決して忘れないものだ』と。

　多分、セックスに関してはそうなれたという自信があるけれど……どうせなら、キスもひっくるめて、彼の『忘れられない女』になりたかったな、と。

「そういうかわいいこと言うんだ？」

「あっ」

　俊哉さんはうれしそうにそう言うと、私の両脚を大きく開いた。そして、外気に晒された下肢に顔を埋める。

「さっきのお返ししたいんだけど、いい？」

「っ、ぁ──」

　私の返事を訊くより先に──というか、そもそも承諾を得る気なんてなかったかのように、秘裂を舐め、そこから溢れる愛蜜を啜り始める。

　──感じやすいところ、直接舐めるのだめぇっ……！

「ま、まだっ──いいって言ってないですっ……！」

「じゃあ止めてもいい？」

　彼はわざとらしくそう言うと、ぴたりと動きを止めた。焦って俊哉さんの方に視線を向けると、彼は薄く笑んでこちらの反応を窺っていたので、下肢がきゅんと疼いた。与えられるはずの刺激を待ちわびる入り口が、物欲しげにぱくぱくしているのがわかる。

「いじわるっ……止めないでくださいっ……」

「反応がかわいくて、つい」

　私が詰ると、彼が満足そうに言って愛撫を再開した。

「んんっ、ぁぁあ──それぇっ……！」

「気持ちいい？」

　敏感な粘膜を舐められながら喋られると、吐息すら刺激に変わって腰に響く。

　私はこくこくとうなずいた。

「すごくイイですっ……あっ、はぁあっ……！」

　丹念な舌使いにうっとりしながら、呼吸を乱して感じ入る。

「──っ、だから……こんなに上手な俊哉さんが、女性経験がなかったなんて……って、ちょっと疑ってる自分もいます」

　これほど愛撫が的確な彼が未経験だなんてことがあり得るだろうか、と、ときどき考えてしまう。

　こういうのはセンスがすべてと言ったらそれまでだけど、にしては完璧すぎやしないだろうか、と。

「もしそうだったらどうする？」

　すると、顔は顔を上げていたずらっぽく笑った。

「えっ？」

「気になる咲良を振り向かせるためについたうそだったとしたら？」

　──やり方はあまりよくないとは思うけど、そうまでして私と接点を作りたかったんだなって思うと……ちょっとうれしいような気もする……。

　真剣に考えていると、俊哉さんがおかしそうに噴き出した。

「簡単に騙されるなよ。そんなわけないだろ。……でも、結果として咲良が振り向いてくれたから、逆に経験がなくてよかったって思ったよ」

「俊哉さん……」

　彼の台詞に、左胸がじんと熱くなった。

　もし彼が未経験じゃなかったから、お互いに仕事上での距離感は大切にするタイプだし、私との個人的な接点は一生できなかったかもしれない。

　そう考えると、彼が初めてであってくれて、私も心からよかった、と思った。

「おしゃべりはここまで。あとは気持ちいいことに集中して」

「っあ！」

　不意打ちで、秘裂に強烈な快感が走った。俊哉さんが秘芽を露出させ、指先でくりくりと弄り始めたのだ。

「だめ、転がしちゃっ……！」

「なんで？　咲良の好きなところだよ。ここ」

「んんっ、あっあっ！」

　「ここ」と敏感な粒を示しながら、指先で弾くようにして刺激を施していく。

　電気を流されたような強い快感に、腰がびくん、びくんと跳ねてしまう。

「かわいい。もっと俺の手で気持ちよくなって」

　彼はうっとりした声でそう言うと、ピンと硬く存在を主張する突起に口付けて、ちゅうちゅうと吸い立てた。

　──だめ、それ、感じすぎちゃうからっ……！

「んんんんんっ……！」

　抗えない悦楽に貫かれ、私は軽く気をやってしまった。

　ぐぐっと全身に力が入って、その後、ゆっくりと弛緩する。

　いつの間にか汗ばんでいた額に張り付いた髪を退けてくれながら、彼が頬にキスを落としてくれる。

「好きだよ。……蕩けた顔たまんない」

　私の痴態を見ただけで、彼の剛直は角度をつけて勃ち上がっていた。用意していた避妊具を装着し、十分に蕩けた私の秘裂に宛がう。

「一緒にいっぱい気持ちよくなろう」

「はいっ……んんんっ……！」

　ぐぐっと腰を押し付けられると、事前に広げられていた膣内はすぐに広がって、一気に熱杭を受け入れる。

「あ、っ……ナカ、気持ちいいっ……！」

　ずりずり、と勢いよく内壁を擦られて、切ない快感に声を震わせる。頭のなかが「気持ちいい」で支配されてる感覚だ。

「締め付けすごい……食いちぎられそう。早くほしかった？」

「言っちゃやだぁっ……」

　快感に貪欲であることを指摘されているみたいだ、と思う。羞恥心を刺激されて、私は身を捩った。

　そんな私を見下ろしながら、俊哉さんが抽送を開始する。初めは浅いところを引っ掻くようにしながら、徐々に奥の窄まりを目指すような所作で。

「咲良は……っ、意外と、恥ずかしがり屋だよね。……男慣れしてる演技するの、大変だったんじゃないっ……？」

「っ、ぁあっ……毎回、心臓、バクバクでしたっ……！」

　膣内で粘膜同士が擦れ合っているのを感じながら、やっとのことで答える。

「その割りに、すごく大胆だったけど……？　特に、今日は」

「っ……だってそれはっ！」

　必死だったからだ。この関係を終わらせたくないと、その一心で。

　その意思は彼にも十分伝わっていたらしい。みなまで言うなとばかりに、首を横に振った。

「俺のために……頑張ってくれたんでしょ……？　俺と、会う理由にするためにっ……」

「……っ、はいっ」

　これまで見たことのない優しい眼差しにドキドキする。オフィスでは絶対にお目にかかれない、慈愛に満ちた瞳に、ときめきが止まらない。

　──俊哉さん、こんな顔もするんだ……。

「そういうところ、すごく好き──」

「あぁっ！」

　彼はそう言うと、つながったまま私の背中を抱き起して自身の脚の上に乗せた。私と俊哉さんが抱きしめ合う体勢になる。

　──奥っ……気持ちいいところに届いてるっ……！

「俊哉さん、好きっ……私も好きっ……！」

　私は彼の首元にしがみつきながら、より深い悦びを得られるように腰を揺らした。

「かわいいこと言って煽んないで。けっこうギリギリだから──」

　俊哉さんは私をしっかりと抱き留めつつ、下から力強く突き上げる。

「……っは、俺……今まで咲良に教えてもらった体位のなかで、これがいちばん好きかもっ……」

「わ、私もっ……！」

　教えたというほどではないけれど、手解きの最中、私はｗｅｂで調べたいくつかの体位を彼と試していた。

　こうして抱き合ったまま貫かれると、彼のそばにいられる安心感も手伝って、身も心も気持ちよくなれる気がする。

「いろんなところ気持ちよくできるし、それに──キスもできるしっ……」

「ふぅうっ……んんんっ！」

　俊哉さんは胸の先を転がしながら、私に口付ける。

　身体中が彼の愛撫に酔いしれている。ぶっくりと勃ち上がった胸の頂も、熱く柔らかな唇や舌も、すっかり彼の形に馴染んだ膣内も。

　彼が触れる場所すべてに、官能的な悦びが駆け抜けていく。

「俊哉さん、俊哉さんっ……！」

　自分がどこかに飛んで行ってしまいそうで怖くて、私は彼の名前を呼びながら懸命に首元にしがみつく。

「咲良っ……もう出るっ……！」

「んぁあああああっ……!!」

　身体が弾けてしまいそうな眩い愉悦が訪れたと同時、私と彼は深いところで互いを感じながら、同時に高みへと導かれた。首元に回した腕に力がこもり、背を撓わせたあと、甘い余韻が訪れる。

「……咲良」

「俊哉さん……」

　私たちはお互いの名前を呼び合いながら、汗の滴る火照った身体を抱きしめ合う。

　──彼とのセックスは気持ちよかったけど……気持ちが通じ合ったら、もっともっと気持ちよくなれるんだ。

　それまでとは違う喜悦を知った私たちが、夜通しお互いを求め合ったのは言うまでもない。





　◆◇◆






　──ところ変わって、第一営業部の一角。小田切係長のデスクにて。

「これ全部やり直し」

　抑揚のない、淡々とした口調で突き返されたのは『Ｐｏｌａｒ【冬仕込み】（仮）』と書かれた資料だ。来年の一月に発売される発泡酒で、秋季に引き続き、私に営業用資料作成を任せてもらった案件だ。

「係長、お言葉ですが、きちんと内容をご確認いただけましたでしょうか？」

　彼に手渡して十秒も経っていない。ということは、明らかに及第点に達していない仕上がりであるのだろう。

「だから言ってる」

「っ……！」

　いつかをなぞったようなやり取りに、ぐうの音も出ない。

　彼が闇雲にＮＧを出すわけではないと、よくわかっている。秋季の資料作成では、夏での失敗を踏まえて入念にチェックをしてから提出したから、指摘事項は少なかった。

　……それで安心して気が緩んだのだろうか。正直、そこそこ自信があったので、このつれない対応にショックを受けてしまう。

「修正は明日まで。ほかになにもなければ、私は商談に出る」

　彼は涼しい顔でそう言い残すと、荷物を持って颯爽とフロアを出て行ってしまった。

　手元の資料を苦々しく見つめていると、「咲良」と弥々ちゃんが声をかけてくれる。

「──今日も絶好調だね、我が部の『スーパードＳ』係長様は」

「そうだね」

　仰々しく呼ぶさまが面白くて笑いながらうなずく。すると、弥々ちゃんがエレベーターホールの方角を見つめながら、首を傾げる。

「でもさ、係長最近すこーし雰囲気柔らかくなったと思わない？」

「え、そう？」

「絶対そうだよ。前はオフィスで笑ったりしなかったけど、最近はたまにそういう顔してんの。なにかあったのかな～」

　──弥々ちゃんってば、なかなか鋭い。

　私と付き合い始めてからの係長──俊哉さんは、笑顔を見せることが多くなった。いつも彼を視線で追っていた私にはよくわかる。

　私と深い関係になったことで、これまでしっかりと線引きしていた職場の同僚との付き合いも、多少は柔軟に考えるようになったのかもしれない。

　事実、最近では部内での雑談程度になら、気軽に応じてくれることもある。これまではそういうフランクな振る舞いを見せなかったから、なかなかな驚きだ。

「……さあね。どうなんだろう」

　とはいえ、私と俊哉さんの関係はまだオープンにしないことに決めている。藪蛇にならないよう、知らないふりをしておくのが無難だろう。

「──ちょっとお手洗い行ってくるね」

「はいはーい、ごゆっくり」

　女子トイレはエレベーターホールの先にある。私は弥々ちゃんに断りを入れると、女子トイレへと向かった──ふりをして、エレベーターホールで昇降機を待つ俊哉さんを探した。今ならまだ、追い付くはずだ。

　エレベーターホールに出ると、思った通り、まだ彼の姿があった。周囲を見回したけれど、ほかには誰もいない。

「俊哉さん」

「っ、咲良」

　背後から小声で声をかけると、振り向いた彼が目を剥いて、そのあと周りを気にした風な素振りを見せる。

「大丈夫、誰も居ませんから。商談、気を付けて行ってきてくださいね」

　彼を安心させるべくそう言うと、ホッと胸を撫でおろしてから声を潜める。

「ありがとう。咲良も営業資料のまとめ頑張って。わからないことがあったらなんでも聞いていいから」

「はーい」

　私は先ほどの落胆も忘れ、明るく返事をした。

　第一営業部を一歩出ると、私たちは普通の恋人同士だ。彼の態度や言葉選びもぐっと優しくなる。

　それに──

「……さっきはああ言ったけど、残業になりそうなら急いで仕上げなくてもいいし」

「えっ、そうなんですか？」

　彼が示しているのは資料の締め切りの件だろう。今日、ガッツリ残業して終わらせる気満々だったので、逆に戸惑う。

「──でも明日までって」

「かなり余裕を見て頼んだし、遅くとも来週の頭までにあればいい」

「はあ……」

　とはいえ、チェックの時間もあるし、私がどのタイミングでＯＫを出してもらえるのかは、わからないわけで。早ければ早いに越したことはないのでは？

　そう視線で問いかけて見ると、彼はきまり悪そうにふいっと視線を逸らした。

「……残業中に変な誘いでもあったら心配になる。咲良はかわいいんだから、俺のいないところではちゃんと自衛するんだよ」

　──えっ、まさかの嫉妬……？

　意外なことに、俊哉さんってばあまり他人に興味がないような顔をして、実は心配性なのだ。

　浅沼くんはじめ、私に興味を示してくれていそうな男性社員を警戒していて、普段から「よほどのことがない限り残業しないで」と口うるさい。残業時は彼が接待等で不在であることも多く、目を光らせることができないため、不安でたまらないのだそうだ。

　他人には興味が薄いのに、彼女にだけは愛情を注ぎ、ときに嫉妬深くなる。これはうれしいギャップだ。

「……わかりました」

　私はにやにやしてしまうのを堪えながらうなずいた。……いや、堪えられず頬が緩んでいたかもしれない。

　ちょうどそのとき、昇降機が到着する。

「それじゃ」

「あ、待って俊哉さん」

　なかに乗り込んですぐさま扉を閉めようとする彼を制し、私も一緒に昇降機に乗り込んだ。オフィス側からの死角に入ったことを確認してから、ちゅっ、とスタンプを押すように、唇にキスをする。

「行ってらっしゃい」

　私はなにごともなかったかのようにエレベーターホールに出た。

「……っ、ああ」

　オフィス内でキスをされるとは思っていなかったのか、彼は相当面食らっている様子だ。……かわいい。

　──俊哉さんって不意打ちの愛情表現に弱いみたいなんだよね。照れ屋というか。

　いつもは「なにごとにも動じません」って顔をしているくせに──こういうギャップにもすごくそそられたりして。

　これからも私の知らない俊哉さんを、もっとたくさん知っていけたらいい。

　私はそう思いながら、笑顔でエレベーターを見送ったのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは！　小日向こひなた江え麻まです。

　このたび『スーパードＳな冷徹上司は××でした!?　～ハジメテなのに極上愛撫で啼かされて～』をお読みいただきましてありがとうございます！

　イケメンで仕事ができるのに女性経験がないヒーローと、男性経験が豊富なキャラを演じるヒロインの、ワンナイトから始まるラブストーリーでしたが、楽しんでいただけましたでしょうか？

　俊哉のような、完璧そうに見えても厄介なコンプレックスを抱えている男性や、咲良のように周りに合わせて頑張ってしまう女子が大好物なので、書いていてとても楽しかったです！

　私の作品は、比較的男性が女性をリードする組み合わせが多いような気がしていますが、このふたりに関しては、意外と咲良のペースに俊哉が引っ張られる感じになっていくのではないかな、と感じております。年下ヒロインに振り回される年上ヒーローもかわいくて好きです。最後のシーンは、それを象徴するような場面として書けたかな、と思っております。

　きっとしばらくはひっそりと関係を温めつつ、いきなり部内で結婚を発表して周囲をひどく驚かせてくれることでしょう。質問攻めに遭う俊哉の反応が気になります。

　担当さま、編集部さま、今回も作品を書く機会を与えてくださってありがとうございます。いつも丁寧にやり取りしてくださって、気持ちよくお仕事をさせていただいております。重ね重ねありがとうございます！

　カバーイラストを担当してくださったカトーナオさま、素敵なカバーをありがとうございます！

　過去に他社さまから刊行した作品も含め、たくさんカバーを描いてくださっているのですが、今回のカバーも非常にかわいらしく、ムードがあって美しいです。俊哉も咲良もイメージ通りで、拝見したとき非常にドキドキしました。

　また、こちらの作品をお読みいただいたみなさまにも、お礼申し上げます。ありがとうございます。感想などございましたら、Ｘでつぶやいていただいたり、レビューしていただけますと幸いです。

　それでは、またお目にかかれることを願って、失礼いたします！






小日向　江麻
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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